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			必勝ダンジョン運営方法⑪

			雪だるま

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン　小久江厚＋オバタアメンボ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			第２５４掘　子供の頃、毎日が冒険だった。

			第２５５掘　奥様は本の森の魔女、そして答え。

			第２５６掘　嫌な真実かも？

			落とし穴41掘　夏の始まり

			第２５７掘　反省会と調査結果と今後の動き

			第２５８掘　素晴らしき作戦

			第２５９掘　動き出す欠片たち

			第２６０掘　布陣発表

			第２６１掘　勝敗は決した。色んな意味で。

			第２６２掘　前略ではなく、全略。全カット

			第２６３掘　精神攻撃は基本である

			第２６４掘　友の恋は応援しましょう

			第２６５掘　ローデイでの暗躍準備

			第２６６掘　夢（挑む）か夢（諦める）

			第２６７掘　託すのは絶望でなく希望

			番外編　学生時代の思い出ではなく学校の思い出

		

	
		
			　

			第２５４掘　子供の頃、毎日が冒険だった。

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　それは、いつの日か通り過ぎてしまった懐かしい学生の記憶。

			　学府の図書室の窓から夕日が差し込む。

			　ここは異世界なのに、その風景に懐かしさを感じずにはいられない。

			　いや、地球にいた頃、図書室なんざ利用することはほとんどなかったがな。

			　学校の授業で使うぐらいだろ？　それか、読書感想文とかを無理に書かないといけない時に本を借りるぐらいで、そこまで出入りする理由はない。

			　今どき、調べ物とかパソコン開いてできるしな。

			　……図書室の意味ねーよな。

			　と、そんなことはどうでもいい。

			　現在は異世界。そしてここは、この大陸の歴史書や数多あまたの魔術の知識が詰め込まれた、魔術学府が誇ほこる図書室である。

			　当然、電子書籍化なぞしていないし、ネット大辞典に乗っているわけでもない。

			　だから、直接調べないといけないので、俺たちは様子見にきたのだ。

			　しかし、この図書室は課題を片付けるためや、勉強するためだけじゃなく、魔術の向上を望む生徒たちで結構にぎわっている。

			「そもそも、意識が違うからな……」

			　日本だって、最高学府であれば図書館はひっきりなしに利用者がいるだろう。同様に、この異世界の学府も、この大陸においては最高学府。

			　そう考えると、俺が通っていた学校の学習意識レベルと同じにしては失礼か。

			　……でも、きっとここで色々調べ物してたら眠くなるわ。

			「うん、寝てしまう前に、さっさと用事を済ませよう」

			　そう、俺はこの図書室に用事があって来たのだ。

			　寝に来たわけじゃない。

			「本当にあると思うんですか？」

			　ついて来ているリーアは、周りを見回しながらそう聞いてくる。

			　で、俺が答える前にタイキ君が答えた。

			「そりゃ、あると思いますよ。だって、ここは魔法学校なんだから!!」

			「え？　魔術学府じゃないんですか？」

			「あー、いやいや、リーアも見ただろう？　ロリー・アウトと不思議な部屋」

			「あー、あの映画ですね。なるほど、確かに雰囲気は似てますね」

			　リーアは何とか納得して、あの映画と今の状況を比べるように辺りを見回す。

			　ま、タイキ君の言った通り、俺たちは某映画を参考にして、学府で探検を行おうとしているのだ。

			　それならエリスを通して学長に頼めばいいんじゃね？　って話になるが、聖剣使いにつながる可能性がある情報をあっさり話す理由もないし、そんな簡単に話していい内容じゃない。学長たちはエリスのことを親友として認めているらしいが、だからこそ教えるわけにはいかないだろう。俺たちの立ち位置を知らないし、教える理由も見つからない。

			　お互い大事な情報を伏せたままで、相手の情報はすべて欲しいのが本音だ。

			　てなわけで、こうやって俺たちが、秘密の部屋がありそうな場所を探しているというわけだ。

			　あっ、エリスやトーリ、アスリンたちは、あのワイバーン騒ぎの説明で大忙し。その中でも、ワイバーンを従えたアマンダさんが一番割を食ってるがな!!

			　クロちゃんの件は、エリスたちやサマンサお嬢さん、アマンダさんの証言で、魔物の守護者という立場の形で収まった。

			　まあ、クロちゃんは堅苦しい言葉でしゃべっていたし、サマンサお嬢さん、アマンダさんもクロちゃんが言う「姫」が「アスリン」のことを指すとは思わなかったらしい。

			　普通に考えりゃそうだよな。

			　で、ワイバーンが人を襲ってきたのでクロちゃんが守ってくれて、謝罪をしている時に学長が攻撃をしたということになっている。

			　うん、学長、頑張り損。

			　まあ、負けたことは、誰も知られていない。

			　あの戦闘が始まって即座に、生徒たちはワイバーンのワイちゃんに乗って撤退したからな。

			　ワイちゃんは人数が多くて飛べないとのたまったらしいが、アスリンが頑張ってと奮起させたらしい。

			　アスリン恐ろしい子!!

			　アスリンは命令を出したあと、同じテイマーの才能があるアマンダさんの指示に従えと言った上で、こっそりエリスたちとクロちゃんと学長の様子を見に戻ったのだが、結構な一大事になっていたので、即座に応急措置をして俺を呼んだわけだ。

			　ちなみに、あの時、俺たちと同じように聖剣使いのニーナが様子見していたから、今後なにかしら接触があるかもしれない。ただ、そっちは霧きり華かたちに監視を任せているし、結果、俺たちは学校探検をすることにしたわけだ。

			　ちなみに建前としては、学府を自らの足で歩き回って、教室とかの間取り場所を覚えるためだとしている。

			「でも、ユキさん。俺たちがチート持ちじゃなけりゃ、探索なんてしないですよねー」

			「だな」

			「え？　何でですか？」

			　リーアが不思議そうに首を傾げる。

			「リーア、君は今、勇者の力に加えて、ウィードでの訓練でかなり力をつけているだろう？」

			「はい」

			「それがない状態で、色々な防犯対策という名の危険がある学府の探索をやれるか？　簡単に言えば、この学府はトラップ満載のダンジョンと言っても間違いじゃないんだ」

			「なるほど。それは普通なら探索しませんね。死にたくないですし」

			　あの映画だと、番犬にモンスターとか、人食い本や、呪いの本、部屋自体が移動するトラップとかがあったからな。もう、あの学園、普通に人死にが出そうだよな。階段は動くし、転落死とか絶対すると思うんだよ。

			　ま、映画を参考にしつつ探索道具を揃えて、こうして来たわけだ。

			「ユキさん、探索云々については分かりましたけど、そもそもダンジョン化して制圧下にあるなら、この学府はもちろん街も含めてぐるっとマップで見れますよね？」

			　リーアが周りに見つからないように、こっそりコール画面で学府の立体図を出した。

			「ああ、でも、この学府は曲者だ。パッと見て、どこが隠し部屋か分かるか？」

			「え？　えーっと、ほらこことか、さっき見た教室とか、奥に封鎖されたみたいな場所とか……。ほら、ここも……って、あれ？　たくさんある!?」

			　そう、この学府は歴史が長く、増改築を繰り返しているので、どこにでもデッドスペースが存在している。分かりやすくポツリと隠してある地下でもあればいのだが、地下にしても、隠し部屋、増改築のミスなどデッドスペースが10以上ある。

			「まあ、見て分かったと思うが、パッと見ただけでも色々ある。というか、おそらくそのうちのどれかが当たりで、どれかが意図的な仕掛けで、残りは本当に増改築のミスでデッドスペースになっただけだ」

			「……どうして図書室を？」

			「「勘」」

			「勘って……」

			「タイキ様。御国を救ったときは、英知に長たけていらっしゃったのに……」

			　リーアとアイリさんが、悲しそうな目でこっちを見てくる。

			　今回の探索だが、タイキ君は嫁さん連れだ。

			　まあ、これまでイベントが起きすぎて、もともとアイリさんが期待していたような新婚旅行って感じじゃなかったしな。

			　学府内だし、問題が起きてもタイキ君が守ってやれると判断して、今日は一緒に来ている。

			「いやいや、勘と言っても総合的に考えてだから、高確率で当たりだと思うんだよ」

			「……本当ですか？　タイキ様は腑抜けになったわけではないんですね？」

			「うんうん。ほら、図書室って本を置く場所だろ？　だから、木を隠すなら森の中ってことで、大事な蔵書を蔵書に適していない場所に隠すのはよろしくない。よって、この図書室の隠し部屋には、大事な本が隠されている可能性が高いわけだ」

			　タイキ君の言う通り、そういうことで図書室に当たりを付けたわけだ。

			「ちぇっ、ユキさんが疲れてるって言って、ベッドで添い寝しようと思ったのに」

			「おい」

			　まったく、嫁さんたちは油断ならん。

			　迂う闊かつに冗談も言えんな。特に、セクハラ発言は嫁さんには絶対言えない。

			　そのままベッドに連れていかれるからな。きゃーとか、いやーとか、可愛かわいらしいお約束の反応はなく、そのままウェルカムで食べられてしまう。

			　嬉しいのやら、悲しいのやら……。

			　まあ、そこは今関係ない。

			　正直に言えば、俺とタイキ君はわくわくしていた。

			　学校探検――小学校の低学年で、誰でも一度はやったと思う。

			　俺の場合は授業の一環で、簡単な地図を渡されて、その地図に部屋の名前を書いて埋めていくってやつをやった。

			　どっかの映画を例に出したり、隠し部屋云々などと言ってきたが、俺たちにとっては冒険をするためにとってつけた理由というのが大きい。

			　そう、子供の頃、誰だって毎日が冒険だった。

			　あの頃からずいぶん遠くに来たと思う。

			　いや、物理的に遥か彼方まで来てるけどな。

			　だからこそ、こういう学校に似た場所に来ると郷愁を感じる。学校に通っていた頃を……。

			「ユキさん。俺、わくわくしてきましたよ」

			「ああ、異世界に来て、非日常に慣れてしまった心が動き出すのが分かる」

			　秘密の部屋を探す。学校の噂話を確かめる。

			　昔は先生などに叱られるから敬遠してきたが、ここでは大義名分のもと探索ができる。

			「で、どこから手を付けるんですか？　見たところ、この図書室だけで３つは隠し部屋みたいな場所がありますよ？」

			　おっと、落ち着かなくては。

			　夕方とはいえ、まだ利用者が結構いる。

			　いきなり、出入り口近くにある隠し部屋を発掘するわけにもいかない。

			　学長に知られないように、こっそりやる必要があるのだ。

			　図書室の蔵書を調べるということで話を通しているからな。

			「ま、さすがに、出入り口にある隠し部屋を見つけるのはまずいだろう。誰でも知っているだろう常識になっているような隠し部屋ならともかく、それを聞くわけにもいかないからな。奥にある２か所を調べて、人がいなくなってから出入り口近くの隠し部屋だな」

			「ですね。じゃ、奥に行きましょう」

			　そう言って、タイキ君がアイリさんの手を取って図書室の奥へ行く。

			「私たちも行きましょう」

			「おう」

			　俺もリーアの手を握って、図書室の奥へ歩いていく。

			　……嫁さんだが、可愛かわいい彼女でも間違いじゃないよな。

			　うん、これがきっと青春っていうんだろうな。

			「ここですか？」

			　俺が青春気分を味わっていると、冒険譚の場所までやってきてしまったようだ。

			　さっさと、青春野郎から冒険心マックスな童心に戻ろう。

			　あ、いや、調査です。調査。

			「ああ、ここだけど。……凄すごい本の山だな」

			　リーアが疑問形で聞いてきた理由が分かる。

			　隠し部屋云々の前に、通路が本で埋もれている。

			　蔵書の整理ができてないのかな。

			「で、タイキ君たちはどこだ？」

			　一方通行で見失うはずないのだが、タイキ君たちが見当たらない？

			　まあ、大きな音も上がっていないし、特に問題はないのだろうが。

			「こっちですよ、ユキさん」

			　そんなことを考えていると、すぐに横から声をかけられる。

			　本の山の向こうに、タイキ君がひょっこり顔を出している。

			「よく見てください。本ばかりで分かりにくいですけど、本を壁にして通路ができているんですよ」

			「んー？　あ、本当だ」

			　タイキ君の忠告でよく見てみると、確かに、わずかに人１人が通れるくらいの通路がある。

			　山ほどの蔵書というカモフラージュと、それに近寄りたくない心理を使った隠し通路と言えるだろう。

			　でも、俺はその通路に足を踏み入れることなく、タイキ君とそのまま会話をする。

			　リーアがすぐに後を追おうとしたので、引き寄せて抱き留める。

			「うへへ……ユキさんの匂いだー」

			「……。タイキ君、こういうのって、どっかを引き抜いたら全部崩れるとかじゃないか？」

			　リーアの顔がにやけているのはとりあえず無視して、俺はこの通路に対する懸念を口にした。

			　この蔵書量だ、崩れれば人１人ぐらいあっという間に下敷きになる。

			　本というのはバカにならないもので、日本でも地震で本棚が倒れ、飛び出た本の山の下敷きになって死亡したという事件があるほどだ。

			「ああ、それがですね。本を触ってみれば分かると思うんですけど、動く気配がないんですよ。いや、俺が全力でやれば問題ないんですけど、並の人だと動かせもしませんよ」

			「お、ホントだ」

			　試しに、山になっている入り口の手が届く一番上の本を取ろうとしたのだが、全部がアロンアル○ァで固定されているかのように動きもしないし、本をめくることすらできない。

			　俺もタイキ君の言う通り、力を引き上げればどうにでもなるだろうが、その場合、本がぶっ壊れると思う。あれだ、週刊誌を両手で引きちぎる一発芸みたいに。

			　……いつの間にか、そんなことを考えている自分に驚いた。

			「……ユキさん、どうしました？　何か楽しい本でも見つけましたか？　というか、とっても優しい微ほほ笑えみです。羨ましいから私に向かって微笑んでください」

			「あ、いや、なんというか昔の思い出が浮かんだんだ。だから、そんなふうに微笑んでいたんだろうな。無意識だから、意図的にやるのは無理だな」

			「思い出？」

			　そう、思い出。

			　週刊誌を引きちぎるってのは、男同士で集まって力自慢でやっていた。

			　いやー、くそ。本当に色々思い出すな。あんな馬鹿をやっていた日々が、今では微笑ましくて懐かしい思い出だ。

			　……リーアに言って分かるだろうか？

			「ああ、思い出だな。俺も学校に通っていたのは知ってるよな？」

			「はい」

			「で、当時、というか今でもだが、毎週漫画の雑誌が発売されるんだ。色んな作家の人が描いていて、毎週出版される。それを俺たちは、楽しみにして読んでいたんだ。毎週お金を出すのはつらいから、友達同士でローテーションで回したり、隣のクラスから借りたりな」

			「それを思い出したんですか？」

			「あー、そんなのありましたねー。それで、読まなくなった古い号を両手で引きちぎるとか。あー、ちょうどここら辺の本と同じ厚さですね」

			　俺とリーアの会話にタイキ君が参加する。

			　とりあえず、軽く様子見をして戻ってきたようだ。

			「えー、本を引き千切るってもったいないですよ？　というか、こんな分厚い本を引き千切れるわけないじゃないですか。で、それに何の意味があるんです？」

			　リーアは別の本棚にあった取り出せる本を手に取って、あきれている。勇者の力や戦闘用の力を解放すれば簡単に千切れるだろうが、彼女本来の力では無理そうだ。

			　うーんと頑張っているリーアが可愛かわいい。

			「いや、リーアさん。それで実演しちゃだめだから。というか意味自体は……ほらあれだ、男の力自慢大会みたいなものでね」

			　うんうん。意味など聞かれても困るが、一応、力自慢だよなアレ。

			　女性からはやっぱりこんな反応か。

			　バカな学友は、週刊誌引き千切りでモテるんだとか言ってたが、やっぱ嘘か。

			　いや、当時は俺自身、彼女とか興味なかったしな。

			　本当に少しでも気を抜けば、毎日が冒険だったし。

			　……っと、昔話はいい。今は隠し部屋の探索だった。

			「で、タイキ君。奥はどうだった？」

			「えーっと、結構、通路自体は長いんですけど、奥には文字通り本が積んでありました」

			「……本を綺き麗れいに積むために、魔術で固定してるって可能性もあるわけか」

			「ですね。この魔力が枯こ渇かつしている大陸で贅ぜい沢たくな魔術の使い方ですよ」

			　魔力枯渇の件を考えると、本当にこの学府は不思議だ。

			　何が原因で多くの種類の魔物が生息しているのか、この図書室のように、なぜ生活に役立てるために無駄な魔術を使っているのかなどなど。

			「奥は行き止まりか。でも、隠し通路はこの先だよな？」

			「ええ。その位置は途中にあるんですけど、少しも動かせない本の壁の先です。俺１人で色々するのはまずいかなーって思って戻ってきました」

			「なるほどな。一緒に行ってみるか」

			　正しい判断だ、タイキ君。

			　万が一、アイリさんと２人で通路を発見しても、俺たちが追えない可能性が出てくる。

			　そして気が付けば、誰もいない、見たこともない学府に引きずりこまれて、お約束の幽霊とかに追われるんだ。

			　……異世界の学校に来てまで怪談に想像がいくとか、俺も学校時代は興味なかったとは言いつつ、心には残ってたんだなー。

			　いや、何度も言うが、学生生活は自分にとっては鬼門だったけどな。

			　ま、俺の年齢から考えれば、人生のほとんどを学生で過ごしたんだから心に残って当然か。

			「これが隠し部屋への通路を防いでいる本の壁か……」

			「うわー、本当に本の壁ですね……」

			「タイキ様、本当に、この先に部屋があるのでしょうか？」

			「うん、あるよ。ほら、コール画面を見ても、図面通りならこの先にあるはずだ」

			　タイキ君の言う通り、確かにマップ画面ではこの先が存在している。

			　しかし、目の前には本の壁が存在している。本棚もないのに、綺き麗れいに本が垂直に４メートルほど積まれていた。

			　これは魔術を使わないと、どう考えても無理だ。

			「さて、これはお約束だな」

			「ですね」

			「どういうことですか？」

			「タイキ様？」

			　女性２人はこの本の壁は破壊するしかないと思っているみたいだが、色々なお約束を見てきた俺たちには、この壁の突破方法は手に取るように分かる。

			　いや、何種類かに絞しぼれる。

			「こういうタイプは、どれか動かせる本があるはずだ」

			「そうそう。それを動かすか、それとも複数ある本を入れ替えるかして正しい配置にすると、奥の部屋に行けるとかですね」

			「ぶっ壊すのは最後の手段だな。騒ぎはなるべく避けたいし。ということで、２人とも、動かせる本とかを見つけても動かさないように」

			「え、なぜですか？」

			「トラップの可能性もあるからな。少しでも動いたら、それ以上動かさず、俺たちに知らせてくれ」

			「色々安全を図ってから動きますから」

			　この手合いのトラップは、ガスとか落とし穴、本の山が崩れるとかが定番だからな。

			　万全の準備をさせてもらう。

			　ま、そんなことで、その縦４メートル、横に５メートルはあろうかという本の壁を調べることになった。

			　無作為に調べると調べた場所が重なって無駄になるので、とりあえず４分割にして割り当てを決めて調べる。全員、俺のダンジョンマスターのスキル付与で空を飛べるので、上空４メートルにある本を調べるのも問題なし。

			　そうしてしばらく調べているのだが、蔵書の種類は無茶苦茶だ。

			　料理のレシピ集から、大魔法の使い方まで。どれがこの新大陸において貴重な書なのかはさっぱり分からんが、大魔法の使い方とかレアなんじゃないだろうか？

			　でも、びくともしないので取り出すのはやめておく。

			　この新大陸には、活版印刷という本を量産する体制は整っていない。つまり、本はすべて手書きだ。それでいて、この蔵書量は恐るべしだろう。

			　そんなことを考えつつ、俺は担当範囲を調べ終える。

			　特に動かせる本はなかった。

			　うーん、１つぐらいはあると思ったんだが、もしかして、この通路すべてのどこかに動かせる本があるとかじゃないだろうな……。

			　そうなると、気の長くなる作業だ。

			　それが濃厚な時は、この本の壁を吹き飛ばそう。

			　冒険というものには憧れるが、進みの遅い冒険譚は読む気にはならん。

			　物理的に物語をめくる。飛ばすともいうがな。こう、ペラペラといい場所まで。

			「ユキさん、こっちは駄目でした。そっちはどうですか？」

			　俺がそうやって最短の冒険ルートを考えていると、タイキ君も調べ終わったのか、こちらに寄って来る。

			「いや、こっちも動かせる本はなかった」

			「うへー、もしかして、この通路全部が対象ですか？」

			「かもしれないな。あとは、最初の１個を動かすと、次が動くようになるとか……」

			「それもいやですね……」

			　俺たちが話している間にリーアも調べ終わったが、リーアのところも動かせる本はなし。

			　これは、やはり通路全部を調べる系か？

			　そんなことを考えていると、アイリさんが動かせる本を見つけてくれた。

			　それも、２つも。

			「……『魔術師とは何か』と……」

			「……『夜の営みを豊かにしよう』ですね」

			　俺とタイキ君が１つずつタイトルを読み上げるが、これはギャグか？

			　２択になっていない。

			　魔術学府において魔術の探求は当然だ。夜の営みはまったく関係ないじゃん。

			「……いや、これはひっかけか？」

			「……なるほど。魔術だけでなく、広く知識を持つべきってやつですね？」

			　俺とタイキ君は深読みをする。

			　この手合いは、問題を作った人によって答えが変わる。

			　……どっちだ？

			　真面目で通すか、バカを取るべきか？

			「生きていくか死ぬか、それが問題だ」

			「……真面目なセリフにしても、選択肢は真面目とバカしかないですけどね。でも、思い悩むって意味だから、その名言が使える。人間ってくだらねー」

			「ま、それも生きる醍だい醐ご味みだろ。俺たちで悩んでも仕方ない。リーアたちはどう思う？」

			　結局は、どっちかを引き抜かなければいけない。

			　答えを探そうにも、この問題を作った相手を知らないから判断のしようもない。

			　なら、適当にやるしかない。

			　俺とタイキ君は悩みすぎたし、リーアやアイリさんに任せた方がいいだろう。

			「うーん。私は夜の営みの方が読んでみたいです。ユキさんとの夜が、さらに楽しくなりそうですし」

			「私も夜の営みがいいです。タイキ様に喜んでもらいたいですから」

			　２人は同意見か。

			　なら悩む必要はないな。

			　トラップ対策を十分にして、『夜の営みを豊かにしよう』を手に取って引き抜く。

			　ゴゴゴゴ……。そんな音を立てて本の壁が動いた。

			　これが正解かよ。

			　……この問題を作った人は、人の反応を見て喜ぶタイプだな。

			　本の壁の動きが止まると、その先に小さな１人用の扉がポツンと出現した。

			　ささっとトラップがないか調べるが、特に細工はないようなので扉を開ける。

			　すると、その先には……。

			「エオイド？　じゃない？　初めまして、私はクリーナ」

			　部屋の中にいた彼女はそれだけ告げて、すぐに手元の本へ視線を戻す。クリーナと名乗った女学生は、赤い髪を肩まで伸ばし、オシャレなのか、少しだけ髪を綺き麗れいな髪留めで止めていた。体系はツルペタ。でも、全然体型が気にならないほどの美少女。

			　……毎回思うけどさ、なんで異世界は美少女率がこんなに高いかね。

			　……っと、しかし、挨拶だけですぐに視線を本に戻すとか、あれですか？

			「ユキさん。あの対応、本好きの寡黙美少女ですよ」

			「ですよねー。で、クリーナって、エオイドから聞いた覚えがある名前だな」

			「ええ、エオイドがこの学園で仲良くしている１人ですね。こんなところで会うとか、トラブルですね。フラグですね」

			「……くそ、あのなんちゃって主人公は、俺たちの邪魔をいやでもしたいのか」

			　俺とタイキ君が、そうやってこそこそ話していると……。

			「「あのー、私たちはどうすればいいんですか？」」

			　リーアとアイリさんがそう呟つぶやいた。

			　あ、とりあえず、あの読書少女の気を引くか。

		

	
		
			　

			第２５５掘　奥様は本の森の魔女、そして答え。

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　ペラっと、本をめくる音だけが室内に響く。

			　いかに彼女が真剣に本を読んでいるのか窺うかがえるだろう。

			「あのー、クリーナさん、いいでしょうか？」

			　声をかけて本を読むのを中断させるのは忍びないが、こちらも情報収集をしないといけないので声をかける。

			「クリーナで間違いない。何か用？」

			　本から目を離さず即座に切り返してくる。

			「お話がしたいので、とりあえず向かいのソファーに座っていいですか？」

			「ここは私の部屋ではない。自由にしていいと思う」

			　とりあえず、許可（？）がもらえたので、４人でソファーに座る。

			　すると座るのを見計らっていたのか、座ったとたんに本を読みながらではあるが彼女が質問をしてきた。

			「で、何の用？」

			「いえ、特に、これといったお話があるわけではないのですが……。雑談みたいなものですね、いいでしょうか？」

			「……構わない。でも、真剣な話ではないみたいだから、本を読みながら聞く。いい？」

			「いいですよ」

			　……単語だけの返しが中心で、ほとんど表情が動かないし本好き。

			　定番のキャラクターだな、おい。

			「えーっと、まずは自己紹介ですね」

			「ジルバからの編入生。ユキ、タイキ、リーア、アイリ」

			　……やりづれぇー。

			「ははっ、ご存知でしたか」

			「あの日、決闘場で紹介されたから。誰だって覚えている」

			「ああ、あの時見ていたんですね」

			「ん、肯定」

			「なら、自己紹介の必要がなさそうなので、少し聞きたいことがあるんですが……」

			「情報の交換は、対等でなければならない。よって、そちらの質問に答えた後、私も質問をしたい。いい？」

			　……どうにかしろよ。

			　この無表情の本の虫!!

			　すっげーつらい。つらいよ。リアルでこんなタイプと話すなんてそうそうないからな。

			　はたから見ている分には楽しいだろうが、俺にとっては未知との接触だよ。ファーストコンタクト。エオイド君はすげーよ。これと友好関係をもてるとか。

			「自分たちで答えられる範囲なら……」

			「ん、それで構わない。言いたくないこともあると理解している。そちらの質問にも、場合によっては答えられないことがあると理解して欲しい」

			「はい、大丈夫です」

			　とりあえず、さっさと質問して、答えて、離脱しよう。

			　この場所にいるだけで、精神的にきついわ。

			　最初から読書の邪魔をしてるわけだけど、彼女が無表情だから機嫌がいいのか悪いのかさっぱり分からん。

			「で、質問。聞きたいこととは？」

			「……この部屋のことは、他の教師や生徒はご存知なのですか？」

			「否定。この部屋を知っているのは学長、副学長、私、エオイド、アマンダぐらい。これは私が知っているだけであって、あなたたちのように独自に見つけている可能性もある。でも、私はいつもここで本を読んでいるから、知らない相手がいるとは思えない」

			「なるほど、知る人ぞ知るってわけですか」

			「肯定。秘密の部屋。本を読むのにちょうどいい場所。図書室の出入り口は騒がしい」

			　……学業を頑張っている生徒たちのことを騒がしいってすげーな。

			　ということは、俺たちはどう考えても、彼女にとっては不快な存在というわけだ。

			　とりあえず謝罪しておこう。

			　何かあれば、エオイド君経由でフォローして彼女の機嫌を取るべきだな。

			「あ、それはすいません。読書の邪魔をしてしまって」

			「いい。エオイドに続いて、自力でこの場所を見つけられたあなたたちには興味がある」

			「エオイド君は、ここを自力で？」

			「肯定。と言っても彼は偶然。あなたたちみたいに、この部屋があると確信して、動かすことを前提に探していたわけではない」

			　あの分厚い本の壁とドア越しに、俺たちが色々やっていたのを知っていたのか？

			　どうやって知った？

			「学府の隠し部屋探し、とても興味がある」

			　……いや、これって普通に、向こう側の音が筒抜けだったのか？

			「あのー、もしかして、話し声がこっちに漏もれてましたか？」

			「ん、肯定。漏れていたというより、私しかいないからここは本をめくる音以外存在しない。ドアと本の壁を挟はさんでいようが、ごそごそやっていれば音は聞こえる」

			「……それはお騒がせしてしまって、申し訳ないです」

			「構わない。おかげで、楽しいことを見つけられそう。あなたたちが話していた通り、この部屋みたいに隠し部屋が存在する。この学府は、幾度もの増改築でデッドスペースがたくさん存在する。でも、それが全部発見できたわけではないと思う。そして、そのデッドスペースに何か宝があっても不思議ではない」

			「あ、はい。自分たちもそう思っていまして」

			「ん、私の質問というのはそこ。私がそちらに同行しても問題ないか？　無論、私が知りうる限り学府についての情報提供は行う。宝を見つけた場合にどうするかは、その時に決めよう」

			「はぁ、こっちとしては嬉しい限りです」

			　突拍子もないが、クリーナはこちらに興味を持ってくれたようだ。

			　彼女がいれば、知られている隠し部屋、知られていない隠し部屋の存在を見分けられる。

			　これはかなりありがたい話だ。

			　動機も、まあ、それなりに信用できる。

			「ん、これからよろしく」

			　そこでようやく、彼女は本から目を離して俺の顔を見た。

			　赤髪って、そういえば嫁さんの中にはいないな。瞳ひとみも綺き麗れいなルビーだ。

			「エオイドから聞いた通り、面白い人」

			「あ、エオイド君からも、俺たちのことは聞いているんですね。で、面白いって、なにか変でしたか？」

			「ん、どっちも肯定。彼の実力を上げるために協力していることと、あなたたち本人も学長に勝ったエリスと同様のレベルらしいということを聞いている」

			　なるほどなー。

			　ま、隠してもないし、彼女の言う通り学長に勝つような存在のメンバーなわけだから、興味は湧わくだろうな。

			「で、後半の面白いという言葉は、エオイドではなく私個人の意見」

			「どういうことですか？」

			「私から見ても、あなたはとっても面白い人。私を見て簡単に話しかける人はそうそういない。エオイドですら、こっちの様子を見ながらだった」

			「いや、自分たちも様子見しながらでしたけど」

			「ん、肯定。でも、何か違った。見知らぬ何かに対する視線ではなく、何か珍しいものを見たという好機の視線を感じた。ユキと、隣のタイキから」

			　ギクッ。

			　気まずさからタイキ君に視線を向けると、向こうもこちらを見ている。

			　空笑いをしているから、向こうも図星だったか。

			　仕方ないよね。この手のヒロインはお約束だけど、実際に見る機会なんてないから。

			「私は学府でナンバー３。畏怖や敬意、敵意の視線、感情はよくあるけど、あなたたちみたいなのは初めて。あと、リーアとアイリも、よければ仲良くして欲しい。情けない話だけど、本ばかり読んでいて女友達がいない。というか、実力の関係で怖がられる」

			「あ、はい。いいですよ。クリーナさん、よろしくお願いしますね」

			「はい、今日からお友達ですね」

			　クリーナに話をふられたリーアとアイリはそう言いながら席を立つと、それぞれ両側から彼女の両手を持ち上げて握手をする。

			「いや、１人ずつ握手しろよ」

			　そんなに急いで彼女の両手を潰して握手をする必要はないだろ……。

			　クリーナが読んでいた本は、テーブルの上で横になって閉じてしまっていた。

			　あーあー、読んでたページを探すのが手間だろうに。

			「ん、問題ない。……とても嬉しい」

			　そんなことをされたのは初めてだったのか、クリーナの無表情だった顔が、少し赤みを帯びてわずかに微ほほ笑えんでいる。

			「きゃー、可愛かわいいですよ!!」

			「本当です!!」

			「……自分は可愛くないと思う。本ばかり読んでるし、人と仲良くなれる性格でもない。あと、その、女性としての体型もない」

			　自ら自分の性格や体型に難があるのを理解しているのか、クリーナは２人からの褒ほめ言葉を素直に受け入れられないでいるようだ。

			　でも、そんなことは２人には些細なことである。

			　リーアは村が壊滅して、自分自身が壊れて、それでも周りの人に助けられてここまできた。

			　アイリさんも相手が誰であろうと、宿屋の看板娘としての誇ほこりをもって振る舞ってきた。

			「関係ありませんよ。こうして私たちと、ちゃんと話してるじゃないですか」

			「ええ、これから仲良くしましょう」

			「うん、感謝。ありがとう。とても嬉しい。アマンダと上手くいかなかったから、凄すごく怖かった……」

			「へ？　アマンダさんと上手くいかなかった？」

			「結構、気のいい人だと思いますけど……」

			　俺もアマンダさんの話は不思議に思った。

			　アマンダさんはエオイド絡みでは暴走するが、それ以外は普通の女性だ。

			　というか、姉御肌というか、結構クラスでも人気はあるんじゃないか？

			「何があったのか教えてもらえますか？　何かアドバイスできるかもしれません」

			「そうですね。知り合いが喧けん嘩かをしているのは心苦しいです」

			「「友達の私たちを頼ってください」」

			「ん、ありがとう。でも、言葉で説明するのは難しい。よって、実演をしたい。いい？」

			「うん、それが一番いいかもしれませんね」

			「ですね。言葉だけじゃなく、当時の状況を再現するのは間違っていないと思います」

			　気が付けば、本の森の魔女と嫁さん２人の相談コーナーになっている。

			　……まあ、急ぐ話でもないけど、俺たちは置いてけぼりだな。

			　タイキ君と顔を見合わせて、とりあえず傍観に徹する。

			　こういう女性たちだけの話は、男が入ると邪魔にしかならないのが世の常だ。

			　そんなわけで、クリーナがアマンダと揉めた話を自ら再現し始めた。

			　話を聞いて実演を見ている限り、今のところ問題はない。

			　クリーナがエオイド君に友達が欲しいと話して、エオイド君が幼馴染のアマンダさんを連れてきた。そして、クリーナも先ほどと同じように、ぶっきらぼうというか無表情で話を進める。

			　それにしてもアマンダさんは、よく１人で耐えたな。暖簾のれんに腕押し状態で、通じているのか通じていないのか分からない相手に。

			　まあ、エオイド君の紹介の手前、無下にもできなかったんだろうが。

			「今のところ問題はありませんね」

			「ええ、何が原因でしょう？」

			「ん、たぶん、ここからが問題だと思う。アマンダと多少話せて、仮かり初そめだけど友達だと言ってくれた。だから、嬉しくてエオイドにお礼をした」

			　そう言いながら、クリーナがこちらに歩いてくる。

			　ああ、俺たちがエオイド君の役か。

			　クリーナが問題だと思っているんだ。この後に何かあったんだろう。

			　あれか？　エオイドのラッキースケベが発動して、クリーナを丸裸にしたとか？

			　彼女はローブみたいなのを着込んでいるだけだし、１枚脱がせれば下着姿だろう。

			　普通はできる芸当ではないが、エオイド君ならやってのけるだろう。

			　いや、それだとアマンダさんがクリーナと揉める理由はないな。

			　エオイド君にお仕置きして、土下座させるだろうし。

			　俺がそうやって原因を考えていると、目の前のクリーナが何かを差し出した。

			「はい、お礼」

			「あ、ども」

			　咄嗟にそれを受け取る。

			　なんか温かいな？

			「ちょ、ユキさん羨ましいっす!!　とても羨ましいっす!!　美少女の脱ぎたてパンツもらうとか!!」

			「は？」

			　俺はタイキ君の言葉が信じられないまま、確かめるようにその温かい布を広げた。

			　……見事に赤く染色された綺き麗れいな下着だった。
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			　いや、さすがにウィードの既製品には及ばないけど。

			「ってうぉい!?」

			　言葉だけで体が反応できない。

			　一応、お礼として渡された下着だし、演技だし!!

			　マジでどうすればいいんだ!?

			　というか、タイキ君の話からすると今脱いだのか!?

			「いーな!!　いーな!!　嗅かいでみたい!!　ハスハス!!」

			　よし、ならタイキ君にくれてやろうじゃないか。

			　この、ある意味呪いのアイテムを持つ苦痛を味わうとい……い？

			　しかし、タイキ君に脱ぎたてパンツを渡すことは叶かなわなかった。

			「タイキ様、そんなに脱ぎたてが欲しければ、中身付きで私がお相手しますよ」

			　感情の動きがない言葉を口から吐き、アイリが貼り付いたような笑みを浮かべていた。

			「え、あ、ちょっとまって。これは、お約束。そう、お約束!!　というか、側室の関連の話じゃないこれ？」

			「何を言っているんですか。中身のない脱ぎたての下着を欲するなんて、ただの変態です。クリーナさんを迎え入れるような意図があれば別でしたが」

			「いや、変態な行動は認めるけど、ネタだから、お約束だから!!　言わないといけなかったんだ!!」

			「なら、今後そのような行動はないように、私が教えて差し上げます。すいません、みなさん。ちょっとタイキ様に中身ありきの良さを教えないといけませんので、失礼します」

			　アイリはそう言って、タイキ君を引きずって部屋を出ていく。

			　助けてーと最後まで言いながら消えていった戦友を見て、俺はサメの映画を思い出した。

			「ん、エオイドとアマンダも同じ反応をした。何が原因か分かる？」

			　え、分からんのか!?

			　というか、この下着どうすりゃいいの!?

			　ねえ、俺に非がない形で下着を手放す方法、誰か教えて!!

			　……俺も、お約束をしてしまいそうだ。

			「なるほど。分かりました」

			「本当？」

			　いや、リーアさん。俺のことを助けて？

			「まず聞きたいのですが、なぜ脱ぎたての下着をエオイドさんに渡したんですか？」

			「それは、この部屋に入るために動かす『夜の営みを豊かにしよう』という本に、未経験の男性は女性の脱ぎたての下着が一番嬉しいと書いてあった」

			　ど、どうていをバカにしやがって!!

			　でも、当たっているから何も言えん。

			　いや、美少女の下着に限るけどね。

			「ふむ、クリーナはエオイドと添い遂げたいんですか？」

			「……添い遂げるとは結婚すること？」

			「はい、結婚して子供を作り、共に老いていく。彼と一生いたいという気持ちがありますか？」

			「……よく分からない」

			「なら、それが原因ですね」

			「どういうこと？」

			「クリーナ、いいですか？　脱ぎたての下着を渡すということは、ある意味、自分を抱いて欲しいという意思表示になります。抱くというのは、無論子供を作るということです。つまり、結婚しようということ。分かりますね？」

			「……なるほど、確かにそういう意味になる。理解した」

			「あまり人付き合いがないところが災いしましたね。で、それをアマンダさんの目の前でやったのが問題でした。いえ、クリーナがエオイドさんと本気で添い遂げたいなら問題はなかったのですが、その気持ちはなく、お礼として脱ぎたての下着を渡したんですね？」

			「肯定」

			「ですが、エオイドさんが大好きなアマンダさんには、お礼には見えなかった。エオイドさんを取られると思ったのでしょう」

			　……ああ、そういうことか。出会い頭でそんなことをされたら「略りやく奪だつ愛するぜ」って言ってるようなもんだ。

			「なるほど……。アマンダには、とても悪いことをした」

			「まあ、誤解ですから、私たちから説明しておきます。今度会うときに、ちゃんと謝って話せば仲良くなれますよ」

			「ん、ありがとう。アマンダに謝る。でも、不思議な点がある。一夫多妻は普通。なんでアマンダは取られると思った？　２人で分ければいいと思う」

			「あー、それは生活に余裕がある人だけです。そして、一夫多妻を受け入れられる人が前提です。普通の一般人は一夫一妻で、エオイドさんも普通の家庭の生まれです。ですから……」

			「なるほど、理解した。そういうことなら、アマンダは確かにエオイドを取られる恐怖が湧わくはず」

			　ふう、これで一息ついたな。

			　まず、俺の手の中にある危険物をクリーナに返そう。

			　リーアも誤解していないし、理解ある嫁で助かったわ。

			　さて……どうやって下着をそれとなく返せばいいんだ？

			　……どの選択肢を選んでも、俺が変態という汚名は避けられそうにないんだが。

			　だって現在、クリーナの脱ぎたての下着を握りしめて、がん見して悩んでるわけだし!?

			「というわけで、今後、お礼として脱ぎたての下着を渡すのはだめですよ」

			「うん、理解した。ほかのものにする」

			「まあ、そのほかのものも後で教えましょう」

			「助かる。リーア、一番の友達」

			「そう言われると嬉しいです」

			「でも、少し悲しい」

			「なぜですか？」

			「一夫一妻が普通なら、リーアともアマンダとも、いつか別れることになる。一夫多妻が普通なら、いつも一緒にいられるのに」

			　……彼女にとっては初めての友達のようなものだからな。

			　いつか別れが来るという現実は、少しつらいかもしれない。

			「ああ、それなら私は問題ありませんよ。あとは、クリーナが気に入るかどうかですね」

			　ん？　なんか話の流れがおかしくない？

			「どういうこと？」

			「私はすでに結婚しています。そして、友達から離れる寂しさもよく分かります。だから多少ではありますが、提案ができます。私の夫は一夫多妻を地で行く人でして、かなり甲斐性もあります。というか、世界で一番と言っても過言ではありません」

			「つまり、リーアの夫と結婚すれば、リーアと離れ離れにならなくて済む？」

			「はい、その通りです」

			「……少し悩む」

			　いや、悩むなよ。断れよ。それにリーアも、魔術と知識に関して以外は純朴な美少女に、なにを吹き込んでやがる!?

			「ふむ。なら、この情報もお教えしましょう。エリスさんも同じ夫と結婚しています。というか、私たちジルバメンバーのほとんどは、その人の妻です」

			「それはつまり、学長を倒したエリスとも仲良くなれる？」

			「はい。というか、ほかの皆も全員、クリーナを受けいれてくれます。友達もできますし、妻仲間ですね」

			「……それは魅力的」

			　いや、魅力的じゃないからね!!

			　もっと自分の身を大事にしよう。詐さ欺ぎに引っかかるよ!!

			「……でも、姿も見たこともない相手と結婚するのは怖い。リーアがそこまで言うから悪い人ではないと思うけど」

			　ですよね。ですよね!!

			　よし、そのまま断るんだ!!

			「あ、エリスさんの夫のことは知らないんですね」

			「うん、肯定。決闘の時、エリスが結婚しているというのは聞いたが、相手は誰か知らない」

			「そこで今、クリーナさんの下着を握っている人が、私たちの夫、ユキさんです」

			「え!?」

			　そう言われて、即座にこちらを向くクリーナ。

			　……何を言えばいいんだ？

			　とりあえず、下着を返そう。

			「あの、下着返します」

			　そう言って、下着を差し出す俺。

			　……どっからどう見ても変質者です。

			「返さなくていい」

			「へ？」

			「リーア、決めた。私はユキと結婚する。これでいつも一緒」

			「……クリーナ、気持ちは嬉しいですけど、私と一緒にいるためだけにユキさんと結婚することは許しませんよ？」

			「ん、理解している。さすがに私もリーアといたいだけで、好きでもない男と結婚したりはしない。ユキとは会ったばかりだけど、絶対悪い人ではないと分かる。そして、友達のリーアがここまで褒ほめている。だから、ユキはきっと、私と私の子供を幸せにしてくれる人だと思う」

			「素晴らしいです!!　その慧けい眼がんは外れていません!!　さあ、ほかの皆に顔合わせに行きましょう!!　反対されるとは思いませんが、顔合わせもなくユキさんと結婚するのは、色々問題があるでしょうから」

			「ん、誠心誠意、ユキの妻たちにお願いする。……けど、リーア頼りにしている」

			「まっかせてください!!」

			　そんな会話をして飛び出していくリーアとクリーナ。

			　おーい、俺の護ご衛えいはどうするんだよ……と、思っていたが、すぐにリエルが入れ違いで入ってきた。

			「やっほー、ユキさん。リーアが急用で代わってって言われたから来たよー。って、なにパンツ持ってるの？」

			「あ、いや、これは……」

			　もらいましたって言って信じてもらえるか？

			　俺が思案しているのを見て、リエルがズボンに手をやり……。

			「んー、僕のもいる？」

			「いや、いらないから。とりあえず、洗濯物を預けられて、当の本人たちは飛び出したって感じだ」

			「あー、なるほど」

			　ナイスだ俺!!

			　すげーぜ、リエルは納得してくれた。

			　そうだ、下着を握っていただけで変態扱いとか、漫画の世界だけだもんな。

			　……いや、婚約パンツなんだけど。

			「で、この下着って、どう扱ったらいいと思う？」

			「見た感じ洗濯物を置く場所もないし、リーアたちもすぐに戻ってくると思うから、手に持ってたら？　テーブルとかに洗いたてを置かれてもアレだし」

			「……分かった。それで、リエル、ここら辺の本を調べるから手伝ってくれ」

			「えー、こ、こんなに本があるよ？」

			「リーアの代わりだろ。頼む」

			「うー、分かったよ。ユキさんの頼みだもんね!!」

			　そして、リーアがウィードメンバーにクリーナの紹介をしている間に、俺とリエルはとんでもないものを発見することになる。

			「ユキさん、これって新大陸の昔の地図みたいだよ？」

			　そう、地図。

			　凡そ４００年前の、前任者と聖剣使いと魔王の争いがあった時代の地図。

			「みたいだな。大国の位置は、ほとんど変わりないな」

			「だねー。エナーリアが、もうちょっと違う位置だけど。エナーリアは聖剣使いが建国したって聞いたから、この位置の国は滅びたのかな？」

			「多分な。それでスィーアが率いて国を作ったんだろ……う」

			　頭の中で何かが引っかかる。

			　今見ている地図の精度はないに等しい、とりあえずの位置を描いているようなものだ。

			　でも、この粗い地図に何かを感じる。

			「地図自体は適当だけど、私たちが作った地図と位置関係はほとんど同じだね」

			「ああ、位置関係が間違っていたら地図ですらな……い!?」

			「どうしたのユキさん？」

			　リエルがそう声をかけてくるが、返事をしている余裕はなかった。

			　気がついた。まさかこんな可能性があるとか……。

			　俺は無む詠えい唱しようが基本だから、気が付くのが遅れたんだろう。

			　ちょっと待て、この体制から４００年、いやそれ以上か？

			　いや、問題は前任者がいなくなってダンジョンの機能が停止してからだから、４００年が正しいか？

			　待て待て、俺だけで判断するのは非常にまずい。

			　この地図が正確であるという確証もない。

			　ないが、これが事実だとすればかなりまずい。

			「ユキさん!!」

			「あ、リエル。すまん、ちょっと考えごとをしていた」

			「……無理しちゃいやだよ？」

			「ああ、分かってる。みんなで話したいことができた。今日の夜、集まって話すよ。でも、ちょっと今、資料が足りない。ほかの地図がないか、調べてくれるか？」

			「分かった」

			　リエルが俺の真剣な顔つきを見ると、可愛かわいい顔を真剣にして調べ物を再開する。

			「……ここだけの情報じゃ心もとない。新大陸の知識が豊富な人でも仲間にいれば……」

			　自分でそう呟つぶやいて、思い出す。

			　今しがた、そんな知識人を嫁に迎え入れるって騒いでたな。

			「運がいいのか、悪いのか、彼女の知識はあてにできそうだ」

			　右手に握りしめていたパンツを眺める。

			　……真面目な場面なのに、台なしな気がするのはなんでだろう？

		

	
		
			　

			第２５６掘　嫌な真実かも？

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　見つけた古い地図の精度を確認するために、図書室にある蔵書を読み漁り、地図に関する文献を探しまくった。

			　しかし、４００年前の古地図がそうそう見つかるわけもない。

			　代わりに、他の年代の地図が出てくる。

			　まぁ、４００年前からあまり動いていないようだから、地図自体に変わりは見られない。だが、俺としては、この４００年前の地図が、どこまで合っているのかを確認しないといけない。

			　……あまり焦あせっても、不審がられるか。

			「落ち着こう」

			　俺はそう言って、深呼吸をする。

			　リエルはというと、横で本の山に頭を突っ込んで動かなくなっている。

			　本来、頭を使うタイプじゃないからな。直感タイプだ。

			　さて、リエルを見て多少は落ち着いた。

			　これ以上、図書室での情報収集は望めそうもない。俺自身、この新大陸についての知識が乏しいから、色々と判断できないのが問題だ。

			　その点では、先ほど、なぜか嫁入りの挨拶をしに行ったクリーナが、多少頼りになりそうだが……。

			「いきなり巻き込むのもな」

			　そう、この件を話すということは、本当にクリーナをウィードの暗部というか、俺の仲間に引き入れることになる。

			　ま、時間がないと思いつつも、４００年も経っているんだし数日間で変わるようなものでもない。いつ地雷が爆発してもおかしくないからと焦って、手札の切り方を間違って手詰まりになるのは避けたい。

			　俺のことを話したからといって、クリーナが協力するとも限らないしな。

			　まずは、俺の話を一番理解できるタイキ君と話す必要があるな。

			　古地図を見て浮かんだ俺の考えは、この世界にいる人には少し理解しがたい。

			　嫁さんたちも色々説明すれば分かってくれるだろうが、今必要なのは、考え付いた答えを判断してくれる人間だ。考えが合っているのか否か……。

			「タイキ君、隠し部屋に戻ってくれ。話したいことがある」

			　そうコールで呼びかける。

			　どうせ、お仕置きはもう終わっているだろう。

			『あ、ユキさん。俺はパンツより、中身とセットの方が好きですよ？』

			「調教されてんじゃねーよ」

			　……こっちは面倒な事実を見つけたのかもしれなくて、内心結構焦あせってるのに。

			　いかん、脱力している場合じゃない。

			「俺の本業のヒントが見つかったかもしれない。しかし、それではあまりにアレだから、タイキ君と相談したい」

			『すいません。すぐ行きます』

			『あ、タイキ様。まだ終わっていませんよ!!』

			『悪いアイリ。真面目に大変そうだから、向こうに戻る』

			『……分かりました。いつも、そのようなお顔をしてくれればいいのに』

			　さて、タイキ君の呼び出しは終わった。

			　あとは、テーブルの上に散乱しているいらない本を片付けないとな。

			「リエル、いったん調べ物は終わりだ。片付ける」

			「ふぇ!?　う、うん。分かったよ。寝てないよ？」

			「分かってる。あと少しだけ手伝ってくれ。そのあとはタイキ君と話すからさ」

			　うん、リエルは寝ていたというより、頭がオーバーヒートして強制終了した感じだな。

			　世の中、勉強というか、耐性のないことをやらせるとこうなるよな。

			　リエルの強制終了は珍しいが、たとえば、誰だっていきなりＧの群れを見たら、一瞬、固まるだろう。人によったら、そのまま気絶してしまってもおかしくない。強制終了は、誰にでも起こりうるのだ。

			　俺にとっての強制終了は、あいつらだと分かっているがな。

			　ま、そんなことはどうでもいい。

			　さっさと片付けて、お茶でも飲んでタイキ君を待とう。

			　その間に、どう話を進めるか考えないと。

			「すいません。戻りました」

			「おう、とりあえず座ってくれ」

			　タイキ君に向かいのソファーを勧める。

			「あ、はい。で、クリーナとリーアさんは？」

			「知らん。急に出て行った」

			　ここでタイキ君に「嫁が増えました」なんて言ったら、笑い転げて話にならん気がする。

			「ふーん。ま、いいか。それでクリーナがいなくなって、自分で調べてたわけですね」

			「そうそう。それで、いいものをリエルが見つけてくれた」

			「えへへー」

			　うん、リエルは可愛かわいい。

			「ちぇ、いいですね、ネコミミ嫁とか。リエルさん、知り合いにいい人いません？」

			「うーん、冒険者の知り合いに何人か」

			「今度紹介してもらえます？」

			「いいけど、きっとタイキ様のことを知ったら引くと思うよ？」

			「くそっ、こんなところで勇者の称号が邪魔を!!」

			「バカやってないで、さっさとこれを見ろ」

			　そう言って、俺が集めた地図を渡す。

			　タイキ君も即座に切り替えて、真剣な表情で渡した地図を見始めた。

			「今持っているのが、およそ４００年前の地図。で、下のが今の地図。そして、これが、俺たちがある程度の精度で作った地図だ」

			「……ユキさん。このユキさんが作った地図の精度は？」

			「鳥型の魔物にデジカメを持たせて観測したから、距離に関してはほぼ間違いない」

			「……この４００年前の地図の精度は、どれほどですか？　というか、これ本当に４００年前の地図だと思います？」

			「そこは分からん。でも、そうやって聞くってことは、タイキ君も気が付いたんだろう？」

			「そりゃ、分かりますよ。だってこれ、大規模魔法陣ですよ」

			　そう、この地図で表されている大都市、主に国の首都なんだが、今も昔も変わらず６つある上に、なんと、ほぼ同じ距離間隔で点在しているのだ。そして、その位置関係は、明らかに六芒星を描いている。

			　漫画やアニメでよくある、超大規模な生いけ贄にえ装置とか、召しよう喚かん装置みたいな感じだ。

			　俺は地図を作りながら、そんな感じがするなーとうすうす思っていたが、４００年前の地図と思しきものが出てきて、この大規模魔法陣がはっきり頭に浮かんだ。

			　タイキ君も同じ答えに辿り着いたか。

			「でも、不思議ですよね。特に異常とかもないですし。この学府が中央ですけど、生贄にしようとかいうそぶりはないですよね？」

			「ああ」

			　タイキ君の言う通り、六芒星の中央に位置する学府の街を生贄とかにするなら、それなりの準備が必要だ。

			　だが、そんな準備をしている勢力は見られない。

			　どこかの某漫画は、起点の場所で戦争を起こして、意図的に呪力を高めて起動する準備をしていた。しかし、こっちの新大陸はどこも起点の位置、つまりは各国の首都で血が流れるようなことは起こっていない。国境争いぐらいのものだ。

			「というか、魔力をかき集めて準備しているにしては、魔物の森のレベルが低すぎません？　だって４００年前から準備してるわけですよ？」

			「だよなー」

			　強くてワイバーンレベルだ。

			　いくら魔力が枯こ渇かつしている地域とはいえ、４００年も魔力を集めているなら、俺たちでも驚く大物がいてもいいはずなんだよな。

			「そもそも、こんな大規模魔法陣を構築したのが誰かってこともあるでしょう？」

			「そりゃ、俺の前任者ぐらいしかいないよな」

			「ですよね。で、学府には、それに関する情報や生いけ贄にえトラップは確認できず。なら、魔法陣の起点の方はどうなんですか？　エナーリアには前任者のダンジョンがあったらしいですけど、ほかの首都は？　ジルバでしたっけ？　あっちはどうなんですか？」

			「ジルバの下には、前任者のダンジョンはなかったな」

			「じゃ、起点すらないじゃないですか。これじゃあ魔法陣として機能してないですよ。そりゃ、多少気休めレベルはあるでしょうけど。ほら、東京というか、江戸にも四神を模した神社があったって知ってます？」

			「ああ、四し神じん相そう応おうだろ？」

			　四神とは、青龍、白虎、朱雀、玄武。聞き覚えがある人も多いかもしれない。東西南北を守護するという神獣である。

			　まあ、語弊があるかもしれないが、言ってしまえば風水などを盛り込んだ、ゲン担ぎの一種だ。平安京の時代からそういった事例は確認されていて、江戸にもその四神相応という四神にちなんだ神社が存在し、江戸を守護しているという話である。

			「そうそう。それが一応、江戸を護ってたと言われるぐらいですから。多少気休めになるんじゃないですかって話です」

			「ああ、何かを呼ぶのではなく、守るって方向か」

			「はい。この新大陸に神獣がいるのかどうかは知らないですけど、六神の信仰があるなら、この魔法陣は守護の方だと思いますよ？」

			「なるほどなー。でも、守護って学府になにかあるのか？」

			「さあ。特に、変な魔力反応はありませんし。気休め程度のものだから、忘れられてるんじゃないですか？　変と言えば、魔物がここら一帯に集中してることぐらいですけど」

			「まさか、魔物の守護？」

			「なんとも言えませんね。前任者が意図的に魔物を集めているなら、魔物の守護向けともとれますけど、意味までは分かりませんよ」

			　前任者かー。いい加減、無理やりにでもスィーアとキシュアから聞き出すか？

			　でもな、無理やりってのは、後でこの新大陸を任せる時の禍か根こんになりそうなんだよな。

			　命令としてやっても、いつまでその命令が有効か分からないしな。

			　永遠に絶対なんて制約は存在しないから、友好と信頼が欲しいのだよ。

			　ん、ちょっと待て。４００年前の前任者が六大国の実権を握っていたら、前任者の名前はすぐ分かるはずだよな？

			　ここまでで、なんでその情報がない？

			「どうしました、ユキさん？」

			「いや、なんか前提が間違ってるような気がして……」

			「魔法陣がですか？」

			「いや、ほら、魔法陣を作ったって方」

			「え？　前任者が作ったんじゃ？」

			「いや、前任者が作ったということは、六大国を意図的に作り上げたってことで、お互い小競り合いさせる理由はないだろ？　人をダンジョンに移動させるなり、それこそ生いけ贄にえを求めればいい。というか、わざわざ実権を握った６つの財源をすり減らすようなことをするかって話」

			「あー、なるほど。六大国がいつからあるか知りませんけど、確かに、わざわざ人命や物資を削る理由もないですね」

			「実験をしていたっていうなら、まあ分からんでもないけど、その後、身内からバッサリやられたわけだろ？　魔法陣に使える配置で６つの大国を建国するような奴が、そんな簡単にバッサリやられるか？」

			「……ないですねー。６つも国を作り上げているのなら、部下の使い方とかは当然知っているはずだし、後ろからバッサリやる前に犯人はやられてると思いますよ」

			「だろ？　とりあえず、ルナに前任者が何年前に着任したのか聞かないとな」

			「ですね。それで詳しい年数が分かれば、意図的なのか、それともあったものを利用したのかが分かりますし」

			　で、ルナに連絡を取ったところ、すぐに返事がきた。

			　今から数えて４４３年前だそうだ。

			「……これで、前任者が魔法陣を作り上げたってことはなさそうだな」

			「ですね。この年代を考えると、前任者と聖剣使いたちだけで頑張っていたぐらいでしょうね。ユキさんみたいに、人をダンジョンに入れて大いに稼いでいたわけないですし」

			「だな。とりあえず、この大規模魔法陣は意図的ではなく、偶然できたわけだ。狙っていた奴がいたとしても、すでに死んでるだろうしな」

			「ですね。じゃ、やっぱり意味のない魔法陣ですかね？」

			「それにしちゃ、この中央ともいえる学府一帯に魔力がたまってるからな。発動はしてると思うんだよ……」

			「うーん、実害がない魔法陣ですか。いや、魔力が集まってるだけ……」

			「ちょっと待て、タイキ君、今なんて言った？」

			「え、実害がない魔法陣ですか？」

			「いや、その後」

			「魔力が集まってるだけ？」

			「そう、それだ!!」

			　分かった、前任者が聖剣使いと仲違いした理由も、ピースに謝った理由も。

			　まあ、ハズレかもしれないがかなり自信がある。

			「どういうことですか？」

			「逆だったんだよ。魔法陣を利用するじゃなくて、前任者は、この魔法陣をぶっ壊そうと思っていたんだ」

			「……あー!!　偶然とはいえ魔法陣が機能していたら、勝手に魔力を集めてしまう。ダンジョンマスターにとっては、それが魔力枯こ渇かつの原因と見えてもおかしくない!!」

			「そうだ。でも、ここで問題が出てくる。この魔法陣をぶっ壊す方法は……」

			「六大国のうちの１つを潰す必要があるわけですね？」

			「ああ、前任者も悩んだんだろう。確証があるわけでもないから、多くの人命を奪うようなことはそうそう決断できない。で、その話が、不完全な形で部下の聖剣使いたちに伝わった」

			「で、聖剣使いたちは人々を守るために、前任者をバッサリってことですか？」

			「バッサリやった結果、前任者の部下のピースが怒って暴れまわる。そして、聖剣使いは魔王と勝負する羽目になる」

			「……で、魔王を倒したと思ったら各国に利用されて、今回の件を起こしたと？」

			「結局、魔王のピースが勝っても魔法陣は崩壊するし、今回の聖剣使いたちの人類抹殺計画でも魔法陣は崩壊する」

			「……なんか虚むなしいですね。前任者が斬られたのって、それ以外の方法があるかもしれないって思ったからでしょう？」

			「だな。これしかないなら、さっさと周りに説明してやってるはずだしな。死ぬ間際、ピースに謝ってたぐらいだから、きっと、ほかの方法を探してくれるって思ったんじゃないか」

			　でも、結局は、前任者と同じ方法を取ってるわけだもんな。

			　タイキ君の言う通り虚しいよな。

			「ま、あくまで俺の予想だ。あとでスィーアたちにも話して、確証を得よう」

			「ですね。で、その確証が得られたとして、どうやって魔法陣をぶっ壊すんですか？　どう考えても、それを話しただけで大国が簡単に移動するとは思えないんですけど……」

			「あー、うーん。なら、魔力をかき集める道具でも作って、それを魔法陣の範囲外で解放すれば……あ」

			「それって、魔剣や聖剣じゃないですか？」

			「だな。真面目に、魔法陣をどうにかしようとしていたって話が有力になってきたな。あー、なるほど。もともと聖剣によって魔力をかき集める作戦を展開中に、一国を滅ぼせる状況ができたのか。それで悩んだ」

			「一番分かりやすい結果が出ますもんね。聖剣を使って魔力を集めても、規模から考えれば雀の涙ですし。で、対応策は……聖剣でかたっぱしから中央の魔物を狩りますか？」

			「それが一番被害のない対応策だよな。魔力の集まっているところから拝借する。分かりやすい」

			「でも、それだと定期的に間引きしないといけませんよ。俺たちが毎回狩りに来るんですか？　どの規模で魔力が集まってるのかも分かりませんよ？」

			「……そこだよな。とりあえず、魔物の森に行って生態調査だな。どのレベルの魔物がどれだけいるのかはっきり確認しよう。それで大したことがなければ、一気に魔物の森のすべてをダンジョンの支配下に置く」

			「いいんですか？　掌しよう握あくして魔力が拡散したら、さらに魔物の森の魔力量が上がりますよ？　怪獣王とかが出てきたら、俺もさすがに勝てるとは思えませんけど」

			「怪獣王が出てきたら俺も逃げるわ。まあ、やばそうならやめるし、聖剣のレプリカもナールジアさんが作ってくれてるし、意図的に魔力を集めて魔力量を下げれば問題はないと思う。調査は、絶対必要だと思うが」

			　うん、すげー。ここにきて答えが見つかるとか。もっと先かと思ってたが、運がいいのか悪いのかって話だな。

			　とりあえず、聖剣使いと何かつながりがありそうな学長に聞いて答え合わせをして、魔物の森で狩りをしよう。

			「で、その場しのぎで、中央の魔力量を下げるのはいいとして、その後はどうするんですか？」

			「魔法陣をぶっ壊すのは、別に国を潰すだけが方法じゃない。ちょうどいいことに、俺たちに任されている街がある」

			「……まさか」

			「ああ、ベータンに他の大国と遜色ないレベルまで人を集める。そうすれば、魔法陣に穴をあけることになって、機能を低下させられる。いや、俺たちの知識があれば、穴をあけたあと拡散することもできるだろう」

			「なるほど。でも、凄すごいめんどくさいですね。まあ、流れる血が少ないのは分かりますが。でも、聖剣使いたちが人類抹殺計画を始めたら、中央の魔力は一気にたまりますよね？」

			「……そうだな。それを何とか防がないと、それこそ、たまった魔力から怪獣王が出てくる可能性がある」

			「俺は絶対戦いたくないです。嫌ですよ。怪獣王の放射○熱線とか、防ぐ方法が思いつきませんし」

			「俺も思いつかねーよ。というか、その光線使って空も飛ぶからな、怪獣王は」

			「……まさに怪獣王ですね。昭和タイプで最低50メートル。それ以降は技が増えて１００メートル以上ですもんね。海も潜れますし、隣の大陸にあるウィードも危ないですね」

			「やだ。なにそれ、怖い」

			　ま、怪獣王が生まれるかはしらんが、４００年も魔力を集めてきたんだ。それで、知られている最強の魔物がワイバーンなんだから、ほかにナニかが生まれてもおかしくない。

			　嫌な予感はするものの、動かないと始まらない。

			「とりあえず、さっさと皆に話を通して、魔物の森の調査をしよう。聖剣使いの動きは追えてるし、動くのが分かったら、即座に防衛線を展開するしかないだろう」

			「それしかないですよね。でも、守れるのはジルバ、エナーリアぐらいですよ？」

			「……サマンサお嬢さんがローデイだ。友達ということで、ローデイに赴いても問題ないだろ」

			「あと３つは？」

			「……あとで考える。無理やり行って戦争の引き金になれば、それこそ怪獣王が生まれる原因になるしな」

			　俺とタイキ君の顔色は非常に悪い。

			　だって、仕方ないじゃん。

			　防衛戦って非常に面倒なんだよ!!

			　しかも、こっちが手を出せない防衛目標があるとか、きつすぎる!?

			　加えて失敗したら、ペナルティで怪獣王クラスが生まれるかもしれない。

			「ま、まずは調査だ。怪獣王クラスがそうそう生まれるわけはないしな」

			「そのセリフがフラグにならないといいですけどね」

			　お願いします。

			　どうか、怪獣王クラスが生まれる環境ではありませんように!!

			「というか、リーアはクリーナを連れてどこまで行ったんだ？」

			「さあ？」

			　てっきり、紹介といってもトーリやエリスたちくらいにだと思っていたんだが、まさかウィードに連れて行ってないよな？

			　ないよな!?

			　

			　ｓｉｄｅ：クリーナ・リズ・アウテスリア

			　元から私は表情の変化に乏しく、師匠以外には非常に評価が悪い。

			　いや、面と向かってそんなことを言う人はいない。しかし、裏では、私は人形だとか中身が人ではないとか色々言われてきた。

			　でも、私は特に気にしなかった。師匠と一緒に魔術の探求をするのは面白かったし、知識を深めるために黙々と勉強をし続けた。

			　ある時、師匠からこの学府を紹介されて、修業の一貫として学生をすることになった。

			　学府に来て、およそ４年。残念ながら、この学府の授業は私の知識欲を満たせなかった。

			　すぐに、学府のトップクラスになった。授業をそっちのけで、唯一、図書室の蔵書だけが知識欲を満たしてくれた。

			　どうせ、あと２年ほどで師匠から言い渡された修行期間は終わるし、退屈な学府暮らしも終わる。図書室だけは、今後も利用させてもらおうとは思うが。

			「……しかし、友達はたくさんできなかった。師匠に笑われる」

			　本を読みながら、そんなことを考える。

			　師匠から言われた修業のうちに、友達をたくさん作ることが課題の１つにあったが、これはどうにも達成できそうにない。

			　唯一、友達と呼べるのがエオイドだ。

			　しかし、それもアマンダとの関係がこじれたせいで、危ういかもしれない。

			「……友達なんていなくても、人生に問題はない」

			　そう、問題はない。

			　生きるためのやり取りができればいいだけで、友達になる必要はない。

			　……でも、友達（？）になったエオイドが、楽しそうにアマンダと話しているのを見ると羨ましいと思う。

			　そんなことを考えていると、何やら、隠し部屋の外が騒がしいのに気が付いた。

			　耳を澄ませて聞いていると、この隠し部屋を知っていて、入るための方法を探しているみたいだ。

			　どういうことだろう？　この場所を知っているのは、エオイドとアマンダ、学長ぐらいだ。

			　教えてもらったのだろうか？

			　そのまま聞き耳をたてていると、さらに面白い話をしていた。この学府には多くのデッドスペースがあり、隠し部屋が山ほどあると。

			　確かに、この学府の歴史は古い。私が知らない場所があるのは当然だ。そして、その隠し部屋に宝があるのも否定できない。

			　……久々に、私の心が楽しいことを見つけたと叫んでいた。

			　そして、中に入って来たのは、決闘で学長を倒したエリスという女性と同じジルバの編入生たちだった。

			　変な人たちだった。

			　いや、私が変と言うのは失礼か。でも、変だった。

			　私相手に普通に話をしてくる。だけど、それが嬉しかった。

			　リーアもアイリも友達になってくれて一気に友達が増えたし、アマンダと上手くいかなかった理由も分かった。

			　今日はとてもいい日だ。

			　しかし、それだけにとどまらなかった。

			　訪ねてきたユキと結婚することに決めたのだ。

			　うん、リーアに色々押された形とはいえ、顔は悪くないし私に対しても普通に接してくれるし、エリスやリーアの夫だから悪い人ではないはずだ。

			　直感が訴えていた。この機会を逃したら、きっと後悔すると。

			　で、挨拶まわりでリーアに連れて来られたのだが……。

			「ここ、どこ？」

			　周りには見たこともない建物が並んでいて、活気に溢あふれていた。

			　学府や私の故郷の街とは、まったく比べ物にならない。

			　と言うか、どうやって私はここに来たのだろう？

			　私が戸惑っているのに気が付いたのだろう、リーアがこちらを見て口を開いた。

			「ようこそウィードへ」

			「ウィード？」

			「はい、ユキさんが作った町です。さあ、ついて来てください」

			　リーアに引っ張られて、その未知の街を歩き出す。

			　色々意味が分からないけど、私の直感は間違っていなかった。

			　これから、なにが起こるのだろう？　でも、それは悪いことではない。

			　きっと、幸せなことだと思えるのだ。

		

	
		
			　

			落とし穴41掘　夏の始まり

			　

			　ｓｉｄｅ：トーリ

			　今日も今日とて、ウィードの見回り。

			　ま、書類仕事の息抜きなんですが、私たちも警察の一員です。いくらトップになろうと、こういった巡回行為をないがしろにしてはいけないんです。

			　ウィードの治安は、私たち警察の双肩にかかっているのですから。

			「ふひゃー、ウィードはもう夏だねー」

			「そうだね、リエル。気が付けば、もう三度目の夏だよ」

			　そう、魔術によってコントロールしているとはいえ、ウィードの天候や気温はダンジョン外の気候と合わせてあります。なので、夏になれば暑く、冬になれば寒く、無論、春になれば桜が咲き乱れます。

			　今は、私たちがウィードに来てから三度目の夏。

			　最初の夏はウィードを作ることでいっぱいいっぱいで、季節なんて気にする余裕はなくて、二度目は、夏の日にリエルと一緒にアイスを買いにいったんだっけ？

			「うん。もう３年目だね。まだ、ウィードができてから、たった１年とちょっと。でも、色々なことがあったよね」

			「……本当に色々あったね。大変だったけど、とても楽しい。生きてる感じがする」

			「僕もだよ。ラッツたちには赤ちゃんが生まれたし、とっても、とっても嬉しい。でも、まだまだ、たくさんの嬉しいことがあると思うんだ。僕たちも赤ちゃんを産むしね!!」

			「あれ？　リエルは赤ちゃん産むのは痛そうだから嫌だって言ってなかったっけ？」

			　そうそう。たしか、セラリアとルルアが生んだときとか、痛がる２人を見て「赤ちゃんは当分いいやー」とか言ってたような？

			「そうなんだけどさ、やっぱり赤ちゃんって可愛かわいいし、僕の血のつながった子供なわけだし、ユキさんもあんなに嬉しそうにしてくれるから……。頑張って産んでみようかなーって」

			「ああ、ユキさんって、とっても嬉しそうにしてくれるよね。産後に異常がないか、しばらくは大事に気にかけてくれるし」

			　ユキさんってば心配性だから、産後は入院している皆に毎日会いに行って回復魔術をかけてたっけ？

			　赤ちゃんとか、特に異常がないか確認してたし。

			　……いや、ユキさんは日常でも、毎日私たちと会ってくれます。

			　普通なら妾めかけの私たちなんか、月に数回会えればいい方なんだけど。

			　そう考えると、どれだけユキさんが私たちを大事にしているかがよく分かります。

			　体が目当てじゃなくて、心から愛してくれているんです。

			「うんうん。ユキさんって優しいよね。……でも、たまーに、ユキさんの奴ど隷れいの方がよかったかもって思うんだ」

			「え、なんで？」

			「……し、仕事しなくていいし」

			　ユキさんとの睦むつまじい日々を思い出して、ほっこりしていた気持ちが萎える。

			　……まったくリエルってば、奴隷から解放されるだけでも感謝なのに。

			「……奴隷でも仕事はしないといけないよ」

			「わ、分かってるよ。でもさ、ユキさんの奴隷の場合、仕事って、ユキさんの身の回りのお世話でしょ？　つまり、四六時中ユキさんとやりたい放題の仕事だと思わない？」

			「そ、それは……」

			　ユキさんが、ただ性欲を解消するために私を傍そばに置くの？

			　そ、そんなの嬉しすぎる。ずっとワンワンできるのかな……。

			「はいはい。お２人とも、人の店の前で性欲バリバリな妄想はやめてくださいな」

			「「ふえっ!?」」

			　気が付けば、ラッツが微ほほ笑えんで前に立っていました。

			「まったく、２人が来てるって店長から聞いて来てみれば、ユキさんの性処理奴隷とか羨ましい職場を想像しないでくださいな。というか、そんな職場ができたら、全員が就職希望でしょうね。無論、私もです。お兄さんとまだまだやりたいですし。と、そんなことはどうでもいいです。私の店の前ってことは、アイス休憩に来たんですよね？」

			「あ、うん。ラッツ、アイス頂戴!!」

			「こら、リエル」

			　即座にアイスをねだるリエルに注意します。

			　まったく、これでも警察の副所長なんですよね。

			　もうちょっと、真剣さがあればいいんだけど。

			「まあまあ。リエルは、そんなところも愛されていますからね。ほら……」

			　私がさらに言葉を続けようとするのをラッツが止めて、店の外を指さします。

			　そこには、子連れの母子がいました。

			「あ、リエルお姉ちゃんだー!!」

			「こら、リエル副所長でしょ？」

			「えー、よくわかんない。やっほー、リエルおねーちゃーん!!」

			「あ、やっほー」

			　リエルが子供の声に返事をして、すぐに駆け寄っていきます。

			「この前の怪け我がは大丈夫そうだね」

			「うん。お姉ちゃんに治してもらったから!!」

			「リエル様、この前は本当にありがとうございます」

			「ううん、気にしないで。これも警察の仕事だから」

			「お仕事？」

			「そうだよ。困ってる人を助けるのが警察の仕事なんだ。あ、仕事っていっても僕自身もやりたいから、やってるんだよ。お仕事だからってわけじゃないから」

			「すごーい。お母さん、私も大きくなったらけいさつかんになる!!」

			「もう、この子ったら」

			「あははー。うん、君がその気なら、大きくなったら警官の試験を受けてみるといいよ」

			「えー、試験って、学校みたいに勉強しないといけないの？」

			「そうだよー。たーくさん勉強して色々なことを覚えれば、それだけたくさんの困ってる人を助けられるでしょ？」

			「うん、分かった。私、お勉強頑張る!!　お母さん、おうちに帰ったら私、お勉強する!!」

			　そんな微ほほ笑えましい会話をリエルがしています。

			「リエルは、完全にロードワーク派ですからね。ああやって外を歩き回っては、色々人助けをしているんですよ。まあ、子供たちにアイスやジュースを買ってあげるのは、甘やかしすぎだとは思いますが」

			「そんなこともしてるの？」

			「ま、おかげですぐに財布は空になりますから、逆に子供たちに気を使われていますけどね。でも、最近の暑い日に、飲み物なしで歩きまわるのはさすがにあれですので、私のお金で飲み物は渡していますが」

			「リエルったら……。ごめんね、ラッツ」

			「いえいえ。日々、リエルがああやってパトロールをしてくれるから、大した問題も起きませんし、住人の評判も上々。お兄さんを支えながらウィードで暮らす１人として、リエルは十分に役立っていますよ」

			　私たちが話している間にリエルは話が終わったのか、母子と別れて戻ってきました。

			「ごめんごめん。……ってカヤだ」

			「え？」

			「おや、カヤもですか」

			　リエルが戻ってきたかと思えば、カヤもやってきました。

			　カヤは一応、警察所属だけど、同時に農業方面の代表でもあります。だから朝からお昼すぎぐらいまでは、農作業で農業地域にいます。

			　で、この季節はさすがに暑いので、麦わら帽子にタオル、シャツに作業用ズボンという姿。汗でシャツが透けています。

			　汗で濡れた白いシャツが張り付いて、おっぱいが丸見えです。
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			「透けてるよ。……って、ブラつけてないの!?」

			「ん？　本当だ。ブラはきついからつけてない」

			「だめだよ、カヤ。ユキさん以外におっぱい見せたら」

			「ですね。お兄さん以外に触らせるつもりはないでしょう？」

			「ない」

			「それなら、我慢してつけてください」

			「でも、ユキがこの姿でいたら、元気になって襲ってくれたから捨てがたい」

			「「「ちょっと待った。その話を詳しく」」」

			　ユキさんが襲っちゃうの!?

			　うん、よく見れば、程よく汗をかいてシャツが透けているカヤは色っぽい。

			　とりあえず、３人でカヤをスーパーラッツの応接室に通して話を聞きました。

			　確かに、誰かにおっぱいを見られるかもしれないけど、ユキさんを誘惑できるのは大きい。変な人が襲ってきても返り討ちにすればいいわけだし、ユキさんとワンワンできる時間が増えるのか……。これは使えるかもしれない、うへへ……。

			　ま、さすがに人目の多い所でノーブラにするつもりはないし、カヤも農作業は女性農作業員たちと一緒にやってるから問題はないかな？

			「ふう、すっきりした」

			　話が終わると、汗だくのカヤはシャワー室を借りて汗を流してきました。

			　着替えもばっちり用意してあるので問題はないです。この応接室は私たち代表用の部屋みたいなものですから、着替えなんかも準備してあったりします。

			「さて、カヤも戻ってきましたし、アイスでも食べますか」

			「待ってました」

			　ラッツが冷蔵庫に保管してあるアイスを出します。

			　私たちの専用スプーンがあるあたり、結構な頻度で利用してるんだなーって改めて思います。

			「……ん、冷たくて美味おいししい」

			「うんうん。夏はこれが一番だね」

			「うん。本当にそう思う」

			「私たちも忙しい身ですからね。こういう役得がないとやってられませんし」

			　ラッツもそう言いながら、アイスを口に入れては、とろけた表情をしている。

			「あ、忙しいって話で思い出したけど。ラッツは赤ちゃんのシャンスをほっといて、こっちに来ていいの？」

			「んー？　ああ、こっちにはちょっとした書類を片付けるために来ただけですから、時間はかかりませんよ。今はキルエとルルアが面倒みてますし、大丈夫です。というか、そっちこそ大丈夫なんですか？　向こうで学生やってるんでしょう？」

			「学府は今日が休校日。だから、たまってる書類を片付けて、こっちに来たんだ」

			「……農業の皆は、私がいなくても大丈夫そう。来年には代表を代われそう」

			「そりゃ羨ましい話ですね。私も商業区の代表を譲り渡せるような人がいれば、楽できるんですけどねー」

			「ラッツの方が部下は育ってると思ったけど？」

			　私は素直にそう聞きます。

			　だって、ラッツは今やスーパーを５店舗経営するトップです。

			　５店舗分の店長や人材もいるわけだし、代表を代わるには問題ないと思うんだけど。

			　私たちの警察署長とかは、もの凄すごい量の引き継ぎとウィード代表たちの信任がないとなれませんから、まだそれをクリアできそうな部下はいません。

			　まあ、悪用されると、大変ですからね。

			「部下が育ってはいますが、私の仕事量を知っていますからね。引き気味なんですよ。この世界の従来のやり方なら、後継ぎは有能だろうが無能だろうが関係ありませんでしたけど、ウィードは違いますからね。有能じゃないと上にはつけませんし、有能であればあるほど、上の大変さが分かってきます。昇進意欲があればいいんですが、なにせ私の仕事は他国のお偉いさんとの交こう渉しようもありますからねー」

			「「「あー」」」

			　そっか、ラッツの仕事はお店の切り盛りだけじゃないのか。スーパーラッツから輸出品も出しているから、エリスが担当している会計を通して、国との交こう渉しよう事なんかもしないといけないのだ。

			　その苦労を知ってる人なら、できるだけラッツにやって欲しいよね。

			　で、そんな雑談をしていた時、応接室の扉が開きました。

			「お、ラッツだけじゃなく、みんなここにいたのか。ちょうどよかった」

			「ユキさん!?」

			「あ、あははー。さ、さぼっていたわけじゃないよ？」

			「……ちゃんとした休憩」

			「分かってるって。こんなに暑いもんな」

			「おや、お兄さんも食べますか？　というか、シャンスになにかありましたか？」

			　ちょっと驚いた反応をする私たち３人をほっといて、ラッツがアイスをすくって、ユキさんにあーんを要求します。

			　ユキさんは特に嫌がりもしないで、ラッツの差し出したアイスを食べました。

			「うん。夏はアイスだな。と、シャンスは関係ない」

			「あむ。うーん、やっぱりアイスですね。で、シャンスが関係ないならどんな用ですか？」

			　あ、ラッツがユキさんにあーんしたスプーンを、さり気なく自分の口に持って行った!!

			　羨ましい!!

			　いや、ユキさんとはキスとか普通にしてる関係だけど、それでも羨ましい!!

			　私がそんなことを考えていると、ユキさんを追いかけてきたのか、ジェシカが慌てて部屋に入ってきました。

			「もう、ユキ!!　いきなり飛び出すのはやめてください!!」

			「すまんすまん。でも、ウィード内だから問題ないだろ？」

			「問題だらけです!!　と、言ってもユキは聞かないでしょうから、せめて私かリーアを連れて行ってください」

			　ジェシカも大変だね。

			　ま、窮屈さも分からないでもないけど、ユキさんの身になにかあれば本当に大変だから。

			「分かった。っと、ラッツの質問だが、祭りをしたいから手伝って欲しいんだ。セラリアやエリスには話を通してて、予算と予定、広告は決まったから。あとは、警備と販売系に話を通す必要があるんだ」

			「なるほど。それなら私とトーリたちですね。で、お祭りですか？」

			　嬉しそうに何かをたくらんでいるユキさんの笑顔を見て、ラッツがとても優しい顔になってます。

			　もう、ずるいですよね。

			　そんな顔をされたら嫌とは言えません。

			　そして、ユキさんは計画している祭りの名前を明かしました……。

			「花火大会だ」

			　

			　――概要を聞いてみると、その話は、全体的に危険が伴うものでした。

			　なにが危険なのかというと、まず、その花火大会はウィードの外街で行われるというのです。

			　場所としてはダンジョンの区域なので、私たちのような指定保護を受けている人たちは安全ですが、ほかの人たちは、盗とう賊ぞくや野生の魔物に襲われる危険性があります。また、外街は一応、外壁で覆おおわれていますが、防衛能力はダンジョンより格段に落ちます。

			　しかも、そこでやる花火自体も、火薬を大量に使用した大砲のようなものだと聞きます。

			　日本に関する知識をスキルで取り込んでいるので、多少は花火について知ってはいるのですが、実物を見ていない私には判断がつきません。

			　それが、なんで夏の風物詩と言われるのかは分かりませんが、危険なものであることは材料を聞くだけで判断できます。

			　でも、それを分かっていながら、ユキさんは花火大会を実行しようとしています。

			　……うーん。

			　少し心配だけど、ユキさんや私たちがいるから、万が一の時はなんとかなるかな？

			　こうして、花火大会の準備が始まったのでした。

			　後にそれが、ウィードの代名詞となるとは露にも思わず。

			　

			　ｓｉｄｅ：カヤ

			　……気が付けば、私は花火師になっていた。

			　いや、私が一番炎の魔術が上手く使えるからって理由は分かるけど……。

			　学府の調査そっちのけでやっていいのか、私ですら不安になる。

			　あの映画で見たような怪獣王が新大陸に出てくるかもしれないのに、それをほっといていいのだろうか？

			「カヤ、どうした？」

			　私がそんなふうに考え事をしていると、クリーナが顔をのぞき込んでいた。

			　彼女はリーアがユキの嫁にふさわしいからと連れて来たところを、すぐに私を含めて皆の許可がおりて、晴れてユキの嫁入りを果たした新メンバーだ。

			　ま、時期が時期なので、クリーナの花嫁姿は我慢してもらっている。

			　そう、クリーナの式すらほっといて、なんで花火大会なのだろう？

			「……クリーナは、花火大会の仕事でいきなり使われて不満はない？」

			　クリーナも炎の魔術が得意なので、花火師役になっている。

			　さすがに、扱いが酷ひどい気がするから、少し様子を窺うかがっておこう。

			　クリーナが嫌なら、ユキにちゃんと言って、まずは式を挙げるべきだろう。

			　彼女はウィードに連れてこられて、それこそ、まだ数日しかたっていないのだから。

			「ん、不満はない。むしろ、信頼してこんな大役を任せてくれて嬉しく思う」

			「そう？」

			「……私は皆の中では一番性能が低い。みんなの実力を知ったときは、自分はいる意味がないのではと思ったぐらい」

			「……それはない。クリーナの魔術も知識も役に立つ。それに、ユキを支えると言った。それが一番大事」

			　そう、クリーナは自分の実力が劣っていると知らされた。

			　というか、セラリアが嫁試験だと言ってコテンパンにした。

			　でも、クリーナは言ったのだ。それでもユキを傍そばで支えると。半泣きになりながら、ボロボロになっても杖つえを向けてきたのだ。

			　これが、嫁全員を納得させた一番の理由だった。

			　才能の有無でユキの嫁は決まらない。

			　最後までユキを裏切らずに支える覚悟があるかが大事なのだ。

			　クリーナはそれを示した。

			　とまあ、そんなことがあってめでたくクリーナは嫁入りをしたが、状況が状況なので、彼女は情報役としてユキの傍そばにいる。

			　最終的には護ご衛えい役にまでしたいと皆、思っているのだが、今は修業している時間がない。

			　クリーナの知識はそれほど役に立ったというわけ。

			「ん、ユキにもそう言われた。……嬉しかった。才能や知識ではなく、私自身が欲しいって言ってくれた。本当に嬉しかった」

			　……相変わらず、無意識なのか意図的なのかは知らないが、ユキは簡単にこういう殺し文句を口にする。

			「だから、絶対花火を完成させる。そして、ユキとウィードの人たちを喜ばせる」

			「……意気込みは分かった。でも、無理はいけない。魔力がなくなってきてる。休憩」

			「ん、分かった」

			　２人で、草の上に座る。

			　花火の練習は、さすがにダンジョン内ではできない。

			　いや、できなくはないが、最低５キロほど縦穴がある場所を用意しないといけないし、煙けむりの排出とかを考えると色々大変らしい。

			　今いる場所は、ダンジョンの外街から少し離れた場所だ。ダンジョン支配下にある場所なので指定保護が効くし、私たち自身の危険はそれほどない。

			　と、そんなことはどうでもいい。

			　この場には２人しかいないのだ。

			　花火大会を企画したユキがこの場にいない。ユキは科学を使った花火を作るとか言って、ナールジアやドワーフたちと別の場所で色々やっている。

			「……ユキは、私たちと別行動。少し不満」

			「ユキは科学で夜空に花火を作ると言っていた。私は楽しみ。科学の凄すごさは今まで見てきた。生活をより良くするものや戦いをより有利に進めるものだけでなく、人を魅了するための科学があるなんて凄いと思う。そして、私たちにも魔術で人々を魅了する術を教えてくれた。魔術は人を攻撃するためだけのものではないと、すべては使いようだと教えてくれた」

			　……クリーナの言う通り、確かに魔術は攻撃やその補助、多少の生活支援くらいにしか使われてこなかった。それを魅せるためにだけ、芸術に使うっていうのは、さすがユキというかユキの世界だと思う。

			「きっと、ユキが言う科学の花火は、私たちが目指しているモノより凄いと思う」

			　クリーナがそう言って、ユキに実演してもらった魔術花火を打ち上げた。

			　ひゅーー、ドンッ!!

			　そんな音が響いて、夜空に綺き麗れいな真っ赤な花が咲く。

			　実は、魔術による花火は制御が難しい。上空まで魔術を維い持じして持っていき、適度な位置で爆発させ、炎を均等に散らばせる。

			　……正直、下手な上級魔術よりキツイ。それをクリーナは結構な頻度で打ち上げて練習するのだから、魔術の才能は飛びぬけているのだろう。

			「本番までそんなに時間がない。ユキの科学花火は楽しみだけど、負けるつもりはない。あっと驚かせてみせる」

			「……確かに、ユキに驚かされるばかりではつまらない。私たちを前座にしたことを後悔させてやる」

			　私とクリーナは炎魔術に適性がある。前座で魔術花火を上げて、科学花火を楽しませる前の盛り上げ役になればいいって、ユキは言っていたけど、私たちがそれを飛び越えて花火は魔術でやるべきだと言わせてやる。

			　

			　時が過ぎるのは早いもので、気が付けば本番になっていた。

			「凄すごい、これが夏祭り？」

			「多分そうだと思う」

			　私とクリーナは花火を打ち上げる場所に移動しているのだが、ダンジョンの外街は凄すごいことになっていた。

			　エリスとラッツが大規模な宣伝をしたので、ダンジョン内の住人どころか、ゲートでつながっている各国から見物人が押し寄せてきている。この祭りのために、ダンジョン外街は一気に増築して、花火を見るための場所などを確保した。それでセラリアやユキが、建物の配置で結構悩んでいた。

			　そんなことを考えていると、警備の魔物や騎士とすれ違う。

			「すまん、君はあっちに行ってくれ」

			「分かったゴブ」

			　最近じゃ、セラリア直ちよつ轄かつの騎士隊も魔物と連携を取るのは慣れたもので、こうやって一緒に行動しているのをよく見る。

			　けど、何か警備兵の使い方を、間違っているような気がしないこともないのだが……。

			「はーい、焼きそばの最後尾はこちらです!!　順番を守ってください!!」

			「こっちが、たこ焼きの最後尾ですゴブ!!　そこ、割り込まないゴブ!!」

			　なんで、最後尾のプラカードを持って客の整理してんだか……。

			　トーリとリエルたちは、各国の王が見物に来てるからそっちの警備で忙しいし、トンデモない事態になってる気がする。

			　とりあえず、さっさと花火の打ち上げ場所まで行こう。

			　遅刻なんてしたら目も当てられない。

			　

			「お、来た来た」

			　私たちが打ち上げ場所に辿り着くと、大きな筒をたくさん空へと向けているユキやドワーフたちの姿が目に入った。

			「ん、ユキ、来た」

			「……そっちの準備は？」

			「ああ、大方終わってるな。あとは時間を待つばかりだ。セラリアとエリスから連絡がくる。その連絡で問題がなければ、そのまま花火大会開始だ」

			　なるほど、あとは時間を待つだけか。

			　で、手持ち無沙汰でぼーっと待っていると、ユキが変な玉を大事そうに持ってきていた。

			　いや、ドワーフや妖精たちもだ。

			「ユキ、なにそれ？」

			　私が質問する前に、クリーナが興味津々で聞く。

			「これが、花火だ。これに火をつけて空中に打ち出すと、綺き麗れいな花が咲く」

			「……ということは、これが火薬？　でも、凄すごい大変な作業だと理解できる。なんでこんなに多く持ってこれた？　そんな時間はなかったと思う。ユキは花火師？」

			「いや、違う。今回は時間がないからな。ＤＰで地球の花火を取り寄せた。オリジナルではないが、地球の日本の花火を見て驚くといい」

			「ん、楽しみ」

			「俺も、２人がどんな魔術花火を打ち上げるか楽しみだ」

			「……見て驚くといい」

			「ん、カヤの言う通り。驚かせる」

			「そりゃ、楽しみだ。っと、セラリアか？　うんうん、そっちは問題なしと。あとはエリスだけだ。ああ分かった」

			　さあ、そろそろ気合いを入れよう。

			　……なにか緊張してきた。

			　

			　ｓｉｄｅ：ある日の母

			「ねえ、おとーさん、おかーさん。いーっぱい人がいるね!!」

			「そうだな」

			「ええ、凄いわね」

			　私たちは夏祭りと言われる、お祭りの中を歩いています。

			　ウィードには、建国してから少したった頃に、夫が商売のチャンスだと言って移り住んだのですが、とても住みやすい街で毎日を心安らかに過ごせています。

			　これも、治めているセラリア様や代表の方々のおかげ。それだけでも贅ぜい沢たくなのに、何かにつけてウィードはお祭りを開催します。年越しだったり……お風呂覗き大会だったり。

			　夫に、なぜここまでお祭りをするのかと聞きましたが、私にはよく分かりませんでした。

			　確か、経済を回すのにも活気を与えるのにも、お祭りが一番良いそうです。

			　ですが、人が集まらなければ意味がないし、成功する保証もないとも言っていました。

			「ねー、お母さん。花火ってなんだろうね？」

			「さあ、お母さんも見たことないから分からないわ」

			　そして、この夏祭りのメインイベントで花火があるということなのですが、花火自体を知らないので、それが何かも分かりません。ダンジョンの外街でやるくらいですから、多分、ダンジョンの中ではできないことなんだと思います。

			　あっ、夫はスーパーラッツに勤めていて店長なので、なにか分かるかもしれません。あのラッツ代表とも直接意見を言い合える凄すごい立場なのです。

			「ねえ、あなた。花火がなんなのか、ラッツ様から聞いてないの？」

			「ん？　いや、俺も詳しくは聞いていないんだ。でも、夜空に落書きをするって言ってたな」

			「すごーい!!　真っ黒なお空に、どうやって落書きするの!?」

			「ラッツ様はお楽しみにって言ってたし、空になにか起こるのは間違いないから、いい場所を確保しよう。俺たちは他の人たちと違って、自前で食べ物や飲み物は持ってきてるからな」

			　夫はそう言って、手に持っている手荷物を見せます。

			「本当に持ってきてよかったわ。屋台の食べ物も気になるけど、並んでると見る場所を取る暇ひまがなさそうだもの」

			　私はそう言いながら、ずらーっと並ぶ屋台の列を見ます。

			「ラッツ様の言う通りだな。時間が早ければ買う暇があるだろうが、もうすぐ花火が始まるって時間は凄い人で買えそうもない。来年があるのなら、早目に来て買おうな」

			「うん!!　おとーさん、おかーさん、屋台の食べ物は我慢するから、早く場所取らないとなくなるよ!!」

			　娘は花火が気になるようで、屋台の食べ物が買えないことにぐずることはありませんでした。

			　この前、トーリ様、リエル様に会ってから、結構聞き分けがいいのよね。

			　そんなことを考えながら場所を確保して少し待つと、アナウンスが流れます。

			『皆さま、お待たせしました。８時からの花火の変更はありません。あと10分ほどで始まります。その前に花火の注意事項がありますので、少しの間ご清聴ください』

			「あー、エリス様だ!!　エリス様の声だ!!」

			「こら、静かに聞きなさい。注意をちゃんと聞かない子は花火が見れないわよ」

			「あう。分かった」

			『では、花火の注意事項ですが、大きな音がかなりの頻度で聞こえてきますが、花火の音なので、慌てないでください。安全はちゃんと確保していますので、ご安心ください』

			「あ、次はラッツ様だ!!」

			「こら!!」

			「ごめんなしゃい」

			　それからは、祭りに関しての注意事項に続いて、困った際には最寄りの交番へ……との話でした。

			『さあ、もうすぐ時間ね。これからはウィードの女王、セラリアが指揮を取らせてもらうわ。こほん、ウィード国民、および各国からの人々、並びに各国の代表に、この夏祭りに参加していただけたことに感謝するわ。そして、これから始まる花火は、この暑い中、来たことが間違いではなかったと満足してもらえるものだと思っているわ。よければ、最後まで見物していってね。あ、無理はだめよ。具合が悪くなったら、救護のテントまで。さっ、もう時間ね。西の空を見て』

			　セラリア様の言葉で祭りに来た人々が、一斉に日が沈んだ西の夜空を見上げます。

			『さて、これからの解説は、私ラッツが代わります。まず、最初の花火は魔術師による花火になります。この花火の練習に資金援助してくれたスーパーラッツ、およびウィード鍛か冶じ組合からの提供でお送りします』

			「ははっ、さすがラッツ様だ。ここでスーパーラッツの紹介をするのか。花火が凄すごければ、いい宣伝にな……」

			　ひゅーー……、ドンッ。

			　夫がそう言いかけた言葉は、夜空に咲いた花によって遮さえぎられます。

			　いや、周りのすべての人から声が失われました。

			　……本当に、夜空に花が咲いたのです。

			　そして、それは一度だけではありませんでした。

			　ひゅーー……、ドンッ。

			　ひゅーー……、ドンッ。

			　空気を通して響く重低音が、花火が夜空に咲いたのを知らせてくれます。

			　一瞬で咲いては散る花。それが次から次へと咲いては消えます。

			　その幻想的な光景から、誰も目を離すことはできません。

			『はい、以上が魔術師の花火でした』

			　終わりを告げるラッツ様の言葉でみんなが我にかえり、凄い歓声と拍手が響きます。

			　私も、夫も、娘も歓声と共に拍手をしていました。

			「すごい!!　すごい!!　おとーさん、おかーさん、花火って凄いね!!」

			「ああ、ここまで凄すごいものだとは……」

			「……魔術って、こんな使い方もできるのね」

			　しかし、それは終わりではありませんでした。

			『ふふふ、歓声や拍手から、お喜びいただけたのは分かりました。しかし、これで終わりではありませんよ。魔術師の花火はこれで終わりです。術者は、カヤとクリーナでお送りしました。そして、次が本番です。我らが夫、ユキがこの花火を提案したのです。これからの花火は、もっと凄いですよ。魔術を使わず、火薬で花火を打ち上げるのです。あ、資金提供はウィード、ロシュール、リテア、ガルツの王室からでお送りします』

			　……王室からの資金提供!?

			　いったい、ラッツ様の夫、ユキ様はどうやって!?

			　あの人、普段はどこか抜けているので、失礼ですが本当に軍部の参さん謀ぼうとは思えないんです。娘を抱っこしてくれたり、ラーメン屋を開いたりしているんですから。いや、ラーメンは美味おいしいんですけど。

			　ひゅーー……。

			　花火が上がる音が響いて、皆静かに空を見上げます。

			　が、花は開きません。今までのタイミングだと、もう花は咲いているはずなのですが？

			　まさか失敗？

			　と、そんなことを思っていると……。

			　ドンッッ!!

			　先ほどとは比べ物にならないほどの爆音が響き……。

			　夜空に、先ほどの花火が小さく見える程の、大きな大きな花火が咲きました。

			　見ていた人たちは、あまりの大きさと凄さに反応できません。私もですが、しかし、それで終わりではありませんでした。

			　ひゅーー……。

			　ひゅーー……。

			　ひゅーー……。

			　ひゅーー……。

			　立て続けに花火が上がる音がします。

			　さっきのは１個ずつだったのに、今度は連続!?

			　予想は当たっていて、空が昼のように輝き、夜空にたくさんの花火が連続で咲き続けます。

			　ドドドドンッ。

			　……もう言葉はいりませんでした。

			　ただただ、夜空に咲く綺き麗れいな花を見つめていました。

			　この世に、ここまで美しいモノがあるなんて……。

			　ひゅーーー……、ドンッ!!

			　

			『これにて夏祭り、花火を終了いたします。屋台につきましては10時まで開いていますので、引き続きお楽しみください。はい、では迷子のご連絡をいたします。身長……』

			　気が付けば、私は夫や娘と家路についていました。

			　私の手には綿あめ、夫は焼きそばやたこ焼きを持っています。

			　娘はお面を被って、リンゴ飴を美味おいしそうに食べています。

			「凄すごかったな……」

			「……ええ、本当に凄かったわ」

			　あの花火の光景は忘れられません。

			　このウィードという国に来て、本当によかったと思わせてくれる光景でした。

			「お父さん、お母さん、また来年もこようね!!」

			　娘が嬉しそうにしています。

			「そうね。また来年も来ましょう」

			「ああ、資金が足りなくてできないなら、俺のお小遣いをあげてもいいぞ!!」

			「あ、私もお小遣いあげる!!」

			「ふふ、そうね」

			　そして、毎年、夏の始まりを告げる夏祭りが行われていくことになりました。

		

	
		
			　

			第２５７掘　反省会と調査結果と今後の動き

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　学府の図書室にある秘密の一室。

			　そこで、俺たちは今後の行動方針を決めようとしている。

			　無論、学府に入学していない嫁さんたちはコールでリアルタイムに参加していて、魔力枯こ渇かつ関連を調査しているメンバーは、ザーギスとかいう研究班も含めて参加している。

			　が、そんな面倒な本題の前に言うべきことがある。

			「皆。まずは、一昨日の夏祭り、花火大会お疲れ様。おかげで、問題もなく無事に終わった。ありがとう」

			　そう、まあこのくそ忙しいなか花火大会を敢行して、成功に終わらせたのだ。

			　ちゃんとお礼は言わないとな。

			『お礼なんていいのよ。あのお祭りで、ウィードの評価はさらに上がってるから』

			　セラリアがそんなことを言って微ほほ笑えんでいる。

			　まあ、セラリアが一番面倒な位置だったんだがな。

			　他国の王族との付き合いは、すべて任せたからな。

			『そうですよ、お兄さん。ウィードの評判は上がって、私たちの国を疎うとましく思う相手も、簡単に手出しはできないと悟ったでしょう。あと、花火大会の資金提供希望者が、続々と集まってます。これで花火師っていう職種ができそうですね』

			　ラッツの商魂は、すさまじいものがあるな。

			『はい、ラッツさんの言う通り、資金提供希望者が続々と集まってます。商人だけではなく、各国貴族方面からも。私とルルアさんに、結構な問い合わせが来ました』

			『ですね。アルシュテール様からも、継続で来年の花火大会には最大の出資者として名を連ねたいと……。まあ、トップに立つ自覚が出てきて嬉しい限りですが……』

			『……私もお父様、ティークお兄様から、同じように最大の出資者になりたいと……』

			『あら、そっちもなのね。ま、今回の夏祭りの件で、国民を楽しませる重要性に気が付いたのでしょう。うちのクソ親父とお姉さまも、出資トップを狙ってきてるわ』

			　三大国は継続してスポンサーになってもらえそうなのか。

			　ま、どこかをトップにすると角が立つから、同じ額を提供してもらうぐらいだな。

			　しかし、シェーラとルルアがいなかったら、外交関連はもっと大変だったろうな。

			　嫁さんにいて助かったわ。

			「警備の方は、結構へとへと。もうちょっと増員がいると思うよ。大事になるような事件はなかったけど、スリとか喧けん嘩かは結構あったから」

			「はい。リエルの言う通り、ちょっと警備に回す人員が少なかったです。一応、軍部と協力していましたけど、それでもですね……。ボランティアで、当日、治安維い持じを手伝ってくれる人の募集とかいけますか？」

			『なるほど。それなら常駐を増やすわけでもないですし、ウィードの懐もそこまで痛くないですね。というか、祭り専門の警備雇いの費用枠を作りましょうか。エリス、いけますか？』

			「いけると思うわ。警備の人たちが結託して悪さをする可能性があるけど、それは冒険者ギルドへ依頼として出して、警備場所をこちらで指定すれば、万が一があってもそこまで痛手にならないわ。ミリー、冒険者ギルドにこの話は通りそう？」

			『全然いけると思うわよ。冒険者ギルドとしても、ウィードと仲良くしてるってアピールはしたいし、花火の資金提供も来年から名乗り出るつもりらしいし。ま、警備としての教育期間がいるでしょうけど』

			「なら、いっそのこと警備員を免許発行制にしたらどう？　ほかの場所で仕事をするにしても、ウィードの祭りで警備を任されて完遂したって証明になるでしょ？　一定の警備の常識を覚えてるってことで。冒険者ギルドとしても、貴族や商人の家の警備内容が毎回違うのは問題だし、ここらでマニュアル化して、お互い問題が起こらないようにすればいいんじゃない？」

			『うーん、エリスの案は結構いけそう。あとで話しておくね』

			　警備の方は、結構問題があるか。

			　ま、かなり急だったし、そこらへんは仕方ないか。

			「……と、放送担当の私からは、そこそこ迷子がいました。花火に見とれてはぐれたって話が多かったです。大人も子供も」

			「あー、僕も２人迷子を見つけたよ」

			「私も１人いました。警備のおかげで誘拐されるとかはありませんでしたけど、夜ですからね。今後もないとは言い切れません」

			「こんな感じなので、祭りのときは迷子にならないように手をつなぐなど、放送で注意喚起するしかないですね」

			　迷子問題はどこでも一緒か。地図を作ってデカデカと立てておくとか、事前対策をするぐらいしかあとは思いつかないな。

			『あっ、忘れてました。商人組合や外部の商人から、屋台の場所を拡大してくれって声がたくさんありますね。というか、来年の屋台場所の予約がもう始まってます。大幅な売上げアップ確実ですから、仕方ないんですが』

			『あ、ユキさん。ユキさんも屋台を出しません？　ラーメン屋台、お酒付きで』

			『お、お兄さんが屋台を出すなら、場所を取っておきますよ。無論、その店の女将は私で』

			「ちょっと待った!!　ラッツさん、それは許せん。屋台の女将、ユキさんの片腕は、私とジェシカでと決まっているんです!!」

			『その通りです。ラッツは組合の関連で忙しいはずですし、私たちがユキの屋台は手伝いますので、問題ありません』

			「はいはい、落ち着け。今のところ屋台は出すつもりはない。というか、俺も夏祭り当日は花火師だからな。……と、そういえば子供たちはどうだった？　キルエ？」

			　そう、俺が一番心配していて、一番花火を見せたかったのは、実は子供たちだ。

			　指定保護にしているとはいえ、かなり危険だと思う。

			　でも、俺は花火を子供たちに見せたかった。俺の故郷の風物詩を。

			　……ガキの頃に見た、あの花火の大きさを。

			　だから、キルエ、デリーユ、アスリンたちには申し訳ないが、子供たちの護ご衛えいでつきっきりでいてもらった。

			『そうですね。子供たちは、ほとんどが寝ておりました。でも、花火が始まったら起き出して、夜空に舞う花を楽しそうに見てましたよ』

			『なにを言うとるか。キルエ、ユキに遠慮することはない。いいか、ユキ。あの爆音で子供たちは大泣きじゃ。おかげで、５人でてんやわんやじゃった。おっぱいを飲ませたり、あやしたりでようやく花火を見る余裕ができたのう。ま、キルエの言う通り、最後は花火を見て喜んでおったよ』

			　そうか、やっぱり子供たちはそうなるよな。まだ１歳も超えてないし、当然か。

			　……最後に喜んでもらえたみたいなのが救いかね？

			「お兄ちゃん、大丈夫だよ。赤ちゃんたちはみんな喜んでたから。毎年連れて行ってあげて」

			「そうなのです。私たちは大変だったですけど。そんなのヘッチャラなのです!!」

			「そうね。私たちに気を使って、子供たちを置いてけぼりにするのは駄目よ」

			『うむ。次からは、ちゃんと対応策を考えればよい。ユキが子供たちにあの花火を見せたかった気持ちは、よく分かるからのう』

			『旦那様。あの輝きを、子供たちに見せるための苦労は苦労にはなりません。どうかお気になさらず、来年も頑張ってください』

			　うん、いい嫁さんたちだ。

			　ちゃんと労ってやらないとな。

			「で、最後に魔術花火班だけど……」

			　そう言って、沈ちん黙もくしている２人を見る。

			　なぜかこの２人、俺が夏祭りのことを話すとこっちを睨にらんでくるのだ。

			　なにかしたっけ？

			「……私たちはユキに弄もてあそばれた」

			「ん、肯定。ユキは、私たちを前座にして辱はずかしめた……」

			　なに言ってるんですか？

			　俺が鬼畜みたいな言い方しないでくれる!?

			　よよよ……って泣く真似やめてもらえます？

			『ああ、２人ともユキの演出を超えるって息巻いていたわね』

			『あー、その意気込みは買いますが、お兄さん相手ですからね』

			　ああ、そこか。

			　でも、どう考えても、２人が演出とかで超えられるわけもないから前座にしたんだが……。

			『ま、ユキの意地が悪いのも原因だし、２人にはちゃんとお詫びするのよ』

			『ですね。魔術での花火っていうのは、魔術師の別方向でのスキル向上が望めそうですけど、２人が前座として扱われたのは事実ですし。これが他人だったら殴り込みですね』

			　ラッツがそう言うと、全員が頷く。

			　えー、じゃ、どうすればいいんだよ。

			「……今度私を襲うこと」

			「ん、私もそれがいい。初めてだからわくわくする」

			　……そっち方面かい。

			　というか、クリーナはやる気満々だねー。なんですか？

			『いい、クリーナ。ユキさんはヘタレだから、ちゃんと自分からアピールしないと、半年以上放っておかれるわ。押し倒す覚悟で迫りなさい』

			「ん、分かった。エリス師匠」

			『でも、無理すると初めては痛いから、そこらへんの見極めはちゃんとしなさい。あまりに無理してると、ユキさんは二度目を遠慮するから』

			「勉強になる。でも、ユキのを入れて痛いとは思えない。気持ちいいはず」

			『ええ。ユキさんのは、私たちを愛するためにあるのだから、最終的には絶対気持ちよくなるわ。だから、焦あせらず頑張りなさい』

			「エリス師匠みたいに、夜通しつながったままでいるのが理想で目標」

			　見てたの!?

			　というか、昨日のことですよね!?

			「……とりあえず２人の希望は分かった。だから、魔力枯こ渇かつの件にいくぞ。それが本題だし」

			　このままこの話を続けていると、この場で実演する羽目になりそうだ。

			　さっさと、本題に入らせてもらおう。

			『ま、いいわ。カヤとクリーナは、後日ちゃんとユキからしてもらったのか報告しなさい。この人、なぜか、そういうことには消極的だから』

			「……恥ずかしがりや」

			「ん、セラリア分かった」

			　ちっ、釘を刺されたな。

			　これじゃ、数日以内にしないと吊るし上げの上、ノルマが倍になったりするんだよな。

			　

			『……で、あなたとタイキが辿り着いた答えだけど、ナールジアさんに聞いたら理論上は可能らしいわ。でも、大陸をほぼ覆おおうような大規模魔法陣の構築と起動は、意図的にやらないと無理だそうよ』

			　そう、夏祭りの傍ら、ナールジアさんをはじめ色々知識人を秘密裏に動かしていたのだ。夏祭りは、それを隠れ蓑みのにして何かやっているのを悟られないようにする目的もあった。

			　魔力枯こ渇かつ関連に関しては、真面目に情報封鎖しないと全世界が敵になりかねないからな。

			『その話には、私が追加で話したいことがあります』

			『なにかしら？　ザーギス？』

			『セラリア様、ナールジアさんの話は、正しくもあり間違ってもいます。魔法陣というのは確かにちゃんと描かないと動作不良を起こし、機能しにくくなりますが、動いていないわけではないのです。まあ、ナールジアさんからすると、エンチャントとして機能しているのが完成の条件ですからね』

			『どういうことかしら？　簡かん潔けつに言いなさい』

			『つまり、今までに機能している結果が分かりやすく出ていない以上、あれは偶発的に動いている可能性の方が高いのです。ほら、私たちの大陸でも、タイキ殿が言った四し神じん相そう応おうという形で魔族を囲んでいました。分かりやすい結果は出ていませんが、私たちラスト国に近づけば近づくほど、強力な魔物が出るでしょう？』

			『……なるほど。私たちも、魔法陣を無意識に起動していたというわけね？』

			『はい。効果は微々たるものです。でも、魔術的にだけではなく、物理的にも効果があるのが分かっています。六大国然り、我らが五大国然りですが、こうやって大国同士が存在すれば、少なからず人の行き来があります。そこで、各国を繋ぐ道の魔物は排除され、生き残った者は中央に集まるか、外側に逃げるかしかないという状況になります』

			『……その通りだわ。物理的にも、魔物が集まりやすい状況を作っていたわけね』

			　そう、ナールジアさんとザーギスの話で分かった。魔法陣の物理的な効果だ。

			　そして、これは地球にも言えることだ。

			　魔法陣とはいかなくても、色々なところに道路を巡らせれば動物は生活圏を制限される。地球で言えば包囲網を無意識に築いて、その結果、動物たちが人里に下りてきたりして問題が起こったりしている。

			　今と昔、どっちが野生動物を見かけたかって言われると答える必要もない。というか、都会では野生動物はほとんど見かけない。……いや、都会は、すでにほとんどの野生動物が生きていける環境ではない。

			　さすがに皆も話を理解しようと真剣に聞いている。

			『で、その状況が４００年以上も続いているのです。タイキ殿が言うように、魔力枯こ渇かつ地域だとはいえ。いや、魔力枯渇の原因がこの魔法陣であるなら、とんでもない魔物がいてもおかしくありません。実際、実験では学府近辺の魔力消費量は20倍ではなく、私たちの大陸と同じく等倍です。つまり、魔法陣が機能して魔力を集めている証拠と言っていいでしょう。それで、問題の魔力貯蔵量ですが、いくら微々たる魔力の集積であっても４００年の年月を考えれば、膨大になるはずです。いまだ調査中ですが、この時間経過を考えると、いつ魔力の蓄積が解除されて究極の魔物が出るか……それなりの魔物の集団が生まれて、各国を蹂じゆう躙りんしても不思議ではありません』

			　その可能性は考慮すべきというか、考慮しないで楽観視できるほど、ここのメンバーはバカではない。

			『……由々しき問題ね。で、あなた。霧華たちを魔物の森へ調査に行かせているのよね？　その経過は？』

			「行かせているけど、霧華たちの索敵スキルだけだからな。ダンジョン化はしてないし、調査はそこまで進んでいない。でも、森の奥は、この大陸では珍しいものばかりだぞ」

			　そう言って、今までの調査で分かった魔物のリストを全員にコールで送る。

			「……うへぇ、オークの集落が３つ？　数は４００超え？　ウィードの大陸でも大問題だよ。これ、キングとかクィーンいるよ」

			「……ワイバーンはお飾りでしたね。ロックゴーレムまでいます」

			「ユキさん、このバジリスクがいるって本当ですか？　だとしたら、冒険者ギルドで討とう伐ばつ隊を組むレベルですよ」

			　主に冒険者に属しているメンバーが、ちょっと信じられないという声を上げている。

			　まあ、オークの数が集まっているってことは、上位種のキングとかクィーンが生まれている可能性があるし、ロックゴーレムは魔法生物の一種で、砕く以外に倒す方法がない厄やつ介かいなタイプだ。ワイバーンとロックゴーレムが勝負したら、腕力と重さでワイバーンが勝てる可能性は低い。バジリスクに至っては、毒を噴射するでかい蛇で、地球でも石化させる嫌な敵としてゲームでは定番だ。

			『……ざっと調べただけでこれね。このレベル、ロシュールであれば厳戒態勢で討伐隊を組織するわよ。魔物を統括できるタイプのリーダー系が出たら大被害よ。なんで、学府は討伐していないのかしら？』

			「そこは、詳しく学長に聞かないと分からないが、討伐クエストは出ているし、おそらく奥に行くのに制限をかけてるんだろうよ。ワイバーンが出るって分かってるわけだから、少しでも考えられるなら藪蛇はつつかない」

			『……そういうことね。ああ、でも、討伐しても魔力が集まってきてまた魔物が生まれるのだから、ある意味討とう伐ばつしないで正解なのかしら？　なにかそんな実験報告があったわよね？』

			「ああ、希少種とか変異種だろ？　魔物大氾濫の報告を調べる限り、だいたい過剰な間引きの後に強力な個体が生まれたり、魔物の大量発生があるみたいだな」

			『間引きをしないのも、しすぎもダメ。難しいわね』

			「自然なんてそんなものだ」

			　魔力循じゆん環かんは、自然みたいなもの。自然を自分たちの都合のいいように制御することはできない。上手く付き合っていくしかないんだよな。

			「で、ピースは俺の話に聞き覚えがあったか？」

			『いえ、申し訳ありません。あの人がいいと言ったことに関しては、深く聞けなかったので』

			「そうだよな……」

			　ピースには、俺が考えた前任者が斬られた理由を話してみたが、それに関係する記憶はないらしい。

			　ま、ピースは配下の魔物だしな、マスターに強く聞く理由もなかっただろうし。

			「やっぱり、スィーアとキシュアに聞くべきか？」

			『それはやめた方がいいわ。万が一、彼女たちが本当に不完全にしか聞いておらず、勘違いの末に前任者を斬り捨てたんだとしたら……自殺するわよ。だって、今までの覚悟や気持ちが、意味のないものになってしまうから。これまで奪ってきた前任者や多くの人の命も含めて勘違いでした、ごめん、で済ませられるレベルじゃないわ。私も自分の正義のためにあなたを斬ったとして、それが間違い、勘違いだと分かったら、もう正気ではいられないわ。自分で自分をめった刺しにして自殺できると思う』

			「やっぱりやめる。聖剣使いに自殺されると俺が困る。いい新大陸の管理人候補だから」

			『それがいいわ。真実を教えるにしても、状況を整えてからね。彼女たち自身、私から見ると、本当に為政者のトップを務めていたとは思えない甘ちゃんだもの。今まで聖剣の力と理想だけで生きてきたんでしょうね。叩き直すのには一苦労よ』

			　くそー、やっぱり確証を得るのは難しいか……。

			『ま、学長と聖剣使いは繋がりがあるみたいだし、そっちから攻めるしかないわね』

			「そっちは監視しているから、動きがあれば抑えに行くよ。で、あとの問題は……」

			『後手に回って各国で問題が起こったとして、それに参入するための方法ね？』

			「ああ」

			『今や、私たちはジルバの国王陛下直属で雇われた傭よう兵へい部隊。ま、私たちとしてはどうでもいいけど、よその国にとっては、この肩書は嬉しくもあり邪魔でもあるわよね』

			　そう、友好国には大手を振って行けるが、敵対国には近寄れない。

			　つまり、敵対国については、問題があっても見捨てるしかないのだ。

			　魔力の集積が確認された今、無暗に土地を掌しよう握あくして魔力を消費するのは避けなければいけない。だから、いきなりヒーロー登場でスパッと解決ってわけにはいかないし、かといって俺たちの正体を隠したままだと、その国で大っぴらに動けない。

			　ばれたら敵対国と戦争って可能性もあるしな。そんな魔力拡散しそうな状況を自分たちから作るわけにもいかない。

			『せめて、知り合いがいれば、その人を伝つ手てに行けるのだけど……』

			「それって、相手が結構な身分でないと無理だろ」

			『そうなのよね……』

			　俺とセラリアが少し沈ちん黙もくしていると、クリーナが声を上げる。

			「それなら、私は役に立つ。私の魔術の師匠は国でも有名。私の知り合いということでアグウスト国には行ける」

			『クリーナ、いいの？　あなたの立場を利用するのよ？』

			「ん、問題ない。夫を助け、支えるのは妻の役目。というか、手段を講じなければ、私の生まれ故郷がなくなる可能性がある。どうか、助けて」

			　そう言って、クリーナが皆に頭を下げる。

			『素晴らしいわね。もちろん、私たち妻仲間のお願いを断る理由はないわ。ねえ？』

			「「「任せて!!」」」

			　嫁さんたちが揃って声を上げる。

			　クリーナはそれを聞いて、ありがとうと呟つぶやき泣き出してしまった。

			　……嫁さんたちの仲が良好なようでよかったよ。クリーナは無表情系だから心配だったけど、大丈夫だな。

			『っと、クリーナの国には連絡を入れて、１回顔を出す必要があるわね。で、残るは３つね』

			「１つは問題ないだろう。ジルバの友好国だ。なにかあっても援軍としていける。問題は、この前の騒動で関係が悪化しているローデイと……亜人の国だ」

			『どっちも難題ね。ローデイ相手の交こう渉しよう役は、私たちのメンバーにいないわ。亜人の国は……シェーラ、トーリ、リエル、カヤ、ラッツ、エリスがメインね』

			「どっちにしても、時間がかかりそうだな……」

			「ぐすっ、大丈夫。ローデイに関しては、私に妙案がある」

			　涙をぬぐいながら、クリーナがそんなことを言う。

			『どんな案かしら？』

			「この学府には、ローデイの公爵令嬢がいる。私を通して紹介すれば、友人ぐらいにはなれると思う」

			『なるほど。いい案ね』

			　……ん？

			　ローデイの公爵令嬢って……。

			『公爵令嬢ね。できれば引き込みたいわね。今のところ、新大陸で権力を持っている妻はいないから、横のつなぎが大変なのよね。ベータンの運営もホーストを通さないと反発が怖いし』

			「ねえ、クリーナ。公爵令嬢って、サマンサ？」

			「ん、肯定。リエル、知ってる？」

			　……知ってるどころか、同じクラスですがな。

			　というか、最初からフラグ立ててくれやがりましたよ、あのお嬢さんは。

			『ああ、あのユキにいじめられた子ね』

			「嫁さん、その言い方やめてくれね？」

			『あら、旦那さんがした行為をオブラートに包んで言ったのだけれど？　あのままじゃ、公爵令嬢は汚名をかぶせられて退学だったでしょ？』

			「ぐっ」

			　原因は学長とはいえ、俺がサマンサお嬢さんを利用したのも事実だ。

			『因果応報ね。傷物にしたんだから責任を取ってきなさい。いい子なのでしょう？』

			「いや、悪い子ではないが、傷物っていうのは語弊があるよな……」

			『まあ、無理やり抱けとは言わないけど、友好的な関係にはなってよね。ローデイの足掛かりなのだから。あ、でも、ダメ元で告白はしなさいよ？』

			「いや、意味分からんし」

			『言ったでしょう。足掛かりって。告白すれば、嫌でも自分のアピールで、ローデイの公爵に挨拶へ行くことになるのだから。……というか、リーアの時のグダグダっぷりで、あなたが意識的に、女性の気を引けるとは思ってないから』

			「ひっど!?　まっ、いいか」

			『あら、思ったより素直ね。嫁さんなんて私たちで十分だーって、ダダをこねるかと思ってたんだけど』

			「ああ、普通ならそうだ。いや、今までは、絶対に嫁にしろと言われ続けてきたからな!!　それが、今回は失敗してもいいんだ!!　なら、失敗する確率が非常に高い!!　嫁が増えることはない!!」

			『……後ろ向きの発言をありがとう。まあ、私たちを愛してるって意味の発言だし、これ以上はつっこまないわ。でも、近々その公爵令嬢に告白はしなさいよ？』

			「ふははは、任せておけ!!　失敗率10割の状況を作って告白してやるわ!!」

			「「「……」」」

			　嫁さんたちの目が白い気がするが、そんなことはどうでもいい。

			　これほど気持ちが楽なミッションはない。

			　何せ失敗すればいいのだから。学生の告白が成功するのは物語の中だけだからな!!

			　もう何も怖くない、怖くはない。

			　あれ、なにかこのセリフ、フラグな気がするけど死亡フラグじゃないし、まあいいか。

		

	
		
			　

			第２５８掘　素晴らしき作戦

			　

			　ｓｉｄｅ：サマンサ・アン・ヒュージ

			　すでに時間は21時。

			　学府も街も、酒場以外はほとんど眠りにつく時間。

			　一部の生徒たちが、蝋ろう燭そくや灯りの魔術でわずかばかり部屋を照らし、静かに勉学へと時間を当てている。

			「……はぁ」

			　学び舎の一室で、私、サマンサ・アン・ヒュージは悩んでいました。

			　もう何度目になるでしょうか？

			　銀の杯に注いだワインに映る自分の顔を見てため息をつく。
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			「……お嬢様。そろそろ休まないと、明日に差し障りが出ます」

			　後ろで、昔から私の供をしてくれているサーサリが、心配そうに言ってくれます。

			　私より年上のサーサリは、スタイルこそ私には及びませんが剣技に優れていて、我がヒュージ家にとっては指折りの騎士です。

			　ですが、そんな騎士の地位より私の供になることを選んで、学府まで付き合ってくれました。

			　こんな公爵令嬢の次女には、もったいないぐらいの従者ですわ。

			　彼女の指導のおかげで、私は体術を交えた魔術決闘でそこまで躓つまずくこともなく勝ち進んでこれましたし、剣だってそれなりに使えるようになりました。

			　でも、この程度では……と、そんな考えがよぎるのです。

			　そして、数秒の沈ちん黙もくのあと、ようやく私は忠義厚い従者に言葉を返しました。

			「……そう、ね。休まないと、いけませんわね」

			　返事はしましたが、自分でもびっくりするぐらい空っぽな返事でした。

			　ああ、私の真意はそこにはないのだと言っているようなものですわ。

			　サーサリは、その空っぽの返事を聞いて、何も察しないような従者ではありません。すぐに少なくなったワインを継ぎ足し、氷を入れてくれます。

			　あ、私の得意魔術は氷なので、こう暑い日には贅ぜい沢たくに氷を生み出しては涼に使っています。

			　無論、サーサリにも使わせています。

			　主だけが贅沢をするなど、貴族の名折れ。自分に付き従っている者たちを満たし、ようやく自分を満たせるのです。国も貴族も、従ってくれる者たちが、国に住んでいる者たちが存在しなければ成り立ちません。たった１人だけの国や、貴族など存在しないのです。

			　なのに近頃、それが分かっていないバカ共が多くいます。平民は搾さく取しゆされるだけの存在だと思っているバカ貴族共が。

			　平民……彼らこそ、国の一番の宝。私たちの祖先が貴族として立ったのは民を守るため。貴族は、その立場から平民と分類される人々に対して、特殊な態度を取らなければならないことも多々あります。ですが、それはすべて民を守るため。間違っても民から搾取し、虐しいたげるものでは決してないのです。

			　……ふぅ、いけませんわね。

			　今の私は学生の身、公爵のお父様の娘なだけであって無位無官です。下手なことをすれば、自分の身を滅ぼすどころか、自分の家にまで多大な迷惑をかけてしまいます。

			　……実際、うぬぼれていて、先日もとんでもない失敗をしました。

			　それも、お家が潰れてしまいかねない失敗を。

			　私もある意味、平民のことを虐げる対象と見ていたのでしょう。

			　あの日来た、身なりは雑ではありますが丁寧な編入生たちを――ユキ様を追い返してしまったのですから。

			　……でも、あの失敗があったからこそ、自分がどれだけうぬぼれていてたのか分かりました。追求すべきことを見失わず人を正しく評価する、上に立つ者としての在り方を、あの人は示してくれましたわ。

			　※ユキとしては、学長の弱みを握りたかっただけです。

			　カラン。そんな音が杯から聞こえて我に返ります。

			　氷が溶けて、動いたのでしょう。

			「お嬢様。冷えておりますから、少し飲まれてはいかがでしょうか？」

			「ええ、ありがとう」

			　杯を傾けて、冷えたワインをのどに流し込みます。

			　程よく冷えたワインによって、のどに清涼感と酒精の火照りが訪れます。

			「……ユキ様のことを考えておられたのでしょうか？」

			「……ええ。ユキ様には失礼なことをして、多大な迷惑をかけてしまった。なのに、あのように庇かばっていただいて、さらには学府での案内を私のような愚物に頼むなど、どこまでも素晴らしいお方ですわ。それだけ私は感謝しなければならないのに……それでも、と思ってしまうのですわ」

			　※ユキにとっては、これ以上のトラブルはいやなので、一度痛い目を見たサマンサなら問題なく案内してくれると思っただけ。

			「お嬢様が愚物とはまったく思えませんが、ユキ様の度量、器の大きさは、私もとてつもなく大きく感じております。惹かれるのは当然のことかと」

			　普通なら、今回の件で罵ば声せいを浴びせられ、かなりの罰を受けてもおかしくないのです。

			　ユキ様は学長にすべての責任ありと仰いましたが、私はそうは思いません。

			　あの時、ユキ様は、私に学長に取り次いで欲しいと丁寧にお願いしていたのです。

			　それを一蹴した私に責任があります。

			　それでも私の気持ちをくみ取って、庇っていただけました。

			　ユキ様こそ、私が目指すべき理想の体現者なのかもしれませんわ。

			　※何度も言うけど、ユキにとっては食いついても仕方がないし、予定通り学長を釣る作戦だった。

			「サーサリ。あなたから見たユキ様たちはどうですか？　身分などは考えずに、今までの評価という形で」

			　不意に、私はそんなことを聞いてしまいました。

			　サーサリは良くも悪くも実直。こういう評価ごとは包み隠さずズバっと言います。

			　昔、私がちょっとしたことで助けてもらった貴族のご子息がいました。

			　当時は私も子供でしたから、そのご子息が運命の相手ではとはしゃいでいたのですが、サーサリはバッサリと……。

			『あれは、トラブルからすべて仕込みですので。あのご子息には近寄らない方がいいかと。中身もさっぱりです。お嬢様の才能と、お父上様の権力が狙いでしょう』

			　そんなことを言われて、泣いてしまいました。

			　泣くしかできませんでした。

			　……だって、それが事実だという証拠もそろえて持って来たのですから。

			　だから、私はサーサリに言って欲しかったのかもしれませんわ。

			　ユキ様は私に相応しくないと。そうすれば、私はユキ様を諦あきらめることができるでしょうから。

			「……評価だけで言うのであれば、問題は特にありません。いえ、違いますね。問題がないどころか、ユキ様は傑けつ物ぶつでしょう。あの学長相手に、終始優位に交こう渉しようを進める手腕。傍そばにいる護ご衛えいの強さは、私以上の者ばかり。その護衛たちを妻だと公言し、いらぬ揉め事を避ける先見性。そして、その護衛の１人は、魔術決闘で学長をあしらうほどの魔術師です。それらを総すべるカリスマと信頼、力。さすが、ジルバ、エナーリアの王族の血縁というべきでしょうか……」

			　※ユキとタイキのフラグ対策の結果です。

			　私はサーサリの高評価に驚いてしまいました。

			　だって、どんな相手であれ、必ず悪いところを言うはずの彼女が１つも指摘しないのです。

			「サーサリ。ユキ様の悪いところはどこかしら？　さすがにないわけではないでしょう？」

			　恐る恐る聞きます。

			　これで悪いところなどないと言われては、ユキ様を諦めることはできそうにありません。

			「はい。ユキ様とて人です。悪いところは確かにあります」

			「どこです？」

			「ユキ様は物事に対して、常に平等にあろうとしております。あとは女子供に優しいところでしょう」

			「……それは悪いところなの？」

			「悪いところにもなりうるということです。平等が過ぎれば人の心がないと思われますし、女子供に優しすぎればそこを突け込まれるでしょう。ですが、この２つはユキ様にとっては武器なので、悪いところになりうるかどうかは微妙ですね。すでに、いい塩梅、バランスを把は握あくしていらっしゃいます。学長相手に優位に交渉を進めたのですから」

			「……なるほど。平等とはいかない交渉のテーブルで、姿が小さな女の子相手に優位に進める手腕は、すでにその悪いところを克服しているというわけね？」

			「はい。……あとは、大将自らが赴くということでしょうか？　ですが、これも……」

			「物事に完全はない。なら、あそこまでの護衛を連れている状態で臨んでいるから、間違いではないと？」

			「はい」

			「……サーサリ。私がなぜ、こんな質問をしているか分かっています？」

			「ユキ様を、諦めてしまいたいのでしょう？」

			　サーサリが躊躇いもなく言ってきます。

			「なら、なんで、ユキ様を褒ほめるようなことばかり!!」

			「大丈夫です。お嬢様の気持ちは届きようがありません。諦あきらめるしかないのです。お嬢様も分かっているのでは？」

			「そ、それは……」

			　私はそう言われて、涙が溢あふれてきました。

			「お嬢様がユキ様に釣り合っていません。力も、才能も、血筋も、何もかも」

			　※ユキは一般のサラリーマンです。

			　事実を突きつけられて、私は必死に耳を塞ぎます。

			「や、めて」

			「諦めたいがためにユキ様の評価を下げるなど、愚おろかなことはやめてください」

			「いや」

			「いいえ、聞いてください。お嬢様、ここで諦めるなどという弱腰ではだめです。なぜ、自ら愛して欲しいと言わないのです」

			「そ、そんなの……絶対断られるに決まって」

			　そう、分かっている。私があの中に入れるとはまったく思えないのだ。

			　怖い。さらに拒絶されて、会話ができなくなるのが怖い。

			「ユキ様や周りの奥様は、迫ったとしても危害を加えない限り、友好的に接してくれるはずです。一度断られようが、何度もアタックをするのです!!　ユキ様以外の旦那様は、私は認めませんよ？」

			「サーサリ？」

			「私もいつか、お嬢様の従者から外れる時が来るでしょう。その時、お嬢様の隣に、お嬢様を預けてもよい素晴らしい相手がいたら私も嬉しいのです。その相手が、今まさにいます。ですから、どうか諦めずにユキ様へ思いを伝えてください」

			「で、でも……」

			「分かっております。ユキ様は、ああ見えてとても身持ちのお堅い方。奥様たちの笑顔や信頼を見れば、すぐに分かります。ですから、今しばらく時間をください。必ず、お嬢様を受け入れてくれるようにいたします」

			「サーサリ……。分かりました。私がこんな状態では公爵家の名折れ。絶対に、ユキ様の側室に加わって見せますわ!!」

			　そう、この実力主義の学府でトップ10まで上り詰めたのです。

			　自分の夫ぐらい、つかみ取って見せますわ!!

			「その心意気です。ということで、まずは布石を打ちましょう」

			「布石？」

			「はい。ユキ様はお優しい。そこをついて友人となるのです。これはいけると思いますか？」

			「ええ、その程度なら、今でもご友人と言ってもらっていますわ」

			「それは僥ぎよう倖こうです。まずは、ユキ様たちをローデイの御実家に招待するのです。そこで、旦那様たちに事情を説明して、ご協力願いましょう。ユキ様の血筋と各国への影響力、そしてご本人の才覚、それを知れば、旦那様も決して無下にするわけがありません」

			「……なるほど。でも、エリス様たちが……」

			「確かに、ユキ様の奥様たちには、前もって話しておく必要はあります。ですが、ユキ様の奥様たちは、お嬢様のお立場から得られる利益を考えれば拒否するとは思えません。聡明な方々です。まあ、個人個人の仲の良い悪いは、お嬢様とユキ様の奥様たち次第ではありますが」

			「分かりました。奥様たちには、私から直々に話しますわ。私が勝手にユキ様に恋焦がれているのです。私から話さなくては意味がないでしょう。それが最低限の誠意ですわ」

			　※ユキの嫁たちはサマンサの嫁入りを望んでいます。

			　そして、私はサーサリと詳しく話し合い、次の日からユキ様嫁入り作戦を開始するのでした。

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			「ユキ、サマンサへの告白を、絶対に失敗させるってどうするつもり？」

			　俺は、あの会議の後、クリーナにサマンサの情報を聞いていた。

			　まかり間違っても、告白が成功することがないようにだ。

			「クリーナから聞いた情報からすると、サマンサは貴族としての立ち振る舞いがしっかりしている立派な女性でプライドも高い。なら、俺がクリーナを嫁に迎えたということを説明した上で、サマンサを側室として迎えたいと言えばいい。有名な魔術師の弟子とはいえ、地位的にはクリーナがサマンサよりも下だ。だから、サマンサにとっては公爵を侮辱することに等しい。この告白を受け入れるわけにはいかないだろう？」

			「おお、なるほど。ユキ、賢い」

			　よし、クリーナがＯＫするなら、何も問題はないだろう。

			　これで、サマンサ自身が怒っても、一応、俺の方がジルバ王族の血を引いているという仮名義のおかげで地位的に上だから、ローデイへの繋ぎはできる。

			　一度ローデイに行ければ、あとはクリーナに魔物の大量発生の兆しありとでも言ってもらって、サマンサお嬢さんには悪いことをしたが……という流れでいけば問題ナッシング!!

			　いや、さすがに悪いから、こっそり告白する前に嫁さんが告白しろってうるさいんだって言っておけば、サマンサ本人もそこまで傷つくことはないだろう。

			　貴族然としているなら、魔物の大量発生の兆しは無視できないだろうし、告白云々は嫁さんがしろって言ってるだけだし!!

			　というか、サマンサ自体も俺たちと繋がりができることは悪いことではないし、演技に付き合ってくれるはずだ!!

			　完かん璧ぺきだ。完璧すぎる作戦だ。

			　俺は自信を持って告白が１００％失敗する計画が浮かび、その日はゆっくり寝ることができたのでした。

		

	
		
			　

			第２５９掘　動き出す欠片たち

			　

			　Ｓｉｄｅ：ニーナ　聖剣使い

			　深夜。

			　誰もいない廊下を１人で歩く。

			　あの場所と違って窓からは月が覗いており、廊下をはかなく照らして道を教えてくれている。

			　この場所を訪れるのは、何度目だろうか？

			　此こ度たび訪れるのは何年ぶりだろうか？

			　そう、ここは彼女が作った孤児院だった。

			　気が付けば、大陸随一の魔術学府などと呼ばれていたが……。すでに増改築を何度も行い、孤児院だった頃の面影はまるでない。いや、すでにもともとの孤児院の大きさを10倍以上、上回っているから別物というべきなのだろう。

			　でも、所々、あの日の孤児院を思わせる造りをしている。

			　ああ、歩くたびに思い出す。

			　彼女は頻ひん繁ぱんにここを訪れては、引き取った子供たちが不自由をしていないか確認していた。彼女自身になにかあれば、それこそ孤児院存続の危機なのに、それが分かっていても頻繁に訪れていた。

			　私たちも慌てて彼女の護ご衛えいについて、孤児院の子供たちと遊んだのだ。

			　孤児院を任せていたシスターも私たちの素性を知ろうともせず、ただただ、よき友人としてやってきた。

			「貴女様でしたか……」

			　私が廊下で窓越しに月を眺めていると、そんな声をかけられた。

			　特に殺気も感じないので、ゆっくり其方を向くと副学長のララが佇んでいる。

			「やあ、お久しぶり」

			「ええ、ニーナ様も息災で何よりです」

			　彼女は、私たち聖剣使いのことを今でも知っている数少ない人だ。

			　エルフなのが幸いだね。

			　私たちと同じ不老とまではいかないけど、彼女も少しずつしか老いない。

			　共通の知り合いはとうの昔に亡くなってしまったけど、彼女を見ると、私たちが生きてきたあの時はあったのだと思わせてくれる。

			「また美人になっちゃって」

			　ララの姿を見て素直にそう思う。

			　私たち聖剣使いは彼女よりも年上だ。

			　だから、彼女の成長はとても嬉しく思う。

			　これが、母親の気持ちなのかな？　こんな気持ちを彼女も抱いていたのだろうか？

			「ありがとうございます」

			　ララがそう言って丁寧に頭を下げる。

			　そのよそよそしさを、少し寂しいと感じてしまう。

			　まあ、ほとんどほったらかしだし仕方ないか。

			　用事はララの様子を見に来たわけではないし、本題をさっさと済ませよう。

			　再び事態が大きく動き出すのだから。

			「学長、ポープリに用事があってきたんだ。いるかい？」

			　私がそう聞くと、ララは頷いて背を向けて歩き出した。

			　その後をついていく。

			　前に来たのは何年前だっけ？

			　おかげで、どこが学長室か分からなくて、深夜の学府を歩き回っていたのだが。

			　そんなことを考えているうちに学長室についたのか、ララがドアの前で立ち止まった。

			　その姿を見て、本当に大人になったよなーと思ってしまう。

			「学長。お客様がお見えです」

			「は？　こんな時間に？」

			　懐かしい声が扉の向こうから聞こえてきた。

			　ララが返事を待たず扉を開けて、私に入るように促うながす。

			　ま、お互い知らない顔じゃないし、こうした礼儀は略してもいいと思ったんだろう。

			「げっ、ニーナ」

			「げっ、とは失礼だな」

			　学長室に入ると、あの頃のままのちっこいポープリが書類仕事をしながら、瓶から飴玉を取りだして舐めていた。

			「まったく久々に来てみれば、ポープリは変わらないな」

			「はっ、地下でネチネチ根暗な作戦を考えているお前たちよりはましだよ」

			「言ってくれる。いい加減、飴玉を舐めるのはやめなよ。もう、子供じゃないんだからさ。ああ、姿も中身もいまだ子供だっけ？　いや、ごめんよ」

			「こっの、お前たちだって中身はすっかり婆じゃないか。外身だけは若いが、中身はよぼよぼだね。あーいやだ。会えばどいつもこいつも、飴玉を舐めるのをやめろから始まって、学長に相応しい行動をしろって言うんだよ。これ、なんて言うか知ってるかい？　年寄りの冷や水って言うんだよ。この老害が!!」

			「ああ!?　ポープリのどこが学長に相応しい行動をしているって言うんだよ!!」

			「相変わらずの、直情型の節穴な目しかないね。私が今までこの学府を維い持じしてきたという実績が、私がどれだけ学長に相応しいのかを証明しているんだよ。相応しくないなら、すでに学長を下ろされてるっての。私はお前らみたいに、国と上手く付き合えなかったわけじゃないんだからな!!」

			「……」

			　ポープリにそう言われて沈ちん黙もくする。

			　黙った私の姿を見て、ポープリも自分が言ったことに気が付いたのか、少し気まずそうな顔を見せた。

			「……すまない。言いすぎた」

			「……私も言いすぎた」

			　お互いに謝る。

			　でも、これだけは言っておかなければいけない。

			「国と上手く付き合えなかったのは、確かに事実だ。だが、あれは国が、人が愚おろかだったからだ!!」

			　そう、私たちの願いを踏みにじり、平和への兆しをぶち壊し、さらなる戦乱を引き起こした。そればかりか、私たちを幽閉して魔剣を作らせ、自国の利益ばかりを追求する。そんな下げ種すしかいないのだ。

			　……国は、人は滅ぶべきだ。

			　それだけは絶対に譲れなかった。

			　でも、言葉を聞いたポープリが冷めた目でこちらを見てくる。

			「またその話か。……はぁ。確かに君たちが受けた扱いには、憤ふん慨がいして当然だと思う。でも、君たちも無茶苦茶だったんだよ。何度も言うけどね」

			「なぜ、戦争をやめ、平和になることが無茶苦茶だというんだよ」

			「……その手段だよ。君たちは徐々に平和に持っていく方向じゃなかった。聖剣の力を存分に使って、力ずくで超短期間で平和へと導こうとした」

			「それの何がいけないんだ？　一刻も早く平和になれば、それだけ多くの人が救われるんだ」

			「違うよ。君たちの力ずくの平和では、君たちが一番幸せになって欲しいと望む人たちは、絶対に幸せになれない。それは平和じゃない。力ずくで確かに平和になった。だが、結果、今の状況だろ？　いくら君たちが平和を望んでいても、各国の憎しみがすぐに消えるわけでもない。徐々にそういう流れを作っていって、やっと本当の平和になるんだ。君たちという強者に従って手を取り合ったが、国の芯まで平和になるわけじゃない。むしろ、無理やりな停戦は、憎しみや悲しみを募らせた人にとっては壊すべき悪だ。そんな状態じゃ、国としても内戦が勃発しかねない。それで割を食うのは一般人さ。だから、国々は君たちを幽閉した。徐々に平和へと導く形を望んで。……あの時に考えうる、最善の策だったと私は思うよ」

			　この話もポープリとは何度も話した。

			　でもポープリは、結局、今まで私たちの考えを受け入れたことはない。

			「でも、奴らは、私たちを道具にしたんだ」

			「……ああ。それは私も間違っていると思う」

			「なら、どこが最善の策だ!!　今の今まで４００年。争いがやんだことはないぞ!!　分かりきっているだろう!!　答えは出ているはずだ、人は救う価値はない!!」

			「……そうだね。そうかもしれない」

			「なら、なぜ手を貸してくれない？　ポープリは聖剣こそ持っていないが、彼女から魔術を受け継いだ大魔術師だろう!!　私たちと一緒に彼女に育てられてきた!!　だから……」

			　私は言葉を続けようとしたが、ポープリから向けられた鋭い眼光に遮さえぎられた。

			「……黙れ。彼女を斬り捨てたお前たちに、手を貸すわけないだろうが!!　斬り捨てた理由は分かるから、こうやって会うのは我慢できる。しかし、お前たちの人を滅ぼすなんて話には絶対に乗れない」

			「なぜ？」

			「なぜも何もあるか……。だから、君たちは馬鹿なんだよ。彼女の一国を潰そうとする行為を見逃せなくて、君たちは彼女を斬り捨てた」

			「ああ。魔物の群れが迫っていると分かっていて、彼女は傍観するつもりだった。それは、私たちにはできなかったよ」

			「だから、君たちの気持ちも分かる。だけど、いや、だからこそ、人を滅ぼす作戦に乗るわけにはいかない。君たちは、彼女の行為を否定したんだ!!　なら、最後まで人を守って見せろ!!　お前たちは斬り捨てた彼女を無駄にしたいのか!!　人を減らすという解決策ではなく、手を取り合い平和に導くことを解決策としたはずが、結局彼女と同じ。いや、より大規模で人を滅ぼそうとしている。なあ、彼女の死は意味のないものだったのか？　彼女は最後まで笑っていたよ。君たちの選択を、決して恨んではいなかった。なのに……その答えがこんなものなんて、彼女や、ピースたちに対して酷ひどい裏切りだってことに気が付け!!」

			「……分かってるよ。そんなことは。でも、４００年、４００年だ。今まで、ずっと根暗な地下で作戦を練ってきたわけじゃない。国に裏切られても、必死で平和を模索していたんだ。だけど、これが一番いいと思った。これ以上、今いる人々がいても仕方がない」

			「だから滅ぼすか」

			「ああ。だけど、ポープリやララは死なない。私たちの孤児院をお願いしたい。世界を一度、掃除するだけだ。私たちが選び、君たちが育てた子たちなら、きっと平和な世界になるから。ピースも復活させて、魔物とも争わなくていい世界が生まれるんだ」

			「……ピースが君たちを許すとでも？」

			「いや、私たちはその段階で、ピースに、ガードワールドに殺されるつもりだよ。それですべて終わる」

			「……私たちにすべて押し付けてね」

			　ポープリの言う通り、最後は押し付けて逝いくつもりだ。

			　でも、それぐらいしないと彼女に申し訳がたたないし、ピースの怒りも収まらないだろう。

			　だけど……それで最後なんだ。憎しみも悲しみも。

			「だから、どうか協力して欲しい」

			「断る。私は、最後まで人々による平和を目指す。君たちが諦あきらめたというだけで、可能性がないわけじゃない。それが私にできる、彼女への手向けだ」

			　ポープリ、やっぱり君は、その道を選ぶか……でも、それは無理なんだよ。私たちが身をもって実感した。今の人間たちでは絶対に無理だと。

			「……ララはどうする？」

			「私は最後まで学長と共にあります。ニーナ様、申し訳ありません」

			　……はぁ、結局こうなったか。

			「で、今さら分かりきったことを聞きに来たわけではないんだろう？」

			「ああ、今日は宣戦布告に来たんだよ」

			「……始めるのか？」

			「そうだ。いや、実際にはすでに始めていたんだけど、エナーリアは失敗しちゃったよ」

			「は？　そんな話は届いていないぞ？」

			「そりゃ、あっという間に鎮圧されたからね」

			「誰に!?」

			「この学府にいる傭よう兵へいたちにだよ。まあ、ポープリが人々を信じる気持ちも分かるよ。まだ世界には、彼らのような平和を望む傭兵がいる。だけど、それじゃ止められない。この前のデカいブラックウルフの件で、ポープリはこの学府を動けそうにないしね」

			　あの日はポープリの実力を再確認するために、ワイバーンを近場までおびき寄せたんだけど、思わぬ魔物が出てきた。

			　ブラックウルフの大型種。

			　あれはさすがに、ポープリも含めて私たち全員で臨まないと危ないだろう。

			　だが、ある意味私たち聖剣使いにとっては僥ぎよう倖こうだった。

			　これで、ポープリは学府の安全を優先しなければならず、各国に行って戦うことはできない。

			　私たちは安全に各国を落とせるわけだ。

			「……くそっ。で、どこを攻めるつもりだ？」

			「ローデイだよ。あの傭兵たちが関わっているエナーリア、ジルバは最後だ。ローデイはあの傭兵たちも繋がりがないし、今から関係を作ろうとしても間に合わない。というか、そこまで国は柔軟じゃないからね」

			「なぜ、それをわざわざ伝えに来た？」

			「簡単だよ。協力してくれると言ってくれれば、いつでも受け入れるよって伝えにきた」

			「協力など絶対にしない!!」

			「うん。分かってるよ。でも、その場合、最後はこの学府もろとも教え子すべてがいなくなる。ま、ポープリが協力してくれるなら、学府の教え子ぐらいは……なんてね」

			「……そこまで腐ったか」

			「腐っているのは、この世界の人々さ。ローデイ滅亡の報告でも気長に待っててくれ。ああ、学長命令で学府の教師や生徒を派遣してみるかい？　そうすれば、少しは滅亡が長引くかもね。でも、向かってくるなら全部殺す。まあ、起こってもいない事態に、何をどう説明して派遣するのかも大変だろうけどね」

			「……」

			　ポープリが悔しそうに飴玉を噛んで割った。

			「所しよ詮せん、今の世界なんてそんなものさ。……滅ぼすべきなんだ。じゃ、また来るよ」

			　私はそう言って学長室を去った。

			　さあ、あとはポープリに通達したことをリーダーに話して、ローデイを潰そう。

			　キシュアが囚われている今、内側から奇襲はできないけど、前よりも多くの魔物をそろえて押しつぶせばいいだけだ。エナーリアのように少数で潰すような真似はしない。

			　対応できないほどの大群で、全力でローデイを潰す。

			　いい宣伝になるだろう。

			　……世界の終わりを告げるには。

			　

			　ｓｉｄｅ：ポープリ・ランサー　ランサー魔術学府学長

			　私とララは、ニーナが学長室から出ていくのを黙って見送った。

			　それしかできなかった。

			　ニーナの姿が消えたあと、ララが口を開く……。

			「……学長。いえ、ポープリ姉さん。ニーナ様を、あのまま送り出してよかったのですか？」

			「いや、意味がないよ」

			「意味がない？」

			「ああ。ニーナを万が一ここで倒しても、ほかはすでに動き出している。というか、今ここでニーナとやりあえば、私とララ、そしてニーナが言った傭よう兵へいのユキたち以外は死ぬ。巻き添えで。それこそ、ニーナたちの思う壺だろうね」

			「……ローデイはどうするのです？」

			「悔しいことに、現状ローデイに深入りできる材料がない」

			「でも、いつかこの日が来ると分かっていて、準備をしてきたのではないですか？　ローデイにしても、学長の名前と権限を振るえば、動かせないことはないはずです」

			「その通りだ。でも、それをすると、私たちが騒動の原因と思われかねない。そうなれば学府の存続が危うくなる」

			「……学府のことをよく思わない連中ですか」

			「そうだよ。確かにこの学府は大陸随一の戦力を誇ほこっている。他国が扱いきれなかった麒麟児を集めたからね。だから、各国の中には、この学府を解体して分散管理すればいいという意見もある。今回の聖剣使いたちのローデイ侵略を止めたとしよう。聖剣使いたちの歩兵は魔物だ。それを食い止めたとして、補償と責任はどこが負うべきだと思う？」

			「……魔物の森を擁する学府、ですか？」

			「ああ。しかも、私たちが事前にローデイに連絡を取れば、この事態は、私たちが魔物の森を管理し損ねたからだと責められかねない」

			「そんなバカな」

			「世の中、言ったもの勝ちだからね。魔物を大量に召しよう喚かんして使役できるなんて事実を知らなければ、当然、原因は私たちしかいない。よって、真実はどうであれ、私たちは窮地に立たされる。だから、今できるのは学府で何事もなく過ごし、魔物の大量発生がなかったという証明をするしかない。ローデイが滅んでしまえば、そんな量の魔物がどこから来たとか考えている事態ではないからね」

			　くそ、自分で言っていて胸糞が悪くなる。

			　私の立場が、現状を打破する障害になっている。

			　覆面でもつけていくか？　いや、それでも聖剣使いたちがいるから、敗れる可能性も高い。

			　１人ではどうにもならない。なら、ローデイと連携を取る必要があるが、それはララに言った通り、学府の責任がとても問題になる。

			「なにか、手はないのですか？」

			　ララが縋すがるようにこちらを見る。

			　ローデイはララの故郷でもあるから何とかしてあげたいが、彼女自身も向かうわけにはいかない。聖剣使いと大量の魔物を相手にするのは無理だし、今のララの立場は副学長なのだ。私と同じような結末になる。

			「１つだけ、ないことはない」

			「では、それを実行すれば……」

			「でも、それは賭けになる。それこそ学府の存亡に関わることになる」

			「いったいどういう作戦なのですか？」

			　ララが必死の思いでこちらを見てくる。

			　実現は不可能に近い。だって……。

			「そうですね。普通に考えれば不可能です。私たちジルバ、エナーリアの編入生をローデイに向かわせて偶発的に排除させるなんて。また私たちにお仕置きされたいんですか？」

			「え？」

			「……やっぱり、聞いていたね」

			　学長室の隅から、いきなりエリスさんが現れた。

			　でも納得だ。

			　彼女たち傭よう兵へい団は、聖剣使いをすでに２人倒している。そして彼女の言う通り、傭兵団が偶然、聖剣使いたちとぶつかって排除してもらうしかないのだ。

			「まあ、そんな捨て駒のようなことをすれば、ジルバ、エナーリアが黙っていないでしょうね」

			「はぁ、ということだ。どのみち、私たちはローデイに手出しはできないんだよ」

			「そんな。エリスさん、何とかなりませんか？　もう、あなたたちに頼るしかないんです。このままでは、ローデイが、多くの人が死んでしまいます」

			　無理だよ、ララ。

			　これが国としての在り方なんだ……。

			　いや、普通に人としても正しい。

			　どうして、好き好んで死地に向かう者がいるものか。

			「ええ。助けてあげても構いませんよ。もちろん、学府側が責任を負えなどとも言いません。ですが、条件が１つだけあります」

			「「え？」」

			　私もララもその言葉に驚いた。

			　なぜ私たちを助けてくれる？

			「言ってください。どのような条件ですか!?　私の命を差し出せというなら……」

			「こら、ララ。滅多なことを言うんじゃない!!　で、エリスさん。そちらの条件はなんだい？」

			　私はララを庇かばい、エリスさんの前に出る。

			「そうですね。それは私から言うべきではないです。任せましたよ、ラビリス」

			「ええ、ありがとう。続きは私から言わせてもらうわ」

			　そう聞こえたかと思うと、エリスと同じように学長室の暗がりから、ツインテールをした幼い少女が現れる。しかも、後ろに幼い少女を３人も引き連れている。

			　いったい、どれだけの人数が学長室にいるんだ!?

			　なんでそれに気付けない!?

			　その少女の顔は、窓から差し込む月灯りに照らされて、ようやく確認できるくらいだ。

			「……君はラビリスかい？　そして、アスリン、フィーリア、シェーラだったよね？」

			「ええ。名前を覚えてくれてありがとう。学長さん」

			「ありがとうございます」

			「ありがとうなのです」

			「覚えていただき光栄です」

			　可愛かわいらしい返事が学長室に響く。

			　でも、この状況は異常。

			　なぜ、エリスさんが引いて彼女が前に出てくる？

			「さて、エリスに代わって私が条件を言うわ」

			「ちょっと待ってくれ。君たちは傭よう兵へい団だろ？　なぜ、団長のユキさんが出てこない？　なぜ君が出てくる？」

			　咄嗟に彼女の発言を遮さえぎって、一番大事なところを聞くことにする。

			　……どういうことだ？　彼女たちは傭兵団ではなかったのか？

			「あら、そういえば私たちが何者か、言ってなかったわね」

			　ラビリスはそう言うとスカートをつまみ、お人形のような姿で綺き麗れいなお辞儀をした。
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			「どうも、前任者の欠片たち」

			「ぜんにん……しゃ？」

			　ぜんにんしゃ、前任？　前任者!?

			　私がその言葉を理解して驚いたのが、目の前の少女には理解できたのだろう。

			　ラビリスが綺き麗れいな笑顔で口を開く……。

			「私が今代の、この大陸の魔力管理を任されたダンジョンマスターよ」

			　冷や汗が止まらない。

			　まさか、そんな大物が出てくるなんて……。

			　そうか、なら納得できる。

			　私をあっさりあしらう力、聖剣使いを退ける能力、常軌を逸した情報収集能力……。

			「さて、条件を言うわ。あなたたち２人は、私の部下になりなさい。そして、知りうる限りの情報を提供しなさい。それでローデイは助けてあげる。理由は言わなくても分かるわね？」

			「彼女たちや聖剣使いたちの行動は、ダンジョンマスターの方針と合わないのですね？」

			「ええ。合わないというか、今の状態を崩されると非常に管理が面倒になるの。今まで様子を見てきたけど、ローデイを崩されると、こっちとしても非常にやりづらいの。だから、部下として協力しなさい」

			「……」

			　私は沈ちん黙もくしてしまう。

			　これは、即座に受け入れてしかるべきなのに……。

			「……どうしたのかしら？　不満？」

			「い、いえ。そういうわけでは……」

			　何が引っかかっている？

			　このままでは、彼女の前任者の願いは、あえなく散ってしまうというのに……。

			「あ、分かった」

			「なのです」

			　アスリンとフィーリアが何かに気が付いたのか、ダンジョンマスターのラビリスと横にいるシェーラを交えて何かを話す。

			「ああ、なるほど」

			「素晴らしいですね。アスリン、フィーリア」

			「「えへへー」」

			　なぜか２人は頭を撫でられて喜んでいる。

			　ひとしきり撫で終わったあと、ラビリスがこちらに向き直った。

			「そうね。こちらも配慮が足りなかったわ。先ほどの話を聞いていたら、まず言うべきね」

			　私は身構えた。

			　アスリンたちが何を思いついたのかは想像もつかないが、普通なら、処刑されてもおかしくはない立場だ。

			　でも、ラビリスの口から放たれた言葉は、その想像とかけ離れた別のものだった……。

			「私は、学長ポープリの方針を是とする。聖剣使いたちの悲嘆も分かるが、それで今を生きる関係のない人々を不幸にしてよいわけでない。前任者を斬り捨てたことへの責任は問わぬ。その覚悟を今まで持ち続けたことを称賛する。無論、学府をどうこうするつもりも、学長としての地位を捨てよとも言わない。ただ、今を守りたいのであれば私の部下となれ。それが前任者へ、あなたが示せる手向けだろう？」

			　そう言われて、涙が溢あふれてきた。

			　よかった。私はこの人について行っても、彼女の死を無駄にせずに済む。

			　なら、何も迷うことはない。

			「ランサー魔術学府学長、ポープリ・ランサー。および、副学長、ララ・ツード。今代のダンジョンマスター、ラビリス様に忠誠を誓います!!」

			　私の宣言を受け、ラビリス様の顔が優しくなる。

			「ええ、これからよろしく」

			「「はっ」」

			「でも、そんなお堅い忠誠はいらないわ。まずは指定保護をして、その後じっくり話しましょう。時間はないけど、ちゃんと相互確認をしておかないと変なところでミスをするから」

			　そして、ローデイ救出作戦と今までの情報の提供と照合、色々なことが動き出す。

			　……聖剣使い、君たちのことは絶対止めて見せる。

			「あ、それと、はい。飴玉。結構、食べつくしたみたいだし。ララにはケーキね」

			「「ありがとうございます!!」」

			　決して、食べ物に屈したわけではないよ？

			　

			　ｓｉｄｅ：ラビリス

			「ユキーー!!」

			　今の私は止まらないわ。

			　ユキに向けてダイブするの。

			「おっと、どうしたラビリス？」

			　ダイブした私をしっかりと受け止めてくれる優しい夫。

			　あー、いい匂い。このために生きてるのよ。

			「もう、今日は疲れたわ。ユキの代わりを頑張ったのよ。もっとぎゅっとしてちょうだい」

			「ああ、ありがとう。ラビリス」

			　今日の学長との会談は疲れた。

			　こういう役得がないとやってられないわ。

			　そして、私はユキの腕の中で気を失ったように寝てしまうのだった。

			　あーあー、エッチも要求すればよかったわ。

			　とりあえず、こんな面倒を引き起こした聖剣使いたちは、全員全裸でマツケ○サンバを踊らせてやる。

		

	
		
			　

			第２６０掘　布陣発表

			　

			　ｓｉｄｅ：トーリ

			　現在の時刻は深夜２時をちょっと回ったところ。夜番の日を除いて、普段は私やリエルも寝ている時間です。

			　でも今は、とある事情により全員が起きています。

			　まあ、無理をしたラビリス、アスリン、フィーリア、シェーラはユキさんに抱かれて？　しがみついて？　寝ています。

			『まったく、本当に厄やつ介かいごとは畳み掛けてくるわね』

			　ウィードで子供の世話をしていたセラリアが、ため息をつきながら言います。

			　連絡を取ったときに、偶然、子供たちが夜泣きをしていたらしいので、すぐに返事をしてくれました。寝入っていたら、起こすのは大変だったでしょう。

			　さて、こうやって深夜にメンバー全員を起こしたのは、先ほど、ついに学長と聖剣使いの接触があったからです。

			　内容は、最初は穏やかな友人同士の挨拶だったのですが、最後には宣戦布告に変わって、このままでは私たちの魔力枯こ渇かつ関連で大きな障害となりかねません。

			　なので、慌てて聖剣使いのニーナさんが去ったあと学長たちを取り込みにいって、指定保護、協力体制を得ることができました。

			　現在は学長たちに、ローデイへの出国準備と手回しを色々やってもらっています。

			　私たちはこうやって集まって、魔法陣中央の魔力集積問題、ローデイへの派遣メンバーの選定を行おうとしています。

			　それにしても、ユキさんが明日サマンサに告白するタイミングだって言うのに、聖剣使いも空気を読めよと思います。

			　あのユキさんが、告白するんですよ!!

			　私たちがあれだけ大好き大好き言っているのに、結婚するときにようやく告白や、愛しているって言ってくれたユキさんが、自主的に最初から!!

			　リーアの時だって、結局、ユキさんが言う前にリーアの愛が振り切れたわけだし。

			　もう、これはユキさんの妻であれば誰でも分かる、レアシーンです!!

			　永久保存版です!!

			　あとでユキさんに見せつけて、私たちもその甘い告白シーンを再現してもらうんです!!

			　……まあ、ユキさんは恥ずかしがりやなので悶えそうですけど、それもいいんです。垂涎モノです。夜がはかどるんです!!

			　はっ、そんなことは……いえ、そんなことではないのですが、今は聖剣使い関連に対処しないといけません。

			『とりあえず、まず最初に決めるべきは、ユキの告白を監視する役ね』

			「「「そうですね」」」

			　さすが、セラリア。よく分かっています。

			　それなくして、ほかの行動は決められません。

			「なんでだよ!?　俺やるよ!!　ちゃんとやるよ!?」

			『サマンサを押し倒して、子作りするの？』

			「しねーよ!!」

			「「「はぁ」」」

			「あれ？　何も間違っていないのに、なんでそんな反応!?」

			『そんな覚悟で、告白が成功すると思ってるの？』

			「いや、成功しなくていいだろ？」

			『はぁー。失敗してもいいけど、それなりの告白をしないと、ローデイへの繋ぎにならないのは分かるわね？　怒らせるなんてもってのほかよ？』

			「……そりゃ分かるが」

			　あ、ユキさんが横向いた。とんでもない告白をするつもりだったんだ。

			『……まさか、裏取り引きでもして、告白したっていう事実だけ作ろうと思ったわけじゃないでしょうね？』

			「……マ、マサカ」

			　ユキさん、やろうとしてたな。

			『いい、ユキ。今、学長たちが、ローデイに向かうための建前を準備しているのは知っているわよね。それは、あくまでも私たちが、いえ、ユキがサマンサに告白してＯＫをもらって、公爵に挨拶に行くためなのよ。その途上か後で、聖剣使いとぶつかって殲せん滅めつする手はずになってるの。だから、聖剣使いについては建前上はおまけで、公爵家への挨拶を絶対しないといけないの。生半可な気持ちと演技で、公爵の当主に娘をくださいなんて言えばばれるわよ？　それでローデイとジルバ、エナーリアのあいだで戦争が勃発なんてことになったら意味がないのよ？　つまり、ユキはサマンサが一発で結婚にＯＫして、押し倒されてもいいと思える告白をしないといけないの』

			「難易度高!?」

			『まあ、それぐらいの気持ちで行きなさいって言ってるの。ユキは政治的な交こう渉しよう事は得意だけど、女性をどうこうするのがとても苦手なのは、私たちがよーく知ってるわ。だから、真剣にしないとダメって言ってるの。まずは、サマンサと仲良くならないとどうにもならないんだから、本当にお願いね』

			「……はい」

			　ユキさんがしょんぼりしてる!!

			　可愛かわいい!!　可愛いよ!!

			『ということで、真面目に足掛かりを作ることに失敗しないためにも、ユキの告白を監視すると同時にアドバイスをする役がいるのよ。誰か、公爵令嬢を落とすアドバイスはできる？』

			　セラリアがそう聞くけど、皆が沈ちん黙もくする。

			　さすがに、私もリエルも一般の生まれだし……。

			『それなら、セラリアが一番適任では？　元公爵でしょう？』

			　ラッツが普通にそう言います。

			　ああ、そういえばセラリアは王女だったけど、ユキさんとの結婚で王位継承権を放ほう棄きしたから、王族分家の公爵になったんだっけ？

			『公爵ね……。夫と結婚するために公爵になって、その後、半年も経たずに女王だし、なにか違う気がするのよね。あと、私自身が公爵の位であって、公爵令嬢でもないのよね。正しくは元王位継承権第３位、第２王女よ』

			「「「あー、なるほど」」」

			『まあ、かなり釘は刺したし下手な告白はしないでしょう。ユキの監視は、学府の編入生になってるメンバーから選出をお願いするわ。さすがに編入していない私やデリーユが見張るのは、問題あるでしょう』

			　そっか、学府内は関係者以外立ち入り禁止だしね。

			　まあ、セラリアも関係者ではあるけど、さすがに悪目立ちするか。

			「分かりました。ユキさんの監視役はこちらで決めておきます。で、問題はサマンサさんと話が付いたあとの移動方法と、ローデイへ向かうメンバーを決めないといけません。あと、最悪の時に備えて学府の防衛を担当するメンバーですね」

			　あ、ユキさんの監視で頭がいっぱいだった。

			　目的はエリスの言った通り、ローデイを潰されるのを避けるためなんだよね。

			　そして、万が一ローデイでの破壊活動が成功して、魔力が学府周辺に集まって魔物が溢あふれかえった時の対策と。

			　うわー、色々面倒だな。

			『そこは夫から話してくれるわ。あなた、告白を考えるのは後にして皆の配置を言ってちょうだい』

			「……へいへい」

			　ユキさんは何かを書き込んでいた手帳を置いて、皆を見回します。

			　さあ、今度はどうなるのかな？

			「繰り返しになるが、まずは、分ける種類を説明する。

			　１つ、ローデイを守るチーム。これは聖剣使いのローデイ殲せん滅めつ作戦を防ぐためだ。方法としては、サマンサと仲良くなって、俺を中心に数人がローデイ公爵の下へ挨拶に行くという流れになっている。その過程で偶発的に遭そう遇ぐうしたことにして、聖剣使いの撃退、捕縛を行う。

			　２つ、学府周辺の観察チーム。こっちは、万が一のことも考えてだ。聖剣使いの撃退で魔力が拡散するので、魔物が森から出てくる可能性がある。それを事前に食い止めることが目的だ。

			　３つ、一応、陽動の可能性もあるので、その他のベータン、ジルバ、エナーリアへの侵攻を想定して、最低限の防衛チームは残す。なお、ローデイ組はダンジョンのシステムを使った転移ができないので、ほかの場所へ即時戻ることはできない。ということは、逆の意味で応援も即座に行けないということになるから、ローデイ組に多少戦力を集めようと思っている。さて、ここまではいいかな？」

			　みんな頷く。

			「では、まずメインのローデイチームは、俺、クリーナ、リーア、ルルア、デリーユ、シェーラ、エリス、ラビリス、アスリン、フィーリア。あと、ジェシカはミフィー王女の護送はもう終わってるな？」

			『はい。すでにジルバに戻っています』

			「なら、ジェシカも来てくれ」

			『分かりました』

			「で、ローデイへの移動だが、アマンダの魔物、ワイバーンのワイちゃんが移動手段になる。まあ、こっそり俺やアスリン、部下の魔物が鍛えているから、俺たちぐらい運ぶのはわけないだろう。それで分かるかと思うが、アマンダとエオイドが付いてくる。この２人は建前上、学長から公爵への手紙を渡すという話で行くことになっている。

			　まあ、実際は俺たちの移動手段だがな。さすがにアスリンのデンや、俺たちの部下のドラゴンたちを移動手段にするわけにはいかん。車の移動も考えなくもないが、そっちはローデイの貴族から余計な横槍が入りそうなので、今回は使用しない。飛行速度から考えて１日もかからんだろう。空には障害物はないからな」

			　ああ、なるほど。

			　アマンダに譲ったワイバーンを乗り物にするんだ。

			　それなら、問題なく行けるかな？

			「次に、学府周辺の観察、防衛だが、トーリ、リエル、ポープリ、ララ、部下の中ではメインに霧華たち。これで何とかなるだろう。万が一やばいのが出たら、さっさとダンジョン内に退避。ダンジョン内なら、こっちの方が圧倒的に有利だからな。トーリたちは、冒険者時代の経験を生かしてくれ。そのためにも、学府での指揮はトーリに任せる。頼んだ」

			「はい。任せてください」

			　うひゃー、ユキさんから任せられるって。頑張らなきゃ!!

			「最後に他の防衛組だが、セラリアをトップに、ベータンは、カヤ、ジョン。ジルバは、ザーギス、スティーブ。エナーリアは、ミリー、ラッツ、ミノちゃん。あと、キルエは万が一、この３か所が苦戦しそうなら、援軍に出てくれ。ダンジョン内の常備軍を使えるようにしておくから」

			「はい。分かりました」

			「と、他の防衛組も、学府組もそうだが、ダンジョン下にあって移動が簡単だから、お互い手助けに行っても大丈夫だ。でも、万が一を考えて、最低１人はその場に監視を残すように。特に、エナーリアはローデイと隣接しているから余波が来る可能性がある。そこらへんは注意してくれ」

			『分かりました。任せてください。お兄さん』

			『エナーリアでは、私たちは聖女様だしね』

			　ああ、エナーリアの騒動で、ラッツたちは聖女なんて呼ばれてたっけ？

			　そのおかげで顔は広いみたいだけど、ユキさんという旦那がいるのを知っているのか、知らないのか、声をかけてくるバカはそれなりにいるみたい。

			　まあ、普通に断っているし、行きすぎる奴らはぶっ潰してるみたいだけど。

			『配置はそれで構わないけど、今までいなかったルルアやデリーユをローデイメンバーに入れるのは問題ないのかしら？　戦力的に欲しいのは分かるけど』

			『そうですね。私は一応、エナーリアにいることになっていますし、いなくなれば少し騒ぎになるかもしれませんよ？』

			「そこは、俺が呼び寄せたとか理由をつけて何とかしてくれ。というか、夫婦間のことに口を出すなで通るだろう」

			『はい。分かりました。旦那様との合流で文句を言う輩やからは、ぶっとばしてからいきますね』

			　うん。ルルアも過激になったよね。

			「デリーユは問題ないか？」

			『妾わらわは、特に忙しいわけでもないしのう。行くのは構わん。まあ、キルエに子供たちの世話を押し付ける形じゃがのう』

			「あー、そっちがあったな。おっぱいが出る防衛組はセラリア、キルエ、ラッツだけか……」

			『そこは問題ないわよ。基本的に子供たちの世話が優先で、何か問題があれば即座に移動するから』

			「私たちもおっぱい以外のことは手伝えますから、安心してください」

			「そうだよ。僕たちも子供たちの世話をできるから、ユキさんは安心してローデイを守ってきて」

			　ええ、おっぱいは言っての通り出ませんが、子供の世話はできるんです。

			　ここで、ユキさんの心配事を減らせるように頑張らなくて、なにが妻でしょうか。

			「さて、これで編成は決まった。細かいことはあるだろうが、それはチームごとに考えて詰めてくれ。防衛時に使う武器の制限は一応つけるが、やばくなったら重火器の使用もＯＫだ。というか、俺たちも重火器を持ってローデイに行くから」

			『当然ね。数の上ではどう考えても圧倒的に不利なんだから、殲せん滅めつに便利な重火器は必要ね』

			　そっか、魔術関連で殲滅すると魔力が拡散するから、魔力とは関係ない武器でやる必要があるのか。

			「と、忘れてた。戦闘時は、やばいとき以外はナールジアさんが聖剣を解かい析せきして新しく作ってくれた、このドレインソードで戦ってくれ。これは、聖剣に使われていたダンジョンコアに魔力を集積するシステムを利用することで魔力吸収率を上げてある。倒した魔物の魔力拡散を防ぐのに、現状で最も頼りになる武器だ。形状も刀や槍、ハンマーと色々ある。ある程度の魔術も即座に吸収できるから、聖剣使いの聖剣での攻撃もそれなりに防げるだろう」

			　ユキさんがそう言って、色々なドレイン武器を見せてくれる。

			　うーん、私は刀か剣かな？

			　しかし、相変わらずナールジアさんは凄すごいな。

			　武器が手に吸い付く感じ。あっさりこういうのを作るのは、あの人ならではだよね。

			　その後は各々準備ということで、解散になった。

			　私も学府の防衛関連について打ち合わせるために、学長と話をしに行って、結構遅くというか、気付いたら朝日が昇っていた。

			　ああ、お肌に良くないんだよなー。

			　そんなことを考えて、学府の自室の方へ歩いていると、サマンサお付きのサーサリさんが廊下の奥に立っていた。

			　いや、あれって私の部屋の前かな？

			　ちなみにリエルとは同室だけど、彼女は先に帰っておそらく爆睡してるところだ。

			「サーサリさん。おはようございます。何か用ですか？」

			「あ、これはトーリ様。なるほど、外に出られていたのですね。朝早いので、まだお休みかと……。しかし、訓練を絶やさないのですね」

			「あ、うん。剣とかは鈍っちゃうから」

			　やばっ、ドレインソードを出したまんまだった。

			　いや、まあいいのか。見た目は、でかい宝石のついた剣にしか見えないし。

			「で、繰り返しになりますけど、何か用でも？」

			「これは失礼をいたしました。実は、トーリ様に伺うかがいたいこと、相談したいことがございまして……」

			　なんだろう？

			　なぜか、サーサリさんがとても緊張してる。

			　何か悪いことでもしたかな？

			「とりあえず、中へどうぞ」

			　ここで話を聞くのは雰囲気からできそうにないし、特に断る理由もない。

			　まあ、サマンサの従者だし、何かユキさんといい関係を築けるきっかけになればいいかなーと思う。

			　でも、やっぱりサーサリさんは緊張していて全身がこわばっている。

			　リエルは予想通り、ベッドで丸くなっていた。

			「えーっと、飲み物は紅茶でいいですか？」

			「いえっ、トーリ様の手を煩わずらわせるわけには……」

			「まあまあ、ここの主は私なんですし、気にしないでください」

			　自分が準備するといわんばかりに腰を浮かせたサーサリさんを再び座らせる。

			　ささっと紅茶の準備を済ませて、サーサリさんに差し出す。

			「で、伺いたいことでしたっけ？」

			「……はい。あの、最悪、斬り捨てられても文句は言えないようなことなのですが……どうか聞いてもらえないでしょうか？」

			「斬り捨てるって、ここまで丁寧に相談に来ている人に、そんなことはしませんよ。安心してください」

			　うん、そんなことするわけがない。

			　まあ、「ユキさんを殺そうと思います」なんて言ったら、ここで死体になってもらうけど。できる、できないは関係ない。私たちからユキさんを奪おうとしただけでギルティ。

			「ふぅ。……では、トーリ様を信頼してお聞きします」

			「はい」

			「……大変失礼な話ではありますが、私の主、サマンサお嬢様がユキ様に懸想されておりまして、結婚までとは言いません。どうか、告白することをお許しください」

			「え？」

			「どうか、どうかお願いいたします。お嬢様ではユキ様に相応しくないというお気持ちは分かります。ですが、どうかチャンスだけでも。絶対ユキ様に相応しい淑しゆく女じよになると、お嬢様も言っております。ユキ様の奥様でいらっしゃる皆様には、とても失礼なお願いと存じております。ですが、お嬢様の恋を、このまま想いを募らせるだけで終わらせたくないのです」

			「ちょ、ちょっと待って」

			　……えーっと、つまりどういうこと？

			　頭が混乱しているので、口に出して整理することにする。

			「簡単に要約すると、サマンサがユキさんのことが好きだから、奥さんである私たちに告白する許可をもらいにきたってことですか？」

			「はい。その通りでございます。お嬢様は、この恋が横恋慕であるのは存じています。そして、それによりユキ様や奥様たちの関係を乱すのを嫌がっております。ですので……」

			「問題が起こらないように、まずは私に話を通しに来たってことですか？」

			「はい」

			　ふむふむ。

			　これって、好都合じゃないかな？

			　あ、でも、一応聞いておかないといけないことがあるね。

			　サマンサの性格上あり得ないと思うけど……。

			「話は分かりました。ですが、１つだけお聞きしたいことがあります」

			「それはどのような？」

			「……ユキさんの権力や財力、人材が目当てなら、すぐに出て行ってください」

			　そう、そんなふうに、ユキさんを道具としてみる屑はいらない。

			　殺気を放ちながらサーサリさんに伝えて反応を待ったのだが、即座に返事をしてくれた。

			「そんなことは、決してございません!!　お嬢様はユキ様のお人柄、器の大きさにほれ込んで思いを募らせているのです!!　そんな下げ種すな動機ではございません!!」

			「ふえっ!?　トーリ、僕は寝てないよ!?」

			　……サーサリさんの本気は分かったけど、リエルが殺気にあてられて起きちゃったか。

			　でも、リエル。どう見ても寝てたからね。

			　ま、リエルはいったんほっといて……。

			「そうですか。なら、喜んで歓迎しますよ。ユキさんを心から愛してくれる人は大歓迎です」

			「そ、それなら、告白してもよろしいのでしょうか？」

			「ええ。というか、他の皆にも協力してもらって、告白を成功させましょう。もちろん、結婚してもらっていいですよ」

			「ほ、本当ですか!?」

			「本当です」

			「あ、ありがとうございます!!　では、さっそくお嬢様に伝えて、ユキ様に告白を……」

			　と、それは待って欲しい。

			　これはぜひとも、皆に伝えなくては……。

			「待ってください。他の皆にも協力してもらいますから、いったんこちらにサマンサを連れてきてください。ユキさんはああ見えて、かなり頑固です。それなりの準備をしないと」

			「なるほど……。分かりました。今日の授業が終わってからでよいでしょうか？」

			「はい、構いませんよ。こっちも、その間に皆に話を通しておきますから」

			「ありがとうございます。……よかった。お嬢様の恋は必ず実らせて見せます」

			「その気持ちがあれば大丈夫ですよ」

			　そう言って、私とサーサリさんは握手をして、その場は別れた。

			　さあ、これは楽しくなってきた。

			　色々忙しいけど、こういう娯楽はないとね。

			　まずは皆に話をして、ユキさんがどういうふうに告白するかを確認して、サマンサとサーサリさんに話を通して、ユキさんの告白現場を激写する。

			　うん、楽しみ!!

			「……ふぁぁぁ、あれ？　さっき誰か部屋にいなかった？」

			「……相変わらず寝起き悪いね、リエル」

			　とりあえず、今するべきは、リエルをちゃんと起こすことから始めよう。

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			「なあ、タイキ君。どういう告白が女性にぐっとくるか、分かるか？」

			「分かりませんよ。まあ、とりあえずは嫌われない程度で公爵領に向かう口実ができればいいわけですし、もう告白で失敗するより、公爵の土地を見てみたいなーって流れでいいんじゃないですか」

			「なるほどな。嫁さんたちは告白しろってうるさいけど、実際、告白自体が地雷な可能性もあるしな……」

			「そうそう。その場合、まずいですからね。これはヘタレじゃなくて、安全策です。確実な策ですよ」

			「そうだよな。これはヘタレじゃない。安全面を考えた策だ。うんうん」

			　俺はタイキ君にサマンサへの対応を相談して確信した。

			　安全策でいこう。

			　告白なんて博打を打つべきではない。

			　これは決して、俺が告白したくないからとかではなく、全体のバランスを考えて、考えに考えついた結論だ。

			　どこからどう見てもヘタレではない。

		

	
		
			　

			第２６１掘　勝敗は決した。色んな意味で。

			　

			　ｓｉｄｅ：セラリア

			「まったく、夫にも困ったものだわ」

			『ええ、本当に』

			「良くも悪くも１人で、現存戦力でどうにかしようとするのよね」

			『有能なだけに、それがこなせてしまうので性質が悪いです』

			　私はコールでエリスとのんびり会話をしている。

			　無論、夫の話だ。

			「今回のクリーナは運がいい方よ。リーアが連れて来て私たちに紹介しなければ、そのまま放逐よ？　あんな優秀な人材はいち早く抱え込むべきなのに」

			『ユキさんとしては、そんな理由で妻を増やしたくないのでしょうけど』

			「年頃の娘を仲間に引き入れているという事態だけで、十分まずいのだけどね。普通ならお手付きになってると思われるわ」

			『そうですよねー』

			「男の協力者ならともかく、女性相手に指定保護だけでついてこいって言うのは無責任よ。ジェシカのことを覚えてるでしょう？　仲間に引き入れて、そのまま放置。ジェシカは現状を理解して維い持じするだけで精一杯」

			『あのままだと、気が付けば老衰ですよね』

			「私たちが蹴け飛ばして、ジェシカの嫁入りをさせたからいいけど。あのままだと、ジェシカの女人生はなくなってたわよ」

			『ユキさんは、恋して結婚というのを重視しますから』

			「はぁ、そこはロマンチストなのが邪魔なのよね。こっちに巻き込む時点で、すでに普通の人生は歩めないのだし、ある意味責任を取るという意味なんだけどね。というか、役に立たない嫁なんて嫁入りを認めないし」

			『当然ですね』

			「クリーナの立場はそこまで強くないけど、魔術に対する知識欲、そして、絶対に夫を最後まで裏切らないという意志が見えたから嫁入りを認めたのよ。エリスだってそうでしょう？」

			『はい。ただユキさんの権力や財力に惹かれただけの小物なら、追い返してますね』

			「死刑よ。私の夫を食い物のように見るような奴は。指定保護をすればいいって安易な考えもダメよね。指定保護が万が一外れて離反されたら、たまったものじゃないわ。愛と指定保護、この二重がベストよね」

			　首輪は何重にもかけておくべき。

			　まあ、私たち本人は、これを首輪なんて思っていないけどね。

			『立場が強い権力者相手は、婚姻がベストなんですよね。特にサマンサ』

			「ええ。離反される理由は想像がつきやすい。モーブたちとかザーギスは離反するメリットはほとんどないけど、権力者は夫を敵に回すメリットを必ず見つける。というか、指定保護だけかけて放置っていうのが女性相手にはまずいのよ。特に貴族社会は、お手付きにしたのに無下に扱っていると言われかねない。そこを突かれて面倒なことになりかねないのよね」

			『ウィードの大陸は、有力な元お姫様たちが周りを固めていますから問題はないですけど、こちらの新大陸はジェシカだけですからね』

			「そう、そこが問題なのよ。私たちの権力が意味をなさないから、変な女に言い寄られて食い物にされる可能性があるのよ。その矢除けにちょうどいいでしょう？　サマンサは」

			『お家もローデイの公爵ですし、それなりに名が通っています。そして、何より性格はまっすぐですし好感がもてます。ユキさんが嫌いなのであれば、無理に結婚を勧めたりしないのですが……』

			「……私の聞いている限り、サマンサは夫に惚ほれていると思うのよねー。エリスはどう？　実際に見てみて？」

			『惚ほれていますね。ユキさんが股を開けと言えば、喜んで開くと思います』

			「……そこまで？」

			『そこまでです』

			「なら、相手の思いも汲み取れて裏切る心配もない。そして都合のいいことに、問題のローデイの関係者。万々歳の婚姻なのに、あの夫ときたら……」

			『ですね。まあ、今回は告白しろって脅おどしてますし、サマンサも断ることもないでしょうし、大丈夫でしょう』

			「そうね」

			　あそこまで言ったんだし、さすがにヘタレたりしないでしょう。

			『それはそうと、ポープリ学長やララ副学長を迎え入れるのはどう思います？』

			「うーん、あの２人は結婚自体に文句は言わないだろうけど、義務って感じが強いのよね。あの２人を夫と結婚させたら、もう二度と、夫は私たち以外と結婚しないって言うわよ？　愛がない結婚なんて針のむしろだし、私たちも見ていてつらいわ」

			『ですよねー。でも、そう言って、私たちに依存してくれるのも嬉しかったり……』

			「ああ、それは分かるわ。夫を私たちの愛と肉体で溺れさせたいと常々思うもの。というか、今までの成果もあるし、爛ただれた日々を送ってもルナは文句言わないと思うのよねー」

			『まあ、ウィードやら、こっちのこともありますし、当分は先のことでしょうけど』

			「そうねー。その時が来たら子供たちも大きくなっているでしょうし、ウィード関連は全部丸投げで、夫とのんびり……」

			　と、そんなふうに話が結婚関連の話からずれたとき、エリスの部屋にトーリが入ってきた。

			「エリス。今いいかな？」

			「どうしたの？」

			『トーリ？』

			「あ、セラリアもいたんだ。ちょうどいいや。さっきね、サマンサの従者のサーサリさんが訪ねてきたんだけど……」

			　そして、トーリから、サマンサが夫にべた惚ほれで、ユキから彼女へ告白する場面を見るためにも、サマンサからの告白を止めたという報告を聞いた。

			『よくやったわ!!』

			　思わずそう叫ぶ。

			　これはレアなシーンなんだもの。

			　相思相愛、昔の私たちの結婚式前の、あのとろけそうな告白が見られるなんて。

			　垂涎モノだわ。

			「ですね。ユキさんも言っていました。結婚や告白は男から申し込むものだって」

			『ええ、確かに言っていたわ。うん、夫の意思を汲んでいるのだから、これは私たちの娯楽のためではないの。夫が男らしいところをみせるための舞台を整えているのよ!!　ほかの皆に連絡を取りなさい。準備が終わった、動ける者は録画の準備よ!!』

			「はい、分かりました」

			「えーっと、サマンサとは、ユキさんからの告白云々の説明で今日の授業後に会うことになってるけど、皆はどうする？」

			『私も参加するわ。サマンサを見極めるいい状況だし』

			「そうですね。問題ないとは思ってますけど、ほかの皆にも顔合わせしておいた方がいいでしょう」

			『あっ、トーリ。夫に今日は告白しなくていいって言って。まあ、あの人が即日告白するとは思えないけど』

			　どうせ明後日の出発直前まで言わないだろうし。

			「分かった。ユキさんにはそう言っておくね」

			　トーリがそう言って、すぐに部屋を出ていく。

			　しかし、これは面白くなってきた。

			　ここまで忙しいのですもの、こういう娯楽はあっていいわよね？

			　夫のカッコいい姿は何度でも見たいもの。

			　ま、サマンサと顔を合わせるまでに時間はあるし、子供たちの世話をしつつ仕事を片付けますか……。

			　

			　……で、いざ子供の世話や仕事をし始めると時間が過ぎるのは早いもので、気付けばサマンサと会う時間が迫ってきていた。

			「あら、もうこんな時間。サクラ、お母さん、ちょっと新しいお母さんと会ってくるわね」

			「あう？」

			「おっぱいは大きいみたいだから、いっぱい飲めるかもしれないわ」

			「あい!!」

			　もう、やっぱりサクラは可愛かわいいわ。

			　このまま連れて行って、この愛らしさを見せびらかしたい。

			　でも、それは危ないしできるわけがない。

			　仕方ないので、キルエにサクラを預ける。

			「キルエ、サクラや子供たちを頼んだわ」

			「はい。お任せください。私の代わりにサマンサ様の見極めをお願いいたします」

			「任せてちょうだい」

			　そして、転移を使って学府の部屋に行くとすでにサマンサは来ていたみたいで、他の妻たちにぺこぺこと頭を下げていた。

			　噂通り、ちゃんと礼儀はわきまえているじゃない。

			　そして、サマンサは私を見つけると、従者を連れて私の前に出てきて膝をつく。

			「あら？　どうしたのかしら？」

			「セ、セラリア様でお間違いないでしょうか」

			　ん？

			　この反応、誰かが私の立場を伝えたのかしら？

			「ええ、そうよ。もしかして、私が何者なのか聞いたのかしら？」

			「は、はい。某国の女王陛下だと」

			「そう。で、どうかしら？　私の立場、権力を知ってなお、夫を欲するのかしら？」

			「いえ、私はユキ様に尽つくしたいのです。セラリア様のお邪魔をしようとは思いません。ですから、どうかユキ様の傍に置いていただければ……」

			「そんな、建前の言葉を聞きたいのではないわ。サマンサ。あなた夫のことが好き？」

			　私は殺気を放って、サマンサと従者を威嚇する。

			　さあ、どう出るかしら？

			　ここで怯おびえて引くなら、クリーナ以下だし夫には必要ないわ。

			　周りの皆も分かっているようで、黙って事態の推移を見守っている。

			　ほんの少しサマンサが震え、その後、大きな声が部屋に響いた。

			「愛しております!!　あの人のためなら、この命、捨てても構いません!!　どうか、末席に加えていただきますよう!!　どうか!!」

			「ローデイと縁を切れと言われるかもしれないわよ？」

			「そんなことは百も承知です。私はユキ様に未来を見たのです。きっと、あの人とならどこまでもいけると」

		

	
		
			[image: 173.jpg]
		

	
		
			　ああ、なるほど。

			　私がなんでサマンサに興味を持ったのかがよく分かった。

			「ふふふっ」

			「？」

			　つい、口から笑いが漏もれる。

			　それを見たサマンサが不安そうに首を傾げている。

			「ごめんなさい。決してサマンサを侮辱しているわけではないのよ。そうね、かつて夫に同じような未来を見て、ついて行った女がいたのよ。今までの停てい滞たいや不安をぶち壊してくれそうな夫に、王女という立場を捨ててついて行った女がね」

			　そう、そんな女がいた。

			　その女は王女でありながら剣を振り回し、それこそが国を守る方法だと必死に頑張ってきた。

			　でも、その頑張りもむなしく、国はどんどん良くない方へ傾いていく。

			　そんなとき、変な男が現れたのだ。

			　あっという間に、その男は女の考えもつかない方法で問題を解決した。

			　そして、女はその男の作る未来が見てみたくなった。

			　結果、女は小国なのに大国に勝るとも劣らない、発言力と財力を兼ね備えた国の女王になってしまっているが。

			「それは、もしや……」

			　サマンサも察しがついたのだろう。

			　その女が私であることに。

			　さて、もうこれ以上の問答は不要。

			「ええ、私のことよ。そしてサマンサ、あなたの嫁入りを認めるわ。あなたの夫を見る目は間違いではないと、私が保証する」

			「あ、ありがとうございます!!　では、宣言通りに、まずは家と縁を切り……」

			「それはいいわ。今の夫には横のつながりも必要。それが分からない私でも、あなたでもないわよね？」

			「はい。……しかし、私などの立場でお役に立てるのでしょうか？」

			「いえ、むしろ絶対に夫には必要なの」

			「私が……？　クリーナみたいに魔術に秀でているわけでもないのに？　ユキ様みたいにジルバ、エナーリア王族の血筋や、セラリア様の夫でもないのに？」

			「……これから言うことで、その意味が分かると思うわ。でも、聞いたら引き返せない。なかったことにはできない。いいかしら？」

			「何度もそのような質問はいりません!!　私は最後まで、ユキ様について行きます!!」

			「その覚悟やよし」

			　サマンサの覚悟を再確認し、今までの経緯と、ローデイに迫っている危機に関して簡単に説明をする。

			　まあ、本格的に説明をするなら１か月はいるしね。

			「……というわけで、かつての勇者、聖剣使いがローデイを、いや、人類を滅ぼさんとしているの」

			「……そんな。ユキ様はそんな果てしない使命を背負っていたなんて」

			「……なるほど。それでお嬢様のお立場が必要なわけですね」

			「というわけで、協力してもらえるかしら？」

			「はい。喜んで、というか、むしろ我が祖国のために動いていただき感謝の言葉もございません」

			「……しかし、このような状況で、ユキ様からの告白を待つのはいかがなものでしょうか？」

			「そ、そうですわね。私から告白し、傍に置いてもらうように懇願するべきでは？」

			「あー、それは駄目。夫は男が女性をリードするべしって思っているのよ。夫を立てることも覚えてあげて。まあ、すぐに出立できる準備はしてあるし、そこまで心配しないで」

			「分かりました。ユキ様に相応しい妻になってみせます!!」

			「ふふ、期待しているわ。と、そういえばサーサリはどうするのかしら？　キルエみたいに、ユキに嫁ぐ？」

			「いえ、それはお断りいたします」

			「えっ、サーサリ!?　セ、セラリア様、申し訳ありません。普段はこのようなことは……!?」

			　あら、珍しい。

			　恐縮することなく断るとか、ほかに思い人でもいるのかしら？

			「ご厚意、とても感謝いたします。ですが、どうもユキ様は私に合わないと思うのです」

			「どうしてかしら？」

			「その、私は駄目な男の方がそそられまして……。ユキ様はその、完かん璧ぺきすぎて……」

			「「「あー」」」

			　凄すごい納得のできる理由だわ。

			　夫が足りないのは夜の生活関連であって、他はそつなくこなすから、夫を支えようと思う妻としては不満なのよね。

			　私たちでも不満が多少出るんだから、駄目な男の方がいいって公言するようなサーサリには合わないだろう。

			「仕える主としては、まったく不満はありません。ですので、その、ウィードに拠点を移した際、恋人探しの許可をいただければ……」

			「それは構わないわ。でも、夫や私たちに迷惑をかけるような男に引っかかっては駄目よ？」

			「はい。それは大丈夫です。性格的に駄目な男が好みというわけではなく、こう、磨きがいがあるというか、育てがいがあるというか……」

			「……なるほど。自分好みの男を育て上げたいってやつかしら？」

			「はい!!」

			「というか、その話は凄く興味があるわ。実際に恋人ができたら話を聞かせてくれるかしら？」

			「もちろんです。理解ある奥様で嬉しいです」

			　そう言って、私とサーサリは固く握手をする。

			　うわ、サマンサよりサーサリの方が面白いかもしれないわ。

			「あ、あのー。では、私はこれからユキ様の告白を待つということでいいのでしょうか？」

			「え？　ええ、そうね。夫の告白のタイミングは、こっちで探って教えるから、あなたは一番綺き麗れいだと思う姿でいなさい。想い人の相手から告白されるっていうのは、一生で一度あるかないかだし」

			「はい、ありがとうございます!!」

			　さて、後は夫に確認を取るだけね。

			　サマンサの期待している顔を見ていると、夢を壊さないように、それとなく告白の仕方を一緒に考えてあげるべきね。

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　なんか、告白をやめてローデイを見に行きたいって作戦をセラリアに伝えたら、ゲンコツを落とされた。ついでに、クリーナも含めて全員の視線が冷たかった。

			　なんでや？

			　一緒に考えたタイキ君もアイリさんから睨にらまれているし、いったい何がいけなかったんだ？

			　どちらも傷つかない完かん璧ぺきな作戦のはずなのに!!

			「はぁ。このことに関しては、あなたに任せた私がバカだったわ。本当に、前もって確認して正解ね」

			「な、なんでだよ。結婚しなくても……」

			「結婚しなくてもいいなんて言わないでよ？　あの子を足掛かりに、色々やるつもりでしょう？」

			「そりゃ、な」

			「そうやって半端に手を出してほったらかしとか、あの子、嫁のもらい手がなくなるわよ？　いいの？　あなたの目的のために、１人の少女が生涯寂しく過ごしても？　ジェシカの最初の頃のように、使い潰すつもり？」

			「……あー、もう。分かったよ!!　告白はする!!　だけど、サマンサが断ったらそれまでだからな!!　で、断られたあとは、サマンサに協力してもらう体制だけにするからな？　ちゃんと、サマンサが結婚できるようにフォローもする。いいな？」

			　俺がそう言うと、嫁さんたちみんなが一気に笑顔になった。

			　なんだよ？

			　告白が成功するとでも思ってるのか？

			　いや、違うか。

			　告白するということが重要なのか？　まあ、俺が嫁さんたちの約束を破って、安全策に走ろうとしていたのは事実だし。しゃーないか。

			　サマンサが傷ついたら、嫁さんたち全員でフォローさせよう。

			「で、告白って言ってもな。ああいうお嬢様には、どんな告白がいいんだろうな？」

			　俺がそう呟つぶやくと……。

			「お前が欲しい。じゃないかしら？」

			「激しいキスをいきなりして、その後に愛してるとかは？」

			「そうじゃのう。お姫様抱っこをして愛をささやくかのう？」

			「優しく抱きしめて、そのまま布団に押し倒して、大好きだ。は？」

			「……」

			「……」

			「……」

			　出てくる出てくる。

			　俺が絶対できないような、劇中でしかやらないような告白のリクエスト。

			　やべ、なんか気が遠くなってきた。

			　なんで、俺がそんなクサいセリフを言わないといけないんだ？

			　というか、もう告白どころか、結婚してくれってレベルになってね？

			　あれ？　これってお付き合いのための告白だよな？

			　結婚のためのプロポーズの告白じゃないよね？

			　そうだ。タイキ君がいる。

			　ここでタイキ君と一緒に嘆願するんだ。

			　２人でまた、告白を考えると!!

			　一縷の望みをかけ、俺はタイキ君に視線を送る。

			　タイキ君も気が付いていたが、現実は非情であった。

			　そのアイコンタクトのやり取りが以下である。

			　ワレ、エングンヲ、モトム。

			　ヨジョウセンリョク、ナシ、キカンノブウンヲイノル。

			　なん……だと？

			　俺がタイキ君の返事を聞いて驚いていると、タイキ君は、またアイリに首根っこを掴まれて、サメの映画のように消えて行った。

			　なんてこった。俺は、どうすればいい!?

			「さて、あなた？　もう、時間もないのだから、明日には告白、いえ、プロポーズしましょうね？」

			「ちょっと待て、告白だろ？　お付き合いしてくださいってだけだろ？」

			「あ？　貴族社会でお付き合いしてくださいって言うのは、結婚してくださいと同じことだって分かってるわよね？　恋愛結婚なんて滅多にないのを知らないわけないでしょう？　まさか、サマンサを交こう渉しよう相手に立てるだけで済むなんて思ってないわよね？　そんなことをすれば、向こうの家はサマンサを気に入ってくれてると思って、ますますサマンサを押してくるわよ？　それでサマンサは私たちへの外交の切り札になって、永遠に独り身よ？　なに？　ジェシカみたいにするつもり？」

			「……はい。プロポーズしてきます」

			　嫁には勝てなかったよ。

			　はぁ、こういうところは時代の違いなんだろうね。

			　いまだに慣れていないが、やっぱりセラリアの言う通り、貴族社会だと結婚でもしない限りサマンサの立場は危ういんだよなー。

			　ああ、そうか。一応、結婚して、ウィードに連れて来ていい人がいたら、その相手と一緒にさせればいいか？

			　ごまかしなんてどうにでもできるし。

			　しかし、嫁さんたち、なんで告白が成功すること前提なのかねー？

			　ああ、胃が痛くなってきた。

			　……聖剣使いをどうこうする方が楽だわ。きっと。

			　

			　ｓｉｄｅ：ニーナ　聖剣使い

			　日が沈み始めた、薄暗い森の中。私たちはいまだにその場にいた。

			「ねえ、リーダー。まだローデイには行かないんですか？」

			「我慢しろ。これも予定通り。前に話しただろう？」

			「うーん。分かってますけど、やっぱり退屈ですよ。あ、カーヤ、狐耳を触らせて」

			　私は暇ひまで死にそうなので、仲間の狐耳を触って荒んだ心を癒いやそうと思ったのだ。

			「もう。仕方ないわね」

			「ぬふふふ。あー、カーヤの耳は相変わらず気持ちいいよ」

			「どうも」

			「ふふっ、私たちはこうやって、人だろうが亜人だろうが仲が良いのにな……」

			　リーダーは私とカーヤのやり取りを見て微ほほ笑えみ、そして悲しそうにする。

			「きっと、良くなりますよ」

			「はい。もうすぐです」

			　私もカーヤも、この大規模な作戦の後に訪れる幸せな未来を夢見ている。

			　誰もが仲良く暮らせる幸せな世界を。

			「……そうだな。そのために、この場に５人も聖剣使いを集めたんだ」

			　そう、今この場には、リーダー、私、カーヤ以外にもあと２人聖剣使いが集まっている。ちなみにこれとは別に、２人の聖剣使いが他の場所で別行動をとっている。

			　スィーア、キシュアは捕まっていて多少不足しているが、この場になぜそんな過剰戦力を集めたのかと言うと……。

			「私たちの最大の障害となりうる、あの傭よう兵へい団をこの場で殺す。おそらく、ポープリが何らかの方法で無理矢理ローデイへ向かわせるはずだ。相手は私たちがローデイを攻めていると思っているから、道中はそこまで警戒しないはず。そこを狙って一気に潰す」

			　これは、私たちの敵、傭兵団の主力をここで潰すため。

			　ここで主力を潰せば、残りはどうにでもなる。

			「幸い、ワイバーンをテイムした学生がいるらしいから、ワイバーンを移動手段として使ってくるだろう。そこを、この雷の聖剣で上空から叩き落とす。それで終わる。万が一生きていても、残りのお前たちで楽にやれるはずだ。高いところから落ちれば、それだけでかなりのダメージになるし、聖剣使いでもなければ空中で減速できるわけもない」

			　……ポープリ、ごめんね。

			　大事な生徒が１人死ぬかもしれない。

			　けど、これでポープリが私たちに協力してくれれば、学生たちは死ななくて済む。

			　これは、必要な犠牲なんだ……。

			　

			　ｓｉｄｅ：どこかのワイバーン

			「こら、地上警戒をちゃんとするっす!!　すぐに蜂の巣になるっすよ!!」

			　そんなどこかで聞き覚えのある声がして、銃声が連続で鳴り響く。

			『ちょっ!?　まって!?』

			「ただでさえ狙いやすい上空を飛ぶんすから、しっかりするっすよ!!　ほら、ＲＰＧ!!　当たると死ぬっすよ!!」

			『ひぃぃぃー!?』

			　そのＲＰＧを回避した後に、上空から放たれた雷が直撃する。

			　予想していなかったので、あっさり気絶して地面に落下する。

			　しかし、すぐに顔に水をぶっかけられて覚醒する。

			　目の前には、ワイバーンである私をいとも簡単に倒したゴブリンが立っている。

			「ほら起きるっす。この世界は魔法もあるっすよ？　下からも上からも、色んな角度から攻撃が飛んでくるっす。それを忘れちゃいけないっす」

			『……空、飛びたくない』

			「ワイバーンがなに言ってるっすか？　飛べないワイバーンなんて、ただのトカゲっすよ？　近々、アスリン姫とその他大勢を乗せて飛ぶんすから、この程度で落ちないようにしてくれっす。落ちたくらいでアスリン姫たちは怪け我がなんてしないっすが、足が止まるのは問題っすからね。というか、さっさと起きるっす。この程度で休憩なんざできないっすよ」

			『……ワイバーン虐待』

			「心配するなっす。この程度、大将のしごきに比べればまだ甘いっす。万が一、アスリン姫に迷惑かけたら、お前はウィードの全魔物から特別コースっすから」

			『ひぃぃぃぃー!!』

			　くそー!?

			　何だよ、このゴブリン!?

			　あのクロちゃん様より強いとか、頭おかしいよ!?

		

	
		
			　

			第２６２掘　前略ではなく、全略。全カット

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　とりあえず、俺は何を言えばいいのだろうか？

			　いや待て、落ち着くんだ。

			　起こった出来事を、順番に考えていこう。

			　俺はセラリア、嫁さんたちと約束した通りにサマンサへ告白、もといプロポーズをしたんだ。

			　どんなプロポーズだったのかは、記憶から消去しているので存在しない。

			　その結果……。

			「さあ、ユキ様!!　エリス様方!!　我がローデイへご案内いたしますわ!!」

			　えっ、なんでいきなりローデイに行く話になってるの？

			　わけが分からないよ？

			　俺の告白に対する返事を聞いてないよね？

			　すっ飛ばしてるよね？

			「あ、あの……サマンサお嬢さん？」

			「そのような他人行儀な呼び方はしないで、サマンサとお呼び捨てください!!」

			「あ、はい。ところでサマンサ、俺って告白したよね？」

			　とりあえず、事実確認を本人にしよう。

			　俺があまりに告白をしたくなくて、脳がすでに終わったと判断している可能性もある。

			「はい!!　あの愛に満ちた言葉、私は生涯忘れません!!」

			「……うん。分かった。俺が告白したのは分かった。で、返事はもらってないよな？」

			　そう、なんでいきなりローデイに行く羽目になってるんだ？

			　手順がぶっ飛んでるぞ？

			「お嬢様、嬉しいのは分かりますが、ユキ様の言う通りまだお返事をしていないのに、ローデイに向かうのは急がすぎます」

			　従者のフォローで、俺は間違いではないと証明されたわけか。

			　ふう、大丈夫。俺はまだ正気だ。

			「ああ、失礼いたしました。あまりにも嬉しかったもので」

			「……えーっと、一応、返事を聞かせてもらっていいかな？」

			「はい。喜んでお受けいたしますわ!!　さっ、この出来事をお父様に伝えなくては!!」

			「……ソダネ」

			　うん。予定通りに進んでいるはずなのに、なんでこんなに心が晴れないのだろうか？

			　というか、なんでこんなあっさり受け入れられるのだろうか？

			　なんで俺は、サマンサにここまで好意をもたれているのか？

			　俺は、どっかの主人公でもないのだが……。

			　そうやって、しばし女性の心の探求へと思考を向けていると、サマンサとエリスの声が耳に入ってくる。

			「エリス様、これからよろしくお願いいたしますわ」

			「ええ、よろしくお願いしますね。さて、これからローデイへと向かうわけですが、そっちの準備は大丈夫ですか？」

			「はい。昨日、お父様には伝書鳩で手紙を出しましたし、ワイバーンでの移動の旨も伝えていますので、混乱はないと思いますわ」

			「ローデイへの混乱はなさそうですね。でも、サマンサは戦闘になったら中央に避難してください。相手が格下とはいえ、サマンサには荷が重いですから」

			「ええ、分かっております。この身の未熟が不甲斐ないですわ」

			「気にしないで。必ず訓練で強くなるから。今はサマンサの身とローデイが大事」

			「……必ず、必ず、ユキ様の護ご衛えいとして相応しい力を手に入れて見せますわ」

			「無理しないようにね」

			　そんな心温まる会話が聞こえてくる。

			　まあ、嫁さんたちの仲が良いのはいいことだ。

			　しかし、エリスたちは、サマンサをクリーナと同じで護衛に置くつもりか……。

			　後方支援の魔術タイプでバランスは良くなるから、俺的には嬉しいが。

			　ん？　ちょっと待て、何かさっきの話おかしくなかったか？

			　なんで、サマンサが俺の護衛って話になっている？

			　彼女はまだ、ウィードや俺の立場については知らないはずだが……。

			「ん、サマンサ。これから一緒に頑張る。私も修業中の身」

			「ええ、よろしくお願いいたしますわ。でも、私が先にユキ様の横に立って見せますわ」

			「受けて立つ。私も負けない」

			　……クリーナとサマンサの会話で察しがついた。

			　これ、仕組まれてね？

			「なあ、エリスさんや」

			「何でしょうか、ユキさん」

			「……サマンサの件、仕組んでただろ？」

			　俺がそう聞くと、エリスが一瞬驚いた顔をした後、いい笑顔になって……。

			「もちろん。ユキさんの告白、見ていて濡れましたよ」

			「きゃぁぁぁぁーーー!!」

			　俺は叫んだ。女の子みたいに叫んだ!!

			　何その公開処刑!?

			「ううっ……。もう、お婿にいけない……」

			　まさか、このネタを自分がやる羽目になるとは……。

			「大丈夫ですよ。ユキさんはすでに私たちと結婚してますし、お婿に来てくれるなら一生大事にしますよ？　養ってあげますよ？　首輪いります？」

			「いらないからな。怖いからな」

			　エリスの目がマジだ。

			　なんで？　俺なんか飼っても仕方ないじゃん!?

			「ああ、ユキ様に首輪なんてっ……!?　……いいかも？」

			「ん、ユキに首輪。……案外いいかも？」

			　だめだ、新入りの２人まで変な想像をしてやがる。

			　くそ。そうだ、現護ご衛えいの２人なら俺に首輪なんてつけようとは思わないはずだ。

			「リーア、ジェシカ、何か言ってくれ。俺に首輪とか言ってるぞ!!」

			「えっ、よくないですか？」

			「ええ。いつも勝手に出て行きますし」

			　ちくしょう。味方がいないよ。

			　そりゃ、思い付きで飛び出すことはあるけど、普通に追いつけるからいいじゃん。

			　これは話の方向を変えるしかないか……。

			「はぁ、首輪はやめてくれ。で、サマンサに話を通しているとなると、ほとんどの準備は整っているんだろう？」

			「はい。もちろんですよ」

			「そうか。なら、あとは出るだけか。ポープリの方はどうだ？」

			「今、アマンダを呼び出していますね。エオイドも修業の一環でついてくるみたいですよ」

			「……アマンダはともかく、エオイドはなー。邪魔じゃね？」

			「いえ、エオイドは親書を渡す役ですよ。アマンダは、ワイバーンから離れるわけにはいきませんし」

			「ああ、そっか。アスリンみたいに、庭で飼ってる動物（？）じゃないしな」

			　掛け声１つで、１００匹近く空っていうかダンジョンの空中を飛ぶしな、アスリン直属の飛龍軍団。天井が低いから、低高度戦闘も陸戦もいける。

			　あの光景は普通じゃないよな。飛龍どもは銃火器すら使うし……。

			　下手すると、戦闘ヘリより使いやすいんだよな。

			　と、そこはいい。

			　とりあえず、エオイドは必要ということか。

			　俺は、サマンサの親父さんとガチ勝負しないといけないしな……。

			　ま、建前上、俺も嫁さんたちも傭よう兵へい団として行くわけであって、学府の親書を預ける立場に値しないもんな。

			「こっちの大陸じゃ、騒ぎの元か」

			「はい。ユキさんとエオイドが公爵と話をしている間は、私たちはアマンダとワイバーンのワイちゃんの護ご衛えいですね」

			「なるほどな。どう考えても騒動の元だもんな。いくら前もって連絡してるとはいえ。で、ニーナの話は聞いてただろう？　道中で仕掛けてくるつもりだ。それと行方の知らない２人。そっちの準備は？」

			　俺が、エリスにそう聞くと、答えは別の方向から返ってきた。

			「心配はいらぬ。妾わらわが敵なぞふっ飛ばしてくれるわ」

			「はい。国を治めるという意味を知らず、理想を押し付け、果てに人を滅ぼすなどという馬鹿な選択をした若作りたちに負けはしません」

			　そう言って両手の拳同士を打ち付けるデリーユと、杖つえをトンっと置いて佇むルルアがいた。

			　……とりあえず、２人は胸がそれなりにあるから、特にルルアは一番デカいから揺れるんだって。

			「索敵警戒の方は霧華たちがやっていますし、動ける範囲内でしたら、特に問題はないはずです」

			「……なるほどな。厄やつ介かいなのは手を出せない他国で動かれることか」

			「はい。場所的に反対の位置にあるクリーナの祖国が一番危ないですね。あとは亜人の国です。あそこは表向きな国交がなく、孤立していますから」

			「表向きね。やっぱり裏では普通に国交があるわけか」

			「サマンサから聞きましたが、亜人の国とは、ローデイや、隣接しているクリーナの祖国は普通に国交があるようです。公然の秘密というやつですね」

			「昔からの流れってことか……そこら辺も詳しく調べないとな。サマンサの親父さんからは、その話も聞きたいな」

			「……サマンサがいてよかったでしょう？」

			「……まあ、な。で、問題は手を出せない場所で動かれることか」

			「そこは、待ち伏せしてる聖剣使いたちを捕まえて、吐かせるべきですね」

			「それが最短だな」

			　そんな感じで皆と話していると、アマンダとエオイドがこちらにやってきた。

			　後ろにはワイバーンのワイちゃんを連れている。

			「皆さん、お待たせしました」

			「今回は道中の護衛、よろしくおねがいします」

			　２人がそう言って俺たちに頭を下げる。

			　ワイちゃんに至っては平伏している、長い首を全部地面につけて、五体投地みたいな感じ？

			「ええ、道中の護ご衛えいは任せてください。まあ、空の旅ですし、道中は何も問題はないと思いますけど。あるとすれば、公爵の街に着いてからですね」

			「……そうなんですよ。エリスさん、助けてください。学長から言われたんですが、半端な貴族とかの中に、ワイバーンの横取りを狙う奴がいるかもしれないんですよ」

			「ああ、なるほど。それはありそうですね。大丈夫です、任せてください。その護衛の意味もありますから」

			「ありがとうございます!!　もう、ワイバーンをテイムしてから、いきなり色々とお偉いさんとの顔合わせが多いんです。毎回大変で……しかも、今回は学府外だし」

			　アマンダも大変そうだな。

			　こっちの大陸では初の快挙だし、しばらくはそういう苦労があるだろう。

			　いや、この大陸の場合、一生付きまとう問題になりそうだな。

			　それとなくエオイドに聞いてみるか。

			「なあ、エオイド君。アマンダさんは、結構大変な立場になってるんじゃないか？」

			「はい、遥か昔にいたとされる竜騎士の再来だとか言われています」

			「……そりゃー大変だな。で、幼馴染としてはどうなんだ？」

			「どうとは？」

			「そこまでアマンダさんが持ち上げられるんだ。当然、色々な思惑がある結婚の申込みもあるだろうし、ひと目惚れする奴も増えるだろう。その時、エオイド君はどうするんだ？」

			「……それは、アマンダが望むなら」

			　……ワンパターンの主人公やな。

			　ワイバーンは、今、この大陸で大っぴらに使える数少ない移動手段なのだから、知り合いじゃない他国の息がかかった連中に持っていかれるのは避けたい。なら、最初から好感度の高いエオイド君とアマンダがくっつけば、それで問題ないわけだ。

			　というわけで、うだうだした恋愛物語は拒否させていただきます。

			「エオイド君、アマンダさんは君を好きだと思うぞ」

			「……でも、僕よりいい人がいると思います。今の彼女に僕は……」

			「釣り合うか釣り合わないか、それを決めるのはエオイド君じゃないさ。彼女だよ。勝手に決めつけて、勝手に終わらせようとするのはよくないな」

			「……」

			「ま、今すぐとは言わない。でも、時間は多くはない。彼女を手放したくないと思うなら、想いをぶつけないと始まらないぞ」

			「……はい」

			　悩んでいるようだし、そういう気持ちはあるのか。

			　なら、ちょうどいいイベントがあるから、そこで後押ししてみるか。

			「やあ、皆揃っているようだね。アマンダ君、エオイド君、親書を頼むよ。ローデイ公爵へ確かに届けてくれ」

			「はい。分かりました」

			「任せてください」

			　と気が付けば、ポープリとララが見送りに来ていた。

			　エオイドとアマンダに念入りに声をかけている。

			　……この中では一番の部外者だしな。表向きは、一番の責任者なんだが。

			「では、ユキ殿。彼らの道中お願いします」

			「ええ。任せてください」

			　そうやってにこやかに挨拶したポープリが、すぐに近寄ってきて耳元で囁く。

			「で、そっちの準備はどうなのですか？　ラビリス様から待ち伏せがあると伺うかがいましたが？」

			「問題ありません。ちゃんと備えてあります。待ち伏せしている全員を捕らえて、ポープリさんの前に引きずってきますよ」

			「ありがとうございます」

			「問題は、行方不明が２名いることです」

			「はい、それも伺っています。話によれば別行動をとっているという話ですが」

			「ええ。その２名が別の国を襲撃しようとすると、確実に後手に回ります。なので、手の回らない国の情報収集を頼みます」

			「……了解しました。しかし、ダンジョンマスターのラビリス様が自ら赴くのは、よろしいのでしょうか？」

			　ポープリが心配そうに、アスリンたちとしゃべるラビリスを見つめながら言う。

			　ああ、そう言えば、この新大陸ではドッペルゲンガーってのがいないもんな。昔はいたのかもしれないが。

			「それは大丈夫ですよ。あのラビリスの体はドッペルゲンガーという魔物で、本体は安全な場所にいます」

			「ど、ドッペルゲンガーって、そんな使い方ができたんですか!?」

			　使い方を知らなかったか。

			　まあ、この文明レベルだと、情報の価値はそこまで重視されていないからな。

			　前任者は、ドッペルゲンガーを身代わりや影武者にしようとは思わなかったんだろう。

			「というか、俺たちは、その使い方が本来の使い方と思っていましたが。敵に変身させて混乱させられるのは、せいぜい最初の数回がいいところでしょう？　それなら、偵てい察さつ役で組み込んだ方がいい。意識を移す形なので、動作は使い魔と同じようなものですね」

			「な、なるほど。確かに」

			　ポープリが感心したように何度も頷く。

			　そう言えば、エオイド君に渡した親書の内容はどんなものだろうか？

			　親書に関しての対応も必要だろう。聞いておく必要がある。

			「と、ローデイ公爵への親書には、なんと書いてあるんですか？」

			「ああ、それは今回の聖剣使いの件を薄っすら伝えることですね。魔物が活発になってきていると書いています。あとは、ユキ殿とサマンサの婚約が上手くいくよう私からの説明ですね。ジルバ、エナーリアの話もありますから、私の推すい薦せんもあればローデイ公爵も嫌とは言わないでしょう」

			「ローデイ公爵本人の性格とかは？」

			「そうですね。昔の教え子でしたが、魔術の腕はローデイでも指折りでしょう。とはいえそれを驕おごることなく勉学にも力を入れていて……今のサマンサの男版ですね。悪い人ではないと思います」

			「あとは、俺次第ですか」

			「はい。でも、大丈夫だと思いますが」

			「だといいですね」

			　娘をくれって言って、すんなり済むイベントを聞いたことがないよ。

			　はぁー、マジで聖剣使いよりも、サマンサの親父さんと話す方がつらいわ……。

			　そんなことを考えつつ、エリスやポープリと諸々の対策の打ち合わせをしてから、俺たちは予定通り学府から旅立った。

			　

			「アスリン。どれぐらいで着きそうか分かるか？」

			「うーんとね。ワイちゃんは、５時間ぐらいだって言ってたよ」

			　俺たちはワイちゃんが首から下げている籠かごの中で、のんびりそんなことを話している。

			　あ、ちなみに、一応の主であるアマンダは、首に跨って騎手をやっている。

			　オマケにエオイドが後ろについている。

			　まあ、ラッキースケベを発動して、空中に放り出させるようなことはないだろう。

			「で、ユキは待ち伏せしている聖剣使いたちを、どう料理するつもりなのかしら？」

			　ラビリスが、全員が気になっているであろう疑問を口にした。

			　その話で一気に静かになって視線が集まる。

			「待ち伏せの場所は、詳しく分かってはおらんのじゃろう？　なら、普通に相手から仕掛けてくるのを待つしかないのではないか？」

			「そうですね。旦那様の作戦はそんな感じですし、無理に探せる範囲でもないですから」

			「遭そう遇ぐうして叩き潰すしかなかろう」

			　デリーユとルルアが、俺の当初の予定を話してくれる。

			　こちらで操っているニーナの視界からある程度の場所は探れるけど、こっちはワイバーンに乗っての移動だし、これは相手に読まれている。

			　まあ、それを逆に突いておびき出すつもりなのだが……。

			「そう言えば、兄様。別働隊って言って、アスリンたちの魔物に何か言ってたのです」

			「そういえば言ってましたね。ユキさん、別働隊ってどういうことですか？」

			　フィーリアとシェーラが思い出したのか、別働隊の件を口にする。

			　そう、別働隊。

			　ニーナの視界で移動距離や場所の特定はできそうだったので、俺たちとは別の別働隊を動かすことにしたのだ。

			　……クロちゃんたちだ。

			「上手くいけば、こっちが手を煩わずらわせることなく片付けられると思ったんだよ。クロちゃんたちは魔物だし、森の中とか得意だろ？」

			「「「ああー」」」

			　サマンサ以外は全員が納得する。

			「え？　えーっと、クロちゃんとは？」

			「ああ、サマンサは、アスリンがテイマーなのは知っているよな？」

			「あ、はい。アスリン様は優秀なテイマーだとアマンダから聞き及んでいます」

			「まあ、優秀なのは間違っていないな。で、この前サマンサたちがワイバーンと出会った時、でかいブラックウルフがいただろう？」

			「はい。あれ程の魔物が森にいるとは……。って、もしかして!?」

			「そう。あれの名前はクロちゃんって言って、アスリンのペット。あの時は、このワイバーンから皆を守るために出てきたわけだ。トーリたちが本気を出すと面倒だったからな」

			「……な、なるほど。その、クロちゃんが先行して行っているのですね」

			「そうそう。こっちが不意打ちされてもびくともしないけど、先手を打たれるのは嫌だし、陸から別働隊を用意していたってわけ」

			　相手さんたちは空からくると思っているし、いい不意打ちになるだろう。

			　隙を突くのは当然だよな。

			「捕縛用の道具や魔力封じ道具も渡しているから、見つけて戦闘になったとしても魔力拡散は最小限で抑えられるだろう。ま、見つけたらだけどな。とはいえ油断は禁物だ。クリーナとサマンサは、絶対に俺やリーア、ジェシカの傍そばから離れるなよ」

			「ん、分かった」

			「はい」

			「戦闘になったら、俺たちはクリーナとサマンサを守る。デリーユ、ルルアが主体で頼む」

			「うむ。任せておけ」

			「後方支援は任せてください」

			　そんなふうに、確認を取るように、皆に声をかけていこうと思ったんだが……。

			「あっ」

			　そんな声を上げたアスリンに、皆の視線が集まった。

			「どうしたアスリン？　クロちゃんたちから連絡があったか？」

			　クロちゃんたちはアスリン直下なので、連絡はアスリン経由になる。

			「うん。えーとね。聖剣使いのお姉ちゃんたち、５人だっけ？　いたのは全員捕まえたって」

			「「「……」」」

			　ああ、クロちゃんイヌ系だったな。

			　臭いを辿れば当然見つけられる。

			　そして、レベルも森での戦闘経験も圧倒的に上。

			　……まあ、普通に考えれば捕まえられるだろうが、どうも違うよな。

			「どうする。お兄ちゃん？」

			「あ、ああ。とりあえず、ローデイ公爵の街の近くの森で待機していてくれって伝えてくれ。そこでワイバーンから降りるから」

			「そうですね。ワイバーンが街まで行ったら、いくら連絡していても大騒ぎですから、近郊で降下してくれって言われていますし。サマンサ、近場に森とかありますか？」

			「はい。近場にちょうどいい森があります。そちらの方で待機してもらいましょう」

			　エリスがサマンサから近郊の森の場所を聞き出して、アスリンがその場所へと魔物たちを誘導する。

			「……ふう。しかし、あっけないのう。クロちゃんたちがよくやってくれたのは分かるが、少し拍子抜けじゃ」

			「そうですね。でも、クロちゃんたちは、あの巨体でよく見つかりませんでしたね？」

			「ん？　大丈夫だよ、ルルアお姉ちゃん。前に学府でおっきくなって迷惑かけたから、大きくなっちゃダメ!!　って叱ったし、小さいままだよ」

			　アスリンの言葉でラビリス、フィーリア、シェーラ以外の目が点になる。

			　つまり……なんだ、聖剣使いたちは子犬モードのクロちゃんたちに全滅させられたのか。

			　ゴブリンＡＢＣが現れて楽勝だと思ったら、一撃で全滅しましたって話か……。

			　ああ、小さくなったからって性能が落ちるわけじゃないしな。体積の問題で重量技の効果は下がるが、スピードは上がるよな。

			　あれか？　狼牙◯風拳的な感じ？

			　いや、でも負け技だしな、あれ。ん、最初の方は決まってたよな？

			　ま、いいか。とりあえず、のんびり空の旅ができそうで何よりだよ。

			「今日も天気がいいな」

			「はい。空の上が、ここまで素晴らしい景色だとは思いませんでしたわ」

			「ん、私もびっくり」

			　新人２人に喜んでもらえて何よりだ。

			　あー、少し寝るか？

		

	
		
			　

			第２６３掘　精神攻撃は基本である

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			「……というわけだ」

			　俺は深くソファーに座り込んでため息をつく。

			『そう。交こう渉しようや情報収集が終わるまでは、聖剣使いたち５人はそっちで管理する方がいいでしょうね』

			『ですね。俺が行ってもいいですけど……』

			　コールの相手はセラリアとタイキ君だ。とりあえずサマンサの親父さん、つまり公爵領に無事に着いたことと、聖剣使い捕縛のくだりを説明しているところだ。

			「そこまで無理する必要はない。というか、そっちで学長と掛け合って事態を伝えるとともに、クリーナの国の情報収集と、いつでも動けるように準備していてくれ」

			『了解です』

			『分かったわ。でも、よく相手がよくしゃべったわね？』

			「まあ、頭がお花畑というか。勝利宣言というか」

			『勝利宣言？』

			「ああ、聖剣使いさんは自分たちが負けることも考慮して、クリーナの国への襲撃、学府一帯の魔物の活性化、大氾濫の誘発を同時に進行していたそうで、私たちを倒してももう止まらないぞ、と言ってたな」

			『『……』』

			　ちなみに、そう勝利宣言をした聖剣使いたちは、小型化した小動物たちに首根っこを咥えられて身動きできない不思議な格好であったが。

			『なんというか、可哀相ね。情報をこちらに渡した時点で、勝負は決まったも同然なのに』

			『本人たちは、いたって真面目なんですがねー。クリーナさんの国への襲撃は、多少可能性がありますけど、学府一帯の魔物の活性化は無理だろうし』

			「ま、もともと地力が違うし、俺たちがわざわざ合わせてやる必要もない。合わせていたら、こっちが負けだしな。この情報を有効に使わせてもらって、さっさと相手の動きを封じる」

			　そう、どっかのバトルストーリーや後手に回る話ではないのだ。

			　こっちが察知しているのだから、ことを起こされる前に潰す。

			　どこの世界でも当然やることだ。危険予測、証拠、それらがそろっていて何もしない、あるいは正面から立ち向かうなんてのは、物語の中だけだ。

			　どこの世界でもテロ組織がいるのを知りながら、無差別大量殺人をしようと準備をしている連中を見逃す国は存在しない。

			　確かに映画や物語では、悲劇がある方が話が輝くし定番だが、そのヒーローストーリーの過程で一生を台無しにする一般人もいるのだ。

			　今回はそれをなくし、最小限で被害を食い止められた。

			　これは特に称えられることもない治安維い持じ活動だが、現実的にみれば、映画や物語のような悲劇の後で活躍するヒーロー、ヒロインたちより数倍どころか絶対ましである。

			『ま、そうですよね。俺たちの目的は、敵さんをドンパチで打ち倒すことでもないですし、この状況でつまらないとかいう奴は、一般市民に死ねって言ってるようなもんですしね。というか、俺たちにとっても命を危険にさらせってことですし勘かん弁べん願いますよ。兵は極力損耗させない、戦争はしない。どこの国も、これが基本方針です。戦争なんて国力を下げる一番の一因だし。もう、俺たちにとって聖剣使い云々は元からおまけですし』

			『そうよね。元から魔力枯こ渇かつの原因に近そうだったから調べただけであって、目的自体ではないのよね。ま、最初から聖剣使いはそこまで脅威認定していなかったのだから、今回のことは渡りに船でいいんじゃないかしら？　ポープリやローデイと顔を繋ぐためのきっかけになったのだから』

			「はぁ。戦って勝って、はい、終わりじゃないからな、現実は」

			『ですねー。戦後処理が大変ですよ。っていうか、聖剣使いは俺たち地球の国家から見たらテロ組織みたいなもんですし、戦争ですらないですけどね。ポープリ学長と前任者の情報や、ローデイとの繋ぎで多少役に立ったぐらいですよ。というか聖剣使いたちは、ラスボスですらないですからね。俺たちにとっては』

			　そう、俺たちにとっては、この大陸の魔力枯こ渇かつの原因調査が一番であって、聖剣使いとドンパチするのが目的ではない。今のところ、聖剣使いが最も魔力枯渇に関する情報と、即応の影響力を持っていそうだから、優先していただけ。

			　……この後が厄やつ介かいである。

			　聖剣使いたちの大半は捕縛したが、国相手に捕縛するわけにはいかない。

			　大規模魔力集積魔法陣が発動している以上、下手に大規模な国同士の争いを発生させるわけにはいかないのだ。

			　魔力が集積しすぎた結果、どうなるかも予想つかない。

			　前に話したように、怪獣王が生まれるならまだいい。どこかの発電所みたいに、大規模爆発が起こって辺り一帯が汚染されても不思議ではないのだ。

			　この状況を知りえて聖剣使いや国と正面からドンパチしたい奴は、馬鹿を通り越して自殺志願者だ。

			　結局、こうした事態を回避するには、積極的に国と繋がりをもって、各国の動きは詳しよう細さいに把は握あくする必要がある。

			　……以上の理由で、この新大陸における活動は敵対者の物理的な排除ではなく、敵対者たちを戦闘させないために動かないといけない。……政治活動ってやつだ。

			　なにが悲しくて、よその世界の、よその大陸の世情調整をしないといけないかね。

			『ある程度、この大陸の状態を知ってからが忙しいわね。まさに休む暇ひまなしね』

			「だな、戦闘禁止っていう縛りができたからな。ダンジョンの設営も今となっては仇だな」

			『それは違うんじゃないんですか？　結局、学府一帯は動き出していないですし、ダンジョン化のおかげで、ジルバ、ベータン、エナーリア、ランサー魔術学府、この４つがほぼノータイムで行き来できるんですから、失策ではないと思いますよ』

			『そうね。タイキの言う通り、あなたは何も間違っていないわよ。学府一帯の魔物狩りも始めてるし、問題は起きていない。というか、問題が起こっても私たちが原因だとは限らないし』

			「どっかで、魔法陣内の国同士がドンパチすれば終わりだしな……。ま、どこが臨界点なのかすら分かっていないけどな」

			　まあ、４００年分の魔力なんだ。

			　誰かが爆発の術式でその魔力を使えば、ダイナマイト満載の中に火を放つようなもんだしな。

			　魔力は特性を考えると誘爆はそうそうしないが、術式で繋げば、自由に使える便利物質（？）でもある。破壊の方向で魔力が起動すれば、想像もできない大惨事になるだろう。

			『あ、ダンジョン云々で思い出しましたけど、最少単位で各国に移動場所だけは設けていいんじゃないですか？　ローデイに向かうのに、毎回ワイバーンを使うとか、面倒どころか有事の際は後手ですよ？』

			『私もタイキの話に賛成。言った通り、学府一帯の魔力の間引きは開始してるし、なにかあったときにすぐに私たちが合流できないのはまずいわ』

			「んー、俺も同じ意見だ。悩んだけど、合流できないのはまずい。でも、やるときは言った通り、学府一帯の監視を強めて何があっても対応できるようにしてからだ」

			『そりゃ当然ですね』

			『そうね』

			「ま、ここでの拠点は明日にでも見つけてくるよ。ポープリ経由で公爵に話せば、何かしら物件は紹介してくれるだろう」

			　そう言うと、セラリアとタイキ君が目を丸くして手を叩く。

			『あ、忘れてたわ。公爵にサマンサのことは話したのかしら？』

			『そうそう、それ聞きたかったです。どうなったんですか？　娘はやらん決闘ですか!?』

			「まだだよ。ポープリが渡した親書で魔物の活性化のことを知って、サマンサの親父さんはすぐに兵をまとめるために動き出した」

			『あら、凄すごいわね。でも、意味ないわよね？　呼び出す前に原因は捕縛したし、ムダ金よ？』

			『そうでもないでしょう。治安維い持じ活動にもなりますし、魔物がまったくいないわけでもないですし』

			「まあ、そこら辺はポープリ学長からということで、ある程度の活動資金を渡しているから問題ないだろう」

			『あら、そこまで優遇したら公爵が疑いそうなものだけどね。学長が失態をして学府一帯から魔物を溢あふれさせたんじゃないかって』

			「それはなさそうだな。ほら、サマンサが言ってただろう？　親父さんもポープリの教え子だって。だから、学府が傾くような発言はしないと思うぞ。ポープリ自体の厄やつ介かいさも知ってるみたいだし」

			『ああ、なるほど』

			『ふーん。って、そこはいいですよ。で、どういうつもりですか？　娘さんをください!!　ですか？』

			　ちっ、ごまかせなかったか。

			「と言っても、俺は今まで経験ないんだよな……」

			『はぁ!?　あれだけ美女を侍らせて、なにを言いやがりますか？』

			「違う違う。結婚や告白じゃなくてな、娘さんをくださいって話だ。俺はほら、お目付け役で来た嫁さんや、奴ど隷れいをそのまま迎えた形ばかりだからな。俺から娘さんをくださいと言った時も、俺の立場が上だっただろう？」

			『ああ、そういうことですか』

			　そう、今までの嫁さんは、親御さんに頭を下げて嫁にもらってきたのではない。

			　勝手に嫁宣言したのもいれば、気が付けば嫁になってるのもいるし、立場上嫁にしないと色々まずいってのがあった。形は色々だが、みんな俺の立場が相手より上で、嫁にしてくださいって言われたケースばかりだ。

			　態度はどうあれな。

			『あら、なんで私を見つめるのかしら？』

			「いや、セラリアが嫁入りしてきたときのことを思い出してな」

			『情熱的だったでしょう？』

			「……」

			　ラビリスたちとグルだったくせに。

			　当初は、俺を監視するためだけだったくせに。

			「というわけで、どう申し込んでいいのか分からん。この大陸だと、親への挨拶はどうするんだ？　結納金とかいらないのか？」

			『……やべっ。俺、アイリの時に結納金を持って行ってない』

			　……タイキ君、駄目だろうそれは。

			　まあ、挨拶のことだけで頭がいっぱいだっただろうしな。

			　……とはいえ仕方ない、では済まんか。

			『大丈夫ですよ、タイキ様。タイキ様の告白のあと、部下の方が結納金を含めて色々持ってきてくれましたから』

			　部下が有能でよかったな。

			『あー、それは私も分からないわね。まあ、サマンサは、特になにも言ってなかったのでしょう？』

			「何も聞いてないな」

			『なら、今回は顔合わせみたいなものだと思えばいいわよ。別の日に、正式に結納金などの受け渡しをすればいいのだし』

			　あ、そういう考え方もできるか。

			　どうせ何度も顔を合わせることになるのだし、一度で全部終わらせる必要はないか。

			『ま、心配なのは分かるわ。国は違えど、横に新大陸出身のジェシカとクリーナがいるから聞いてみたら？　参考にはなるんじゃないかしら？』

			　そうだな。

			　ちょうど護ご衛えいでいるし、聞いてみるか。

			「で、結婚の際の仕来りとか分かるか？」

			　とりあえず最初に聞いたのは、ジルバで騎士を務めていたジェシカ。

			　いや、今もジルバの騎士だけど、すでにウィード組だしな。

			「……そうですね。んー、申し訳ないです。結婚式には多少参加したことがありますが、礼儀的なものでして。自分が結婚するためにどうこう動いたことがないので、よく分かりません」

			「あれ？　知り合いが結婚した経緯の話とかはないのか？」

			「ありますが、平民同士ですし、普通に結婚してくれ、ＯＫで終わりですよ？　結納金なんて貴族のやり取りですし。平民はそんな余裕がありません。自分たちのことは自分たちで。まあ、ささやかな料理などは出ますけど……」

			「それは何か違うよな」

			「ええ。だからよく分かりません。私にとっての結婚の申し出はユキの１件だけです。とても嬉しかったですし、盛大に祝ってもらいました。私としては大満足です」

			「そっか、ジェシカが嬉しかったならよかった。そういえば、あの時はそういうことまで気が回らなかったな。すまん」

			「いえ、気にしないでください。十分に幸せなので」

			　俺もあまりタイキ君と変わらんな。

			　ジェシカの時は、勝手にこっちの流儀を押し付けたような感じだったわ。

			「クリーナは、なにか結婚式やご両親への挨拶の仕来りとかについて知ってるか？」

			「……ごめん。知らない」

			　まあ、クリーナは学業一筋って感じだし、知らなくても仕方ないか。

			　今の今まで結婚に興味なんてなかっただろうし。

			「……で、でも」

			「ん？」

			　珍しくクリーナが唇を震わせている。

			　いつもは淡々としゃべるのに、今は緊張しているような感じだ。

			「……ジェシカやセラリアたちにしたような結婚式、あげて欲しい。わ、私も、あのドレス着てみたい」

			　クリーナの言葉で、その場の全員が目を丸くする。

			『当然よ!!　よし、クリーナ、戻ったらドレスの採寸をするわよ!!』

			「そうですね。クリーナはどんなドレスがいいですか？」

			「私としては、クリーナの髪にあった赤に準じたようなドレスがいいのではと……」

			　セラリアはすかさずナールジアさんへと連絡を取り、リーアとジェシカはアイテムボックスから取り出した、ウェディングドレスのパンフをクリーナに見せている。

			『……女性って元気ですね』

			「……せやな」

			　まあ、ウェディングドレスだし、一生に一度だし、粗略にはできんよな。

			　クリーナだって女の子だしな。

			　結局、結婚の仕来りについては分からずか。

			　そんなことを思っていると、客間の扉が開かれてサマンサが入ってきた。

			「ユキ様、大変お待たせいたしました。お父様と会っていただけますか？」

			　ああ、来ちまったか、本番が……。

			『あら、ちゃんと挨拶してくるのよ』

			『男の見せどころですよ。ユキさん』

			　くそ、他人事だと思いやがって。

			「大丈夫だよ。で、俺はどこに行けばいいのかな？」

			　断るなんてのはできないから、こう言うしかない。

			「えーっと、大変申し訳ありませんが、現在、ポープリ様の親書の情報で兵を集めるなどの書類仕事をしていまして、政務室まで来ていただければと……」

			「分かった。そこまで案内頼むよ」

			　ああ、道理で俺が後回しにされるはずだ。

			　どこの世界でも書類仕事をしないと、何事も動き出せない。

			　親書を見て、声を出して終わりではない。

			　世の中、書類仕事が大事なのである。

			　というか、この状況でサマンサは俺の話を父親にできたのだろうか？

			　俺を連れて来て本番一発勝負とか言わないよな？

			　手紙で俺の話はしてはいるだろうが、領民どころかローデイの一大事になりかねない書類処理と、娘の結婚相手の処理が同レベルなんてわけがない。

			　……考えれば考えるほど不安になる。

			　やっぱり、戦うことよりこっちの方が怖いわ。

			「サマンサ、公爵は忙しいようだけど、俺の話はできたのか？」

			　事前情報を聞いておくのは間違いではないので、道すがら聞いておく。

			　公爵の機嫌によって挨拶の仕方も考えないといけないからな。

			「はい。私にとっては一大事ですから、ちゃんとお父様とお話はいたしました」

			　物怖じしないね、サマンサ。

			　……やべー、政務で忙しそうだし、また今度って言いたい。

			　くそ、世の中、結婚の申し込みするときは、全員こんな気持ちなのだろうか……。

			　そんな葛藤をしていても、時間は過ぎていくもので、気が付けばサマンサが大扉の前で止まっていた。

			　俺が立ち止まったのを確認してから、サマンサが扉をノックする。

			「お父様。サマンサです」

			　そう、サマンサが声を変えて声をかけた一瞬後、すぐに返事が返ってくる。

			「……サマンサか、入りなさい」

			　すげー渋い声ですよ。

			　きっと、厳ついおっさんだよ。声的に!?

			「失礼いたします」

			「失礼します」

			　サマンサの後に続いて中に入る。

			　政務室の中は、窓際に大きな決済用の大机があり、その前に接待用のテーブルとソファーが置かれている。壁の両側の棚には本がたくさん詰まっている。

			　なんというか、らしい政務室だ。

			　セラリアとかルルアが用意した政務室そっくりである。

			　俺なんか、システム机にパソコンと書類が置いてあるだけで、飾り気なんてないからな。

			　ま、そんなことはどうでもいい。

			　問題は、サマンサの親父さんである。

			　一言で言うならば、カイゼル髭。

			　そう、見事なカイゼル髭である。

			　身長は１８０ぐらいで、サマンサと同じ金髪ではあるが髪は短く、スポーツ選手のような感じだ。

			　サマンサという年頃の娘がいる割には若く見える。歳をとっているのは分かるが、動きが鈍そうな感じには見えない。すぐにでも走り出して、運動してもおかしくない体つきである。

			　まあ、要約すると、ウホッいい男が適用されるナイスミドルだ。

			「……サマンサ。彼が言っていた良い人かね？」

			「はい。私の一生を捧ささげるにふさわしい相手ですわ」

			　サマンサが笑顔でそう言うが、親父さんは俺を、上から下、下から上といった感じでつぶさに観察している。

			　あまりの眼光の鋭さに、居心地が悪い。

			　これが、娘を預けるのにふさわしいかどうかを見極める親の目か。

			「……失礼いたしました。このたびは道中の娘の護ご衛えいを感謝いたします。挨拶が遅くなって大変申し訳ありませんが、私がサマンサの父ロッソ・スイ・ヒュージです」

			「いえ、この忙しい中、時間を取っていただき感謝いたします」

			　ほっ、娘はやらんぞこらーってタイプじゃなかったか。

			　普通にこういう話でくるなら、俺も気楽に進められる。

			　決闘なんて挑まれたら、どうすればいいか分からんからな。

			　親父さんの顔を立てて負ければいいのか、それとも実力を見せつけ完勝するべきか。

			「……」

			「……」

			　そして、俺とヒュージ公爵は沈ちん黙もくして佇む。

			「あ、あの？　お２人とも？」

			　その中でサマンサが間抜けな声を上げる。

			　すかさず、ヒュージ公爵の傍そばに控えていた、これまたどう見てもセバスチャンな執事がサマンサに声をかける。

			「お嬢様から紹介をしないと始まりません」

			「あっ、し、失礼いたしました。この方が、私たちをローデイまで護ご衛えいしてくれた傭よう兵へい団の長でユキ様と言います」

			「ご紹介にあずかりました。傭兵団の長でユキと申します。現在は、サマンサと同じく学府で魔術の勉学に励む学生であります。そして、サマンサとの関係をお許しいただくためにこちらに参りました」

			　もう、びくびくするよりも、さっさと言ってしまって楽になろう。

			　流れができればあとは自由だし。

			　さて、親父さんはどう出るか？

			「……それは、こちらがお願いする立場でしょう。ジルバ、エナーリアとの繋がりは欲しい。それがサマンサ程度で手に入るのであれば、断る理由はありませんな」

			　娘の前で道具として使う宣言しちゃいますか？

			　これは、許可がもらえるもらえない以前の問題じゃね？

			　サマンサ自身はショックを受けているのか、少し涙目だ。

			　これはフォローしておかないとな。

			「失礼。その考えは間違っております」

			「どういうことですかな？」

			「私はサマンサが欲しいのです。生涯のパートナーとして、立場や利権は二の次。サマンサを泣かせれば、目的の物が手に入るとは思わないでいただきたい。サマンサ程度ではなく、サマンサでないと手に入らないと思ってください」

			　そう言って親父さんを睨にらんでおく。

			「そこまでわが娘を気に入っていただけましたかな？　そちらさえよければ、ローデイ王家相手の見合いもできますが？」

			「私はサマンサがいいのです。それを理解していただきたい」

			　誰が、ローデイ王家なんざと顔を合わせるか。

			　どう考えても、面倒事に巻き込まれるの確定じゃねーか。

			「……ふぅ」

			　しばしの沈黙の後、親父さんはそう息をついて良い顔で微ほほ笑えみ口を開く。

			「よかったな、サマンサ。お前をちゃんと見てくれている御仁のようだ」

			「はいっ。ユ、ユキ様は私をちゃんと評価してくださる、最高の旦那様です」

			　ああ、親父さん、サマンサのためにあえてそんなことを言ったのか。

			　サマンサなんて、もう目を真っ赤にして泣きながら返事をしてるし。

			「……この通り、常識知らずな娘ではありますが、どうかよろしくお願いいたします」

			「いえ、その常識知らずな愚直さがあったからこそ、彼女に出会えたのです」

			　……お約束で、いきなり門前払いを食らったのが始まりだけどな。

			　あの時は、学府相手に有利に動くための使い捨てのつもりだったんだけどなー。

			　深く関わるつもりはなかったのが本音。

			「しかし、映像でしたかな？　そのままの御仁ですな。さすが、エナーリアの襲撃を防いだ英雄というべきですな。それでいて、ポープリ学長を手玉に取る手腕も持っている。こちらとしては、長女もつけてぜひとも私と縁を結んで欲しかったぐらいですよ」

			「映像？　エナーリアの英雄？」

			「ん？　映像はサマンサへの告白のシーンを見せてもらったのですよ。で、エナーリアの英雄の話ですが、そちらが知らないのも無理はないですな。あの騒動は、ローデイの交戦派の独断でしてな。ユキ殿たちが鎮圧して被害を最小限に止めなければ、エナーリアとローデイが開戦しかねない状況だったのですよ。というわけで、あの事件を防いだユキ殿たち傭よう兵へい団の話は、ユキ殿の出自から奥様方の戦闘能力、精強さと余すところなくローデイにも鳴り響いています。我が国の上層部で、あなた方を知らぬ者はいません。おかげで、不穏分子を洗い出すことにも成功いたしました。重ねてお礼を言わせてください。エナーリア、ローデイを救っていただき誠に感謝いたします」

			　そう言って、親父さんが深々と頭を下げる。

			　ああ、そういうこと。

			　俺はエナーリアの一件で、ローデイの問題も間接的に解決していたのか。それなら、ローデイの融和派の貴族は、是が非でも俺たちと関係を結びたいだろう。

			　向こうにとっても渡りに船だったか。

			「って、そこはどうでもいいです。映像ってなんですか!?　告白シーンを見たって!?」

			　そう、各国の思惑などどうでもいい。

			　今大事なのは、サマンサへした告白シーンを見たという親父さんの発言だ。

			　どういうことだ!?

			「え？　いや、普通にこのカメラ？　と言いましたかな？　これは、その時の風景を取っておくことができる素晴らしいものですな。ぜひとも我が国への導入を……と、違いましたな。えーっと、このボタンか？」

			　親父さんはどこから取り出したのかハンディカム、つまりはビデオカメラを手にして、その使い方をサマンサに聞いている。

			「はい。こちらがスタートボタンですわ」

			　サマンサがボタンを押し、あの映像が流される。

			　そう、俺がサマンサに告白したシーンである。

			　見覚えのある光景。

			　学府の中庭に呼び出して、俺とサマンサが向かい合っている。

			『あの、お呼びだと聞きましたが』

			『ああ、ちょっと話したいことがあってな』

			『お話ですか？』

			『あー、まずは最初に言っておくけど、断ってくれてもなにも問題はない。それでサマンサとの関係が壊れるわけでもないから』

			『？』

			　……まどろっこしいよ、俺!?

			　というか、俺のある意味、赤裸々な黒歴史を上映するんじゃねー!!

			　しかし、止めに走ろうとする体は動かない。

			　それもそのはず、いつの間にか後ろからサマンサが抱き着いていた。

			　くそっ、無理に引きはがすのは簡単だが、嫁と認定した相手にそんな扱いができるわけがない。

			『……ふぅ。サマンサ、俺と結婚してくれ。無論、打算や目的もありきの婚姻申し込みだ』

			『えっ？』

			　サマンサが一瞬嬉しそうな顔をしたが、後に続いた言葉ですぐに顔をしかめる。

			　だって、利用するために必要だと言っているのだから。

			　お前、もっと言葉選べよ!!

			　そんな思いもむなしく映像は続いていく。そう、その映像はすでに過去のこと。

			『だけど、サマンサが許してくれるなら、これから愛していければいいと思うんだ。最初から完かん璧ぺきな夫婦なんていないし、２人で頑張って、誰もが羨む家庭を作れればと思う。……いや、他に嫁さんがいながら何言ってるんだと思うだろうが』
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			　台無しだよ、俺!!

			　そして、その台無しな告白のあと、サマンサは涙を流しながら……。

			「……しい、です」

			　と何かを呟つぶやいて、俺に抱き着き映像が終わる。

			「「「……」」」

			　政務室に静寂が残る。

			　もういっそ殺せよ!!

			　どこ？　どこにあの告白を褒ほめるシーンがあった!?

			　というか、サマンサはどこに俺の告白をＯＫする理由があったよ!?

			　いくらセラリアたちが裏で手を引いていても、あれで台無しだろ!?

			「いやー、素晴らしい告白ですな」

			「え、どこが？」

			　俺は脊髄反射で親父さんにつっこんだ。

			　しかし、親父さんはいい顔で笑いながら簡単に答える。

			「全部ですよ。貴族の結婚では愛など望めない。利用ありきが当然です。親同士の利益のために結婚するだけ。しかし、それが分かっていながらも、結婚の告白の時だけは仮面をかぶって愛しているなどの心のこもっていない告白ばかりをする。しかし、ユキ殿は違った。打算や目的もあると、相手を侮辱することを覚悟の上で告げて、それでもその中で愛を見つけていこうと言うあの言葉。これほど相手を気遣った言葉がありましょうか」

			　ええー？

			　誠実さがよかったってこと？

			「かくいう私も、妻とは政略結婚でしてな。心にもないメッキばかりの言葉をならべて、結婚という形だけが残り、しばらくは閨ねやをともにするだけの日々でした」

			　そら、つらいわな。

			　相手も望んでいないのに、閨なんかともにしたら気まずさしかないわ。

			「しかし、息子が生まれて、ようやく私と妻はお互いを愛せるようになったのです。確かに政略結婚ではありましたが、必死に私の子供を産んでくれた妻の姿に心を打たれました。このような夫ですまないと。今さらではあるが、どうか一緒に生きてはくれないかと。傍そばで支えてくれないかと。ようやく、目的や打算も含めて妻を愛せるようになったのです。まあ、おかげで子供がサマンサを含めて４人もおりましてな。妻からは、夜が激しすぎるから愛妾でも作りなさいと言われてる始末でして」

			　恥ずかしそうに頭をかいて笑う親父さん。

			　そんな話をしていると、政務室の扉が開いて、サマンサが歳を重ねたような美女が出てきた。

			「まったく、ユキ殿を相手に何を恥ずかしいことを言っているんですか!!　夫の不始末、どうかお許しください」

			「あ、いえ。その……夫ということは……」

			「はい。ヒュージ公爵が妻のヴィーユと申します。……どうか、サマンサをよろしくお願いいたします」

			　ヴィーユさんはそう言ってすかさず頭を下げる。

			　なるほど、この人が公爵の嫁さんか。

			　しかし、この美女相手に閨だけって、よほど擦れているのだろう貴族の結婚って。

			　と、とりあえず返事をしないとな。

			「ええ。サマンサと頑張っていきたいと思います」

			「ユキ様……」

			　横では、サマンサが感極まってまた泣いている。

			　が、その姿を見たヴィーユさんが、すぐに顔を上げてサマンサを睨にらみつけた。

			「何が、ユキ様……ですか!!　あなたのためにここまで胸を張ってきた殿方にばかり言葉を吐かせて、自分は感極まるとは何事ですか!!　立場で言えば、ローデイの王家と婚姻してもおかしくないのですよ!!　そのような真似を続けるのであれば、ユキ殿に失礼です。というか、ユキ殿に相応しくありません。私が結婚を反対しますよ？　ユキ殿には、もっとふさわしい相手をご用意します」

			「そ、そんな、お、お母様!?」

			「ならば、ヒュージ家の娘として、ユキ殿に相応しい返事と態度を取りなさい」

			　あ、なんとなく分かった。

			　この公爵家のノリが。

			「はい!!　私、サマンサ・アン・ヒュージはユキ様を支え、共に生きていくことを誓います!!」

			「声が小さい!!」

			「私、サマンサ……」

			　熱血、情熱系なんだ。

			　ほら、熱くなれよ!!　ってタイプ？

			　で、そのサマンサとヴィーユさんの宣言教室が終わって……。

			「そういえばサマンサ、あの告白、もう一度見たいのだけれどいいかしら？」

			「はい!!　どうぞ!!」

			「うむ。あの告白はいいものだ」

			　そして、俺を無視して、再び俺の告白上映会が始まる。

			　やめてくれー!!

			　なあ、そこの執事さん止めてくれ!!

			　必死に視線を送るが、執事さんは紅茶を差し出して首を横に振るだけであった。

			　いっそ殺せ!!

			　殺してくれー!!

			　俺の願いは届くことなく、都合５回見直すことになったりする。

		

	
		
			　

			第２６４掘　友の恋は応援しましょう

			　

			　ｓｉｄｅ：エリス

			「さて、私たちはアマンダさんの護ご衛えいと聖剣使いの監視です。しっかり仕事をしますよ」

			「うむ。任せておけ」

			「はい。旦那様は忙しいですし、この程度のことで手を煩わずらわせるわけにはいきません」

			　私たちはユキさん、ユキさんの護衛の３人、サマンサと別れて、現在、公爵が用意してくれた中庭にワイバーンのワイちゃんを誘導したあと待機しているところです。

			　これは、ワイバーンを持つアマンダへの工作を阻そ止しし、エオイドとの仲を取り持つためであり、あとは……。

			　私は視線をワイバーンとアマンダからそらし、中庭の隅で、ロープで簀す巻まきにされている聖剣使いたちを見ます。

			「ばうっ」

			「「「きゃっ!?」」」

			　……子犬姿のクロちゃんが吠ほえただけで縮み上がります。

			　情けない年頃の女性に見えますが、中身は私よりも遥かに歳を重ね、今まで生きてきた聖剣使いたちです。

			　まあ、彼女たちも色々あって、今の状況に辿り着いたのでしょう。それでも、彼女たちより若い私がその選択は間違いだと思えるのですから、何を学び、何をもって生きるのかというのがどれだけ大事なのかよく分かります。

			　どれだけ絶望しても、ユキさんや娘たちを殺されない限り、今の世界を滅ぼそうなんて思わないですし。

			「こら、クロちゃん。あんまり吠えていじめちゃだめだよ」

			「きゅーん」

			「アスリン、クロちゃんはお仕事を頑張っているのです。この程度はいいと思うのです」

			「そうかなー？」

			「まあ、そうね。ポープリ学長の時と違って勘違いでもないし、間違って逃げ出されたりしたら、被害が出るからね。厳しくいきましょう」

			「そうですね。アスリン。つらいのなら、私たちがクロちゃんたちのお世話をしますよ？」

			　ラビリスとシェーラが、聖剣使いの監視を交代すると言っているようです。

			　まあ、実際に監視をしているのはクロちゃんたち、アスリン直下の十魔獣（自称）なのですが。あの魔獣たちはアスリン至上主義ではありますが、私たちにも逆らわないので、アスリンの負担になるのであれば監視役は代わるべきでしょう。

			　アスリンは、こういう厳しいことには向かない子ですし。

			　と、そういえば、ほかの９匹はどこに行ったのでしょうか？

			　クロちゃんだけでも監視は可能でしょうが、１匹で監視するのはちょっと厳しい。どんなに優秀でも、単体では行えることには限界があります。それを補うために協力し、連携をするのですが……。

			　あのアスリン直下のペットたちが、そんなことが分からないほどバカではないはずですし。

			「ねえ、アスリン。ほかの９匹はどうしたのかしら？」

			　私は気になってアスリンに聞いてみました。

			　あの子たちは普段は小動物に化けているので、こういった監視や偵てい察さつにはとっても有効です。

			　本人たちは、アスリンに撫でてもらうために小型化しているのでしょうが……。

			「んー？　えっとね。たーちゃんときーちゃん、いーちゃんは、別で動いてる聖剣の人たちを追うって。お兄ちゃんからも許可をもらってるよ」

			「なるほど。でも、追うならクロちゃんがいいんじゃない？　犬だし？」

			　ユキさんから聞いたことがあります。

			　イヌは嗅覚がとても鋭く、匂いが途切れなければ、対象とかなり距離が離れていても追跡可能だそうです。

			　確かに、狼の血を引いているトーリも匂いに敏感だったから確かな話だと思います。

			「あの３匹が変身できるからよ。あの３匹が追跡のメンバーに選ばれた理由はね」

			　質問に答えたのは、アスリンではなくラビリスでした。

			「そういえば、あの３匹は変化できましたね。色々な意味で、追跡や捕縛がしやすいということですか」

			「ええ。２匹は狸たぬきの姉妹で、１匹は鼬いたち。３匹とも、ほかの７匹とは桁けたが違うから」

			「普段、アスリンやフィーリアに化けて一緒に遊んでいますよね？」

			　初めて見たときは驚いたものです。

			　アスリンとフィーリアが、隠れ獣人かと思いましたから。

			　可愛かわいい狸耳、鼬耳、尻尾しつぽが生えていたんです。

			「私やシェーラにもよく化けるわよ。それで、その姿でウィードの街に行って買い物とかもしてるしね。文字通り色々な意味で動きやすいのよ。嗅覚自体は犬のクロちゃんには劣るけど、ほかの対応力は圧倒的に上よ」

			「まあ、最初から一緒にいた子たちですからね」

			「そうね。魔物化した時はアスリンが泣くかと思ったけど、そうでもなかったし」

			　そう、３匹は昔、デリーユがウィードに攻め入った時に戦死した動物たちの子供です。

			　アスリンやフィーリアは、その親を亡くした３匹がどうも自分たちと重なって見えたのか、なるべく一緒に過ごして、訓練にも連れていっていました。

			　そしてある時、動物たちが魔術を使いこなしたとアスリンたちが言ったので、ユキさんが鑑定した結果、魔物化していて色々スキルを覚えていたのです。

			　その後、アスリンの周りの動物たちを調べた結果、魔物化している動物が３匹を含めて10匹見つかりました。それを自認した動物たちは、自らを十魔獣と名乗ってアスリンやフィーリア、ラビリス、シェーラの警護に常についています。

			　能力的には、スティーブやスラきちさん、ミノちゃん、ジョンというウィード四天王（笑）に比べると劣りますが、それでも５匹で四天王１人を押さえられるレベルだから弱くはありません。

			　ウィード魔物軍に入れば、中隊の隊長ぐらいは務められる強さと頭脳があります。

			　まあ、軍に入れるより、危なっかしいアスリンやフィーリアの面倒を見てくれるのだから、そっちの方が助かるのですが。

			　ああ、最近は、私たちの子供の世話も手伝ってくれています。

			　ちなみに、たーちゃんはたぬきの「た」から。きーちゃんはたぬきの「き」から。いーちゃんはいたちの「い」から。

			　……これで分かると思いますが、ほかの魔獣たちも同じような名前だったりします。

			　本人が満足しているので……安直すぎないかしら？　とは言えません。

			「じゃ、残りの６匹はどこにいるの？」

			「空飛べる２匹は空で。残りは……しーちゃん、のーちゃん、ろうちゃん、だんちゃん。出てきて」

			　ああ、鳥タイプの２匹は当然空か。

			　で、残りの４匹をシェーラが呼びかけると、茂みの中から、白い蛇とうり坊が出てきました。

			「「「ひっ!?」」」

			　その白蛇とうり坊を見た聖剣使いたちが、さらに情けない声を上げています。

			　まあ、仕方ないか。この白蛇のしーちゃん、今は30センチもないぐらいの小さな蛇ですが、実際の姿は全長20メートルを超える大蛇なのです。

			　ワイバーンどころか、飛龍種、レッドドラゴンですら絞め落とします。

			　レッドドラゴンでも全長15メートルぐらいなのだから、どれだけしーちゃんが大きいのかは分かると思います。

			　そして、もう１匹のうり坊ですが、無論中身は大猪です。

			　10メートルぐらいなのでしーちゃんと比べると小さく見えますが、しーちゃんは長い蛇であって胴の太さはせいぜい３メートルぐらい。一方、のーちゃんは10メートルの丸い肉塊です。そう、10メートルの物体が猛スピードで突進する破壊力は、しーちゃんとは違った別の強さを持っています。

			「あれ？　ろうちゃんと、だんちゃんは？」

			『ここです。エリス様』

			『うーっす。エリス様』

			　私が残りの２匹を探していると、足元から、女郎蜘蛛とダンゴムシが出てきました。

			　これが十魔獣の最後の２匹である。

			　獣じゃないじゃん、とツッコんだユキさんは２匹から猛抗議を受けていたので、私から何も言ったりはしません。

			　さて、女郎蜘蛛の方は、もちろん蜘蛛の魔物です。

			　十魔獣の中で唯一、本当の姿が上半身は女、下半身は蜘蛛で、元の姿から結構かけ離れている変わった魔物です。アラクネとかいう伝承の魔物に似ていると思いますが、ユキさんは「絡じよ新ろう婦ぐも」と言ってました？

			　文字の違いはよく分かりませんが、日本の魔物、妖怪？　らしい。

			　で、能力は蜘蛛らしい能力で、自ら作り出した糸で相手を翻ほん弄ろうする戦闘をこなします。

			　また、テリトリーの構築、トラップなど幅広い使い方ができる子です。

			　最後のダンゴムシは、ザーギスに改造されたダンゴムシ改の１匹で、アスリンが魔力ご飯をよくあげていて、気が付いたらアスリン直下になっていました。

			　ちなみに他のダンゴムシ改たちは、カヤと一緒に農作物や開拓の担当になっています。

			　と、なんで２匹が真下から現れたのでしょう？

			「何してたの？」

			『無論、あのおバカ聖剣使いたちを逃がさないために魔力の糸をはっていました』

			『僕は地下に仕掛けがないか確認っす』

			「なるほどね。でも、そんなに小さいと踏みつぶされない？」

			　２匹のサイズは、そのままの女郎蜘蛛、ダンゴムシのサイズなので少し心配です。

			　いや、踏みつぶされて死ぬことはないと思うけど。

			『いえ、むしろアスリン様やフィーリア様に踏んでもらえれば嬉しいです』

			『僕は普段は土の中だし、踏まれないっすね』

			　……だんちゃんはともかく、相変わらずろうちゃんはＭね。

			「それなら、聖剣使いの監視は問題なさそうね」

			『ええ。アスリン様をだまそうとしても、私たちがきっちり忠言いたしますし、ラビリス様やシェーラ様、エリス様たちへの報告はいたしますから』

			　ふむ。

			　もう、この場で聖剣使いたちをどうこうすることはできまんせんね。尋問は万全の体制を整えてから。

			　なら残るはやっぱりアマンダの問題ですね。

			　アマンダの立場は今や伝説の竜騎士ということになって、この中庭に来るまでに過剰な歓迎を受けていました。悪い意味の過剰ではなく、いい意味での過剰な歓迎です。

			　公爵はワイバーンが現れた混乱を抑えるために、わざと伝説の竜騎士が再臨したと街の人たちに告げていたそうです。その分、騒ぎとなるような問題は起こっていませんが、アマンダの噂を聞きつけた貴族やら、商人やら、子供やらがひっきりなしに面会を求めて公爵家の門を叩いています。

			　一応、公爵へ話が落ち着くまで、アマンダへの面会は許可されていません。

			　それも当然です。公爵はいまだ魔物の大氾濫への対応の仕事や、ユキさんとサマンサの結婚話を聞いていません。どう考えても、こちらの方がアマンダのことより優先事項です。

			　だからと言って、公爵がアマンダと挨拶をする前に、他の人に先に挨拶されるのは色々な意味で許すわけにはいかない。そのおかげで私たちも助かってはいますが。

			　彼女の名声やワイバーンの移動手段という隠れ蓑みのは、これから行動するのにはちょうどいい言い訳になります。私たちの戦闘能力も、乗り物関連の面倒も、全部アマンダに押し付けられるわけです。

			　マローダーでガルツに乗り入れたときには、たくさんの質問攻めと譲渡して欲しいという話がウィードで事務をしていた私のところにまで来ました。

			　それを避けるために、アマンダにはこれからも私たちと共に行動する立場でいてもらわなければいけません。

			　だから、他国からの引き抜きや、無理やり貴族などから婚約させられるという事態は何としても避けなければならないのです。

			　それにはエオイドと結ばれて、学府の戦力という扱いにしてしまう必要があります。

			　エオイドとアマンダは庶子の出だから、結婚をしても貴族から横やりが入る可能性がありますが、そこでポープリが保護という名目で学府側に取り込んでしまえばいいわけです。

			　エオイドもアマンダも結婚後、引き裂かれるのは不本意ですし、貴族相手に戦える手札は多くない。だから、学長という立場のポープリの後ろ盾が出来るのは、アマンダにとってはとてもありがたいことになります。

			「まあ、エオイドと結ばれたいと思えばですが」

			　彼女が貴族の男性と結婚したいという願望があれば、それを優先します。いくらなんでも、私たちが動きやすいからと言って、彼女の意思まで曲げるつもりはありません。

			　その時は別の方法か、ポープリの権限を使ってゴリ押しで同行させてもいいわけですし。

			　と言っても、エオイドのことが気になっているのは一目瞭然ではありますが。

			　いえ、気になっているというか、私のモノって感じですよね。

			　クリーナの話を聞けば、エオイドに対して独占欲があるのがはっきり分かります。

			　……そう言えば、私もある意味庶子の出なんですけど、ユキさんに対してあまり独占欲というのはありませんね？

			　いえ、妻以外の女が言い寄るのは我慢ならないし、ベッドの中では私の好きにしてますし、独占欲はやっぱりあるみたい？

			　まあ、ユキさんは私たちのやりたいことに関して、時間があるなら自由にしていいという器の広い旦那様です。私は暇ひまがあれば日本の蔵書を読み漁っていますし、ラッツなんかは玩がん具ぐ作りとかに精を出していますね。

			　……と、いけない、いけない。

			　今はアマンダを取り込まないと……。

			「そう言えば、アマンダはどこに？」

			「んー？　ああ、なにか知らんが、あっちの端っこで丸くなっておるぞ」

			　デリーユに言われた方向を見ると、中庭の庭石に座って頭を抱えて丸くなっています。

			　ワイちゃんの方は中庭の真ん中で大人しくしてますし、アスリンたちやクロちゃんたちがいるので、滅多なことはしないでしょう。

			　とりあえず話してみないと分かりませんので、アマンダに近寄っていくと……。

			「……どうしよう。なに、この人気。私はただ、学長に言われて送迎を引き受けただけなのに。わ、私どうなっちゃうの」

			　なんてことを呟つぶやいて頭を抱えています。

			　なるほど。今まで遭そう遇ぐうしたことのない状況に混乱しているようですね。

			　うーん、このアマンダの傍そばにエオイドが一緒にいてくれるといい雰囲気になるんですが、エオイドは今、公爵へ親書を渡しているところです。私が少しフォローしますか。

			「アマンダ、どうかしましたか？」

			「あ、ああ。エリスさん。私、これからどうなっちゃうんでしょう」

			　子犬みたいに見つめられてもですねー。

			　とりあえず、軽く事実だけでも教えますか。

			「そうですねー。今やアマンダは伝説の竜騎士と言われています。これからは、それに準じた扱いをされる一方、アマンダを抱き込もうと、正攻法から下げ種すな手口まで色々とすり寄って来る輩やからが出てきますね」

			「え？　ど、どういうことですか？　貴族の下に士官しないかって申し出が増えるってことですか？」

			　ふむ。

			　やっぱり庶子の出ってところですか。

			　下種な手口どころか、正攻法さえ想像できませんか。

			「アマンダという、名実共に聖剣使いに並ぶ手札を手に入れれば、手に入れた家の名は大陸中に広がります。そして、そのアマンダを手に入れるために一番てっとり早いのが婚姻です」

			「こ、婚姻!?」

			「はい。正攻法と言うのは、真っ向からの結婚の申し込みのことですね」

			「それって、私が好きってわけじゃなくて……」

			「ええ、アマンダの竜騎士という立場が欲しいのです。貴族とはそういうものです。サマンサもユキさんと出会わなければ、顔も知らぬ相手と結婚する覚悟はできていましたし」

			「……それは嫌です」

			「でしょうね。ですが、それはまだましな方です。下げ種すな手口を使って、無理矢理アマンダと結婚をしようとするのもいるでしょうから」

			「げ、下種って、どういう手口ですか？」

			「そうですね。まずは、もし私が下種な手口を使うならば、アマンダのご両親、親族を全員押さえますね。色々な意味で。脅おどしてもいいし、厚遇してもいい。どのみちアマンダは、その相手、今回は仮に私として、私が用意した相手と結婚しないと、周りが不幸な目に遭うことになるでしょうね」

			「……」

			「たとえば、事故死とか」

			「……エ、エオイドがきっと……」

			「エオイドも対象ですね。どうするかは人によって違いますけど、脅しでアマンダに近づくなとか、アマンダはすでに結婚する意志を決めているから諦あきらめろとか、勝手にあれこれ言って手を引かせるでしょうね。分かりやすいぐらい２人は好きあっていますから。真っ先にエオイドが何かしら影響を受けるでしょう」

			「そ、そんな……」

			「まあ、それはまだいい方です。エオイドは良くも悪くも幼馴染だから影響力もあります。相手によってはエオイドをさっさと殺して、アマンダに死体を見せつけた上で、これ以上殺されたくなかったら、言うことを聞けって迫る方法もあるでしょうね」

			「いやっ!!　そんなのは嫌!!」

			　アマンダはエオイドが殺されるシーンでも想像したのか、両手で耳を塞いで、大粒の涙を流している。

			「落ち着いて、アマンダ」

			　そう言って、アマンダを落ち着かせる。

			　いや、私が原因なんだけど。こんな簡単に動揺するなら、本当にあっさり誰かの手に落ちそうですね。早いうちにエオイドとくっつけておかないと。

			「大丈夫。嫌な話ばかり聞かせたけど、ちゃんとみんな無事に済む方法があるから。私たちも手を貸すわ。だって友達でしょう？」

			　一番の理由は、私とユキさんのイチャイチャ時間を増やすためですが。

			　二番目……は、私たち家族がのんびりするため。

			　三番目ぐらいに、友達の幸せを願いますから。

			「ど、どうすればいいんですか？　エ、エオイドと一緒になれるんですか？」

			　私の声が届いたのか、アマンダがすがるように見つめてくる。

			「落ち着いて。私たちができるのは、お邪魔虫の排除。エオイドと結婚できるかは、あなた次第よ」

			「は、はい……。でも、そのお邪魔虫の排除って」

			「それはね……」

			　それからは、とりあえず学府の傘下に入ることと、家族、友人、知人に害が及んだ時の対処方法、１人で絶対対処しないことなどをアドバイスした。

			　エオイドに関しては、ユキさんとタイキさんが鍛えているので、たとえ襲われたとしてもまず大丈夫だと教えておきます。

			　まあ、ユキさんが完全な布陣をしくでしょうし、勇者のタイキさんもいますからどうにでもなるでしょう。

			　くふふふ……これで迂う闊かつにアマンダに手を出した相手は、学府やヒュージ公爵を敵に回すことになります。

			　正直に言うと、どんどんアマンダに手を出して欲しいです。

			　その分、私たちが大義名分を得て、他国へ干かん渉しようする理由になるのですから!!

			　学府としても公爵としても、相手の非を盾にとって、有利な外交を進めることができるので嫌なんて言わないでしょう。そのために、わざわざ公爵に録画ができるハンディカメラを見せたんですから。

			　アマンダにも預けておいて、相手が言いわけできない証拠を用意した上で、むしり取ってやりますよ？

			「悪い顔をしておるな。エリスもなんかユキに似てきたのう」

			「……うーん。エリスさんは頭脳派ですから。私やセラリア、シェーラのような王族思考より旦那様に近いんでしょうね」

			　ふふ、デリーユとルルアが何か言っていますが、何とでも言ってください。

			　というか、ユキさんに似てきたってことは似た者夫婦ですね。

			　もう、運命ですね。ユキさんと私の夫婦関係は。

			　ウィードに戻ったら歴史書に記しておきましょう。

			　ユキとエリスは、相性抜群の似た者夫婦であったと。

		

	
		
			　

			第２６５掘　ローデイでの暗躍準備

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　……とりあえず、昨日の、あのことは忘れよう。

			　そう、記憶から完全抹消だ。

			　あのデータもどこかに封印する。消すのは、さすがに心証が悪そうだしな。

			　本音を言えばデータを完全消去したい。が、あのデータ１本だけとはとても思えないから、下手に消すと後から同じような映像が放流されるだろう。

			　そうなったら、俺は引き籠りになる自信がある。

			　と、いかん、いかん。

			　今日は挨拶も終わったことだし、本格的に拠点を探してローデイとの行き来を楽にする必要がある。ついでに、捕まえた聖剣使いたちを防衛が完かん璧ぺきなダンジョンに放り込まなければ、俺たちが安心して眠ることはできない。

			　まあ、アスリンの十魔獣が寝ずに見張ってくれているみたいだが、それをずっとお願いするのも無理な話だ。

			　できなくはないだろうが、絶対に隙ができる。

			　万が一、逃がしたら、聖剣使いたちはこちらに見つかるような行動は避けるだろうし、裏で目立たないように動くだろう。

			　今までの大々的な活動は、自分たちは誰にも負けないという根拠のない自信から来ている。俺たちというイレギュラーを知ったことで、裏で足が付きにくい活動に切り替えるはずだ。

			　そうなると追いかける俺たちも面倒なことになるので、絶対にそれは避けたい。

			　そんなわけで、拠点の確保が急務なのである。

			「と、いうわけだ。今から親父さんと掛け合って拠点を探してくるよ」

			　俺はサマンサを含む護ご衛えい４人のメンバーを連れて、アマンダの護衛と聖剣使い監視担当のメンバーにそう伝えた。

			「うむ。こちらは任せておけ。と言っても、特にやることもないがのう」

			　デリーユがそう言って肩を竦すくめる。

			　聖剣使いとの戦闘もなかったし、デリーユとしては物足りないんだろうな。

			「デリーユ、気持ちは分かりますが平和が一番ですよ。この機会に、アマンダにも色々教えてはどうですか？　彼女自体も強くなくては困りますし。私もいるので回復には困りませんよ」

			　ルルアがいるし、確かに訓練するには問題ないかな。即死しない限り。

			　まあ、ルルアの言う通りアマンダ本人が弱いままだと、それはそれで問題だ。

			　最悪、ワイバーンを国から取り上げられて、彼女自身はワイバーンのブリーダー、というか世話役にされる可能性もある。

			　……そんなことをしたら国が滅ぶけどな。主に、ワイちゃんのせいで。

			「……そうですね。アマンダ、あなたにやる気があれば鍛えてあげられますけど、どうしますか？」

			「え？　私がですか？」

			「はい。今のままでは、ワイバーンだけを取り上げられる可能性があります。実際には不可能ですが、アマンダ自身が弱いと思われると、その分、侮ってバカな行動を起こす人が増えます。それを払いのけられる力が今ありますか？」

			　エリスも俺と同じ結果に思い至ったのか、アマンダに訓練をしてみないか勧めている。

			　無理強いして身に付くものじゃないしな。

			　中途半端な覚悟は怪け我がの元ってやつだ。

			「魔術を使えば……」

			「魔術だけでは、まず足りません。最悪、不意打ちで、複数の巨漢の男に組み敷かれる可能性もあります。その時、あなたは対処できますか？」

			「……無理です。でも、教えてもらって身に付くものなんですか？」

			「それはアマンダのやる気次第ですが、教えるデリーユやルルアは、ある分野では私以上の実力の持ち主ですよ。無論、アマンダが可愛かわいがっている４人もです」

			「ふぇ!?　アスリンちゃんたちもですか!?」

			「「えっへん」」

			　アスリンとフィーリアが胸を張っている。

			　間違いでもないが、教えられるほど習熟もしてないんだよな。

			　ま、俺がそう思ったのと同時に、２人はラビリス、シェーラからげんこつを落とされる。

			　コンッ。

			　軽くではあるがグーで殴られて、２人とも「ふみゅ」って声を出して頭を押さえている。

			「もう、だめよ。そうやって、学校の皆に教えられなかったでしょう？」

			「そうですよ。怪我はたいしたことなかったからいいものの、大怪我するところだったんですから、安請け合いしてはいけません」

			「「ごめんなさーい」」

			　２人は、ウィードの学校では好成績者だ。

			　無論、学校ができる前から俺が教えたりしたこともあるからだろうが。

			　それで、カースが魔術の授業を行った時に、魔力調整が上手くいかないほかの生徒たちへの補助を頼まれて、２人はやる気満々で手伝いをしたのだが、魔力調整が上手くいかないという問題を解決するために魔力をポンッと渡してしまったのだ。

			　分かりやすく言うと、たき火を燃やし続けるため一般的な薪まきを燃やしていたところに、ダイナマイトを渡した感じだ。

			　結果は想像しての通り。

			　魔力の調整が上手くいかない生徒が制御しきれない魔力を渡されたことで暴発。大事には至らなかったが多少火傷する生徒がいて、当時はルルアやエルジュが学校に飛んで行ったぐらいの事件である。

			　俺やカースとしては、魔術の暴発の危険性を生徒に伝えられたし、アスリンとフィーリアの感覚がまだ幼いというのが分かってよかったのだが、当然、嫁さんたちにはかなり怒られた。

			　その後、あの事件は魔術の扱いに不慣れだった生徒の魔力暴発ということで表向き処理された。そういったわけで、２人はそれ以降、教える役や補助には回っていない。

			　戦闘訓練に至っても、この２人の先生は主にセラリアやデリーユというウィードでもトップ３に入る面々から訓練を受けているので、「一般的な」というにはかけ離れている。

			　あと、個人技能という点では、アスリンはテイマースキル、フィーリアは鍛冶スキルがあるが、これはさらに他人に教えるのが難しい。この個人技能だけに至っては、身内の誰も追いついてはいない。

			　と、こんな感じで教えられることはないので、安請け合いで教えたりすれば、後で厄やつ介かいごとになりかねない。２人が事故に巻き込まれないためにも、ちょっと厳しくしている。

			　今のエリスのセリフは、単にアマンダより強いですよって言っただけだが、それを知ったアマンダがアスリンたちにこっそり教えてもらおうなどと思っても困るからな。

			　アマンダの実力はサマンサには及ばないものの、無む詠えい唱しようもこなせる。それを知っているアスリンとフィーリアは、自分たちが使えない大魔術を教える可能性もあるわけだ。それが一般的にどの程度のレベルなのか知りもしないで。

			　まあ、２人には今、その一般的なレベルをセラリアや冒険者だったトーリ、リエル、モーブたちが教えていたりする。

			「まあ、アスリンたちもアマンダより実力が上ではありますが、まだ子供なので、間違っても２人にこっそり教えてもらおうなんて思わないように。消し飛びますよ」

			　あ、エリスもちゃんと釘は刺したか。

			「は、はい」

			　アマンダも２人は手加減ができないと察したのか、首をがくがく上下に揺らす。

			　見た感じ問題はなさそうだし、俺たちは公爵に拠点の話でもしに行くか。

			「そっちのことは任せた。訓練もほどほどにな」

			「はい。気を付けて」

			「うむ。任された」

			「行ってらっしゃいませ。旦那様」

			「お兄ちゃん、お土産みやげー!!」

			「兄様、私も!!」

			「もう２人とも。あ、私はお菓子がいいです」

			「……シェーラもじゃない。私は髪飾りがいいわ」

			　うん。ちびっこ共はお土産みやげな。

			　……これは他の場所にいる嫁さんたちにも買って帰らないと問題になるな。メモ帳に書いておこう。

			「あの、俺はどうしたらいいですか？」

			　……っと、俺がメモに「お土産」と書き込んでいると、忘れ去られていたエオイドが声を上げた。

			　ああ、エオイドは昨日、親書を渡し終えたしお役御免だよな。

			　かといって１人で帰るのは危険だし、アマンダとの件もあるし……。

			　さて、どうしよう？

			「なあ、エリス……」

			「ユキさん、エオイドは一緒に連れて行ってください。アマンダの訓練を見るより、街を見て回る方がいいでしょう。アマンダも、自分が訓練しているとこは見られたくないでしょうし」

			「え？　私はべつに？」

			「……ボコボコにされるシーンを、そんなに見られたいのなら止めませんが」

			「エオイド、ユキさんたちに迷惑かけるんじゃないわよ!!」

			「わ、分かったよ」

			　凄すごい変わり身だったが、まあ、学長を完封したエリスと同じレベルの相手だから、ボコボコにされるというのは想像できたのだろう。

			　そんな姿、恋人には見られたくないわな。

			　ま、変わり身が速すぎて、エオイドが引いてるけど。

			　……百年の恋も冷めないといいけどな。

			　そんなやり取りをしたあと公爵の政務室に行くと、ドアの前に立っていた執事さんが深々と会釈をした。

			「お待ちしておりました」

			「お待たせして申し訳ない」

			「いえ、旦那様も一息ついたところで、奥様も先ほど来られました」

			「そうですか、それならよかった。では、昨日の話の続きの件で」

			「はい。承知いたしました」

			　執事さんはそう言うと、洗練された動きで扉をノックし……。

			「旦那様。ユキ様がいらっしゃっています。昨日の件の続きとのことです」

			「構わない。入ってもらってくれ」

			「はい」

			　そんなやり取りがあって、扉が開かれ俺たちは中に入る。

			「やあ、ユキ殿。いや、息子よ、と言うべきか？」

			「あなた、何を言っているのですか。ユキ殿の立場を考えれば、私たちがへりくだるのが当然ですよ？」

			「いえ、普通に息子で構いませんよ。父さん、母さん」

			　俺がそう言うと、親父さんは満面の笑みを浮かべ、ヴィーユさんも礼儀上たしなめただけなのか、同じように綺き麗れいな微ほほ笑えみを浮かべている。

			「ほら、ヴィーユ。息子もこう言っている」

			「はぁ、煩わずらわしかったら言ってくださいね。遠慮せずに。もう私の息子でもあるのですから」

			「ええ。その時は遠慮なく母さんに言います」

			「遠慮がないな。だが、そこがいい!!」

			　この家族は貴族でありながら、かなり気持ちのいい人たちだ。

			　いまだ顔を合わせていない長男や長女も、この分だと心配はなさそうかな？

			「……っと、すいません。仕事中に押し掛けたのは私たちなのですから、すぐに本題を言うべきですね」

			「何を言っている。すでに私たちは家族だ。仕事など片手間でやるから、用件を言ってくれ」

			「ええ。夫の言う通りよ。大事でないのに仕事の方を優先する大黒柱など、家族を持つ資格はありませんから。遠慮せずに話していいのよ」

			「では、遠慮なく言わせてもらいます」

			　俺たちはソファーに座って、執事さんがお茶を出す前に、すぐに本題に入る。

			「昨日の、ビデオカメラの件です」

			「ああ、あのビデオカメラか。あんな伝説級の魔道具のことは、無論口外したりしないよ。中には、息子と娘の素晴らしい愛が詰まっているのだから」

			　こふっ。

			　クソッ、こいつら俺をいまだに攻めるか。

			　いや、違うか。勘違いなんだ。

			　公爵たちはビデオカメラが唯一無二でそうそう手に入るとは思っていないから、その秘匿の話だと思っている。

			　こっちは、そのビデオカメラを大量に譲ろうと思っているのだ。色々条件付きで。

			　双方の考えが最初からずれているので、無理やり話を押し込まないと永遠にあの告白シーンの話になってしまう。

			　それは、俺の精神をガリガリ削る行為だと気が付いてくれ。

			「そうだ、ヴィーユ。あのシーンを演劇で公演するのはどうだろうか？」

			「確かに、あの不安でありながらも愛を貫くシーンは、貴族のみならず、庶子にも受けると思うわ」

			　や、やめてくれ。

			　他人のラブストーリーを聞く分にはどうでもいいが、自分が原作とかやめてくれ。

			　マジでやめてくれ。

			　いや、精神攻撃で固まっている暇ひまがあったら、さっさと本題をねじ込むんだ。

			　そのついでに、演劇の話も潰してやる。

			「話は嬉しいですが、ちょっと私が言いたいことは違います」

			「そうなのか？　あと、堅苦しい言い方はやめてくれ、何せ家族だからな」

			「……では、失礼して。簡単に言うと、ビデオカメラは大量に手に入れることが、作ることができる。それで、どっか空いてる土地をくれないかな？　そこを作業場兼、保管庫みたいにするから」

			「「「は？」」」

			　その言葉で親父さんとヴィーユ、そして執事さんも固まった。

			「ちょ、ちょっと待ってくれ。土地や屋敷なら無論用意してやるつもりだった。しかし、ビデオカメラが大量に作れる？　そ、それは本当か!?」

			「本当だよ。ちょっと制作方法が特殊だから誰にも教えるわけにはいかないけど」

			「それは当然だ。しかし、そう簡単に私たちに教えてよかったのか？　これは一財産という規模ではないぞ？　これは、それだけ凄すごい物なのだぞ？」

			　親父さんがビデオカメラを手に持って力説する。

			「逆ですよ。俺たちは今まで傭よう兵へい団として動いてきた。そんな立場では、こんな大発明を売り歩くわけにはいかない。すぐに色々な横槍が入る」

			「……確かに。これほどの物、よからぬことを考える者はすぐに飛びつく、周りは敵だらけになるな」

			「だから、信頼のおける親父に話を持ってきたんだ。まあ、色々問題に巻き込むような形になって申し訳ないけど」

			　俺がそう言うと、親父さんは机をバンッと叩いて立ち上がった。

			　ありゃ、さすがに怒ったか？

			　まあ、それだけオーパーツなんだよな。ビデオカメラはこの文明において。

			「構わん!!　問題など私が薙なぎ払ってくれよう!!　息子が私を信頼して、こんな重要なことを打ち明けてくれたのだ。私がそれに答えねば男が廃すたる!!　構わんな、ヴィーユ」

			「ええ。家族として当然。そして、お家としても、このチャンスを不意にするなら存在する意味はありません。ヒューズ公爵家が、全力でユキたちを守りましょう」

			　……暑い。いや、熱いか。

			　嬉しいんだけど、なんでこんなに熱血なの？

			「しかし、ユキ。わざわざ危険を冒して、別の場所で作る理由はないのではないか？」

			「そうですね。この公爵の家で作れば警備は万全ですし、不審者が近寄ればすぐに分かりますよ？」

			　熱くなりながらも、さすがに公爵。すぐに俺の話の不自然な点を見つけて質問するあたり、凄すごいわ。

			　ま、一々そこら辺から説明する手間が省けて楽なんだが。

			「そこが狙いだよ」

			「そこ？」

			「わざと近寄りやすくするということ？」

			「そう。ビデオカメラの能力は知ってるよな？」

			「ああ。初めて見たときは驚いたが、こうやってこのボタンを押せば、今の風景を記憶できる……そうか!!」

			「なるほど。不逞の輩やからを、このビデオカメラで動かぬ証拠を記録して捕まえることができるのね」

			　うんうん、頭の回転がスゲー速い。

			「どうせ、いつかはヒュージ公爵がビデオカメラの元とばれる。そして、それをよく思わない者も出てくる。だろ？」

			「なるほど。やはりユキは、今まで傭よう兵へい団をまとめていただけのことはある」

			「……これで、我が家にちょっかいを出していた他家にも、まとめて借りを返せますね。動かぬ証拠を用意できるのですから」

			　おお、サマンサの母さん、美人だけど怒ると凄みがすげー。

			　オーラが出てるよ。いや、目には見えないけど。

			「まあ、そんな理由もあって、俺たちがメインで使うより、親父さんたちの方が上手く使えるんじゃないかと思ってな。いくら名のある傭兵団とはいえコネがないし、ビデオカメラ自体も疑われる」

			　貴族は証拠があっても相手の立場が低ければ、もみ消そうとするからな。

			　いや、これは地球でも同じか。問題のもみ消しはお偉いさんの得意技だしな。

			　どこかで大爆発を起こした某国は、無駄に情報封鎖とかしてるしな。

			　どう見ても、あの爆発で死者１００人とか嘘だろ。１０００単位だっての。

			「……任せておけ。言い訳などさせぬように、ビデオカメラの説明を私から陛下へしておく」

			「ええ。陛下や宰相が事実を知れば、あとは言い訳などできませんからね。あなた、さっそく陛下への謁見準備を。さっさとごみを駆除します」

			「そこら辺は任せるけど、拠点についてはどこかいい場所ある？」

			　ここら辺で話を切らないと終わりそうにないしな。

			「おっとすまん。まずは、場所を用意しないと始まらんな」

			「少し、興奮しすぎましたね。とりあえず、サマンサから連絡を受けていたので、住まいの場所は選別してあるわ。それから製作場所として使えて、見張りやすい場所といえば……３か所ぐらいね」

			「じゃ、あとで見に行って考えるよ。場所は？」

			「いや、それは私たちも付き合う」

			「そうですね。夫婦だけの話であれば、口を出すつもりはありませんでしたが、ビデオカメラの生産となれば、私たち全体の問題でもありますから。いいわね、サマンサ」

			「はい。心得ています」

			　もう、拠点の場所は確保できたも同然だな。

			　じゃ、あとはアマンダの件だな。

			「で、これが最後の話で、竜騎士アマンダのことはどう扱いたい？　アマンダはサマンサと同じ学友でそれなりに縁がある。無論、俺たちも短い期間だけど、学友の立場ではあるが」

			　そう、サマンサとの結婚話やビデオカメラの話は一応、着地点が見つかったが、学府側の戦力である竜騎士アマンダを、公爵としてはどう扱いたいのかを聞いておかなければいけない。

			　万が一、ローデイに取り込もうと動くなら、それなりに牽けん制せいしないといけない。

			　竜騎士アマンダという移動力は俺たちとしても欲しいし、学府に籍を置いてくれていれば、他国へ向かうには一番便利がいい。

			「その心配はしなくていい。我が公爵家は、竜騎士アマンダに手出しはしない。無論、横恋慕もだ。逆に、竜騎士アマンダに協力して友好的な関係を築きたいと思っている」

			「……横恋慕ってことは、前からアマンダのことはご存じで？」

			「見れば分かりますよ。エオイドという少年だけに見せる花のような笑顔。それを引き裂くなど、無粋でしかありませんからね。ま、怒りを買えば炎の海で滅びかねませんし」

			　……ワイちゃんの能力ならできるから怖いわ。

			　と、俺がそんなことを考えていると、親父さんが、エオイドが手渡したポープリの親書を机から取り出してきた。

			「ヴィーユの言う通り、竜騎士の怒りを買うことも理由の１つではあるが、こっちが一番の原因だね」

			　そう言いながら、親書の中身を見せてくれた。

			　親書は３枚。

			　１つは、魔物大氾濫の予兆。

			　１つは、サマンサの成績や評価、そして、結婚相手の俺の話。

			　最後の１つは、竜騎士アマンダについて。

			　しかし、それに関しては、たった１行しか書かれていない。

			『竜騎士アマンダとエオイドに手を出したら、ぶっ潰す』

			　……うん。

			　分かりやすいぐらいの、学府の戦力だーって意思表示やな。

			　なるほど。ポープリの今までの実績もあって、こういう我わが儘ままを通しやすいのか……。

			「ポープリ学長からの直々の宣言だ。これで竜騎士アマンダを害するような行動をとれば、国として危うい。……まあ、ユキは、どこかの馬鹿貴族がアマンダとエオイドの仲を引き裂いたり、ワイバーンが奪われるのを心配しているのだろうが、ほとんどその可能性はない」

			「なぜ？」

			「まあ、竜騎士という手札は魅力的だが、それが暴れた場合の被害は想像がつかない。もともと学府自体、制御不能な天才を押し込めるという側面があるのは知っているか？」

			「ああ、そういうことか。つまり、手元に置くと痛い目に遭いそうだから、学長の案を飲んで、都合のいい時に派遣してもらう方がいいってことか」

			「そういうことだ。竜騎士を国が取り込んだとしても、そんな突出した戦力は扱い辛いし、今まで現場で働いている者たちにとってもあまり嬉しくない。上に至っては、立場を蹴け落とされる心配もあるからな。国のトップの者たちは、序列がいきなり変わるのや、仕来りの横紙破りをそうそう認めるわけにもいかん。しばらく内部が荒れる。確実に」

			「なるほどな。手札に加えるには、色々面倒か。普通に考えればそうだな」

			　日本の内閣にいきなり変な部署を作って、今までまったく関係のなかった外国人を入れるようなものか。

			　……日本だと絶対不可能だな。外国人に対する理解度はあまり高いとはいえないし、数年住めば国籍を発行するといったような柔軟な発想はない。まあ、数年住めば国籍発行とかにしたら、もうそれはそれで大問題になるって分かるんだけどな。

			　とりあえず、国は大変ってことだ。

			　その分、色んな国からの移住者で作ったウィードは多国籍だし、そこら辺、楽でいいわ。

			　維い持じするべき文化もないし、表向き武力で侵攻できない。裏から政治を操るしかないのだが、それには選挙を潜り抜ける必要もある。だけど、それはどこの国も考え付くし、足の引っ張り合いにしかならない。特定の国に譲歩するようなことを言えば、すぐに裏の繋がりが懸念されるだろうし。

			　まあ、あと10年、20年後は分からんけどな。

			　その頃には俺たちは隠居の身だしー。あとは若者たちが頑張ってくれ。

			「そういうことだ。竜騎士アマンダや、その周辺の人たちに迷惑をかけようとする馬鹿は少なからず出るだろうが、それは即座に処しよ罰ばつされる。どこの国も学府と竜騎士を敵に回したくないからな」

			「じゃ、ビデオカメラをアマンダに持たせて、証拠を撮らせればすぐに対応できるか」

			「できる。というか、それが狙いか」

			「こっちも竜騎士とは仲良くやりたいですし、ビデオカメラの有用性を示せるのですね。私たちが内輪もめで有用性を示しても、権力争いの延長ですから、陛下も色々考えなければいけません。しかし、竜騎士、学府との友好のためならあっという間にバッサリやれますね」

			「……ふむ。なら、竜騎士アマンダへの面会申請を通して、さっさと証拠を集めるか」

			「ええ。余計なちょっかいを出している貴族もいますし、竜騎士アマンダには事前に話を通して……」

			　さて、これでローデイでの地盤は、ほぼ安定したかな。

			　アマンダには少し馬鹿貴族の相手をしてもらうが、それで終わりだ。

			　……相手の方がな。

			　あとは、行方不明の聖剣使い２名か。

			　たーちゃんたちが追っているのに、いまだ見つからない。

			　おそらく転移で直接跳んだか……。

			　聖剣使いたちの自白が本当かは分からんが、学府はともかくクリーナの国が心配だな。

		

	
		
			　

			第２６６掘　夢（挑む）か夢（諦める）

			　

			　ｓｉｄｅ：タイキ

			「いやー、今日も暑いねー」

			　俺は魔術学府で、今日ものんびり授業を受けて昼休みを過ごしている。

			　しかし、異世界に呼び出されて、便利屋の代名詞ともいえる勇者をやらされて、気が付けば勇者王。どこの、シンメトリカルなドッキングアニメですか？

			　まあ、それで忙しく国の立て直しをしている最中、俺と同じように役割は違うがこの異世界に来たユキさんから呼び出しを受けて、学府の生徒になって現在にいたる。

			　かなり明後日の方向な学校なのだが、それでも俺にとっては懐かしい場所らしい。

			「俺も、こんなふうに通ってたっけ……」

			　窓から食堂へショートカットできる中庭を走る学生たちを見ていると、後ろから先生が現れて「土は払って食堂に行けよ」と注意しだす。

			　俺たちの学校は土足禁止だからなー。

			　ああやって、中庭を走ったら怒られたっけ？

			　でも、やめられない止まらない。

			　そうしないと、食堂の席が埋まるからな。決して美味おいしくないのに、毎日、飽きもせず食べられるのは不思議だったよな。友達とワイワイやって、食堂でやっすい素うどん買ったり、パンを買ったりして食べたもんだ。

			　ユキさんについて来た学府だが、毎日がなんというか懐かしくて色々思い出す。

			　こんな先生いたなーとか、朝はだるいけど一生懸命起きたなとか、テスト前は落ち着かなくなったなとか、体育の授業だけはやる気満々だったりとか……。

			「……やっぱり残っているもんだな」

			　こっちの世界に来て、はや４年近く。毎日に追われて振り返る暇ひまがなかったのか、それとも無意識に忘れようとしていたのか……。

			　俺も、向こうにいれば今頃、花の大学生だよな。

			　いやー、勉強はあまり好きじゃなかったから、働いてるのか？

			　でも、高卒だとなー。仕事も限られるから、地方でもいいから大学に通ってるか？

			「……あの、タイキさま」

			「ん？」

			　声をかけられて振り向くと、弁当を手に隣に座るアイリがいた。

			　なぜか少し困ったような、悲しそうな顔をしている。

			　弁当を持っているのだから、いつものように一緒にお昼を食べようと思ったのだろうが、微妙な表情をしているのがよく分からない。

			　学府に来てから、体は偽物とはいえ夫婦２人きりでのんびりやれているのだ。

			　ユキさんたちとの仕事もあるけど、こうやって夫婦の時間はちゃんととってくれる。

			　俺が王様になっている国だと、そうもいかないからなー。

			　ああ、めんどくさい。

			　……っと、違う違う。いつもは笑顔で一緒に弁当を食べるアイリが、なんでこんな表情をしているかだ。

			「どうした？　何かあったか、アイリ？」

			「……いえ、一緒にお弁当を食べようかと思いまして」

			　いや、その表情はなにか隠しているだろう。

			　うーん、慣れない学府生活で疲れたか？

			　あっ、もしかして、新手のいじめか!?

			　うん、学長を倒したわけだし、何かと俺たちの一団は目立っている。いらぬちょっかいを出すバカがいてもおかしくない。一応、その手のお約束から守るために単独行動は避けるようにしてるのだが、トイレとかちょっと目を離した隙にってのはあり得る。

			　ユキさんの奥さんたちなら、そのまま吹き飛ばすところだろうが、アイリは武闘派じゃないからな。戦闘経験もほぼない宿屋の娘だったし、変な男に言い寄られてたり!?

			　くそ、日本の学校より酷ひどいいじめなのかもしれない!!

			　ＮＴＲとか洒落にならん!!

			「大丈夫か!?　いじめか？　新手のいじめか？　大丈夫だぞ、変な相手の言うことなんか聞かなくていいからな!!　アイリはちゃんと守るから、隠さずに言ってくれ!!」

			「い、いえ、そんなことはありません。大丈夫です」

			「本当か？　変なバカ貴族に言い寄られてないか？」

			「はい。……ふう。タイキ様を不安にさせるとは、妻失格ですね」

			「そんなことはないから。なら、なんで困ったような顔を？」

			　俺がそう聞くと、アイリは少し目を伏せて悩むが、すぐに決心がついたのか、顔を上げて口を開いた。

			「……タイキ様の学府生活を懐かしそうに見ている顔が、私には少しいたたまれなくなりました。……最近、嬉しそうに学生時代の話をしてくれましたが、タイキ様にとって向こうの世界がどれだけ心に残っていて、どれだけ大事なものだったのかというのが分かりました。変な先生やご学友、家族と過ごす日々。そんな、タイキ様にとっての普通を、私たちは奪ってしまった……」

			　ああ、そういうことか。

			　別に、アイリのせいでもないだろうに。原因は、あの馬鹿王族どもだ。勇者なんて便利屋を呼んでどうにかしてもらおうなんて、甘ったれたことを考える奴が悪い。

			　今にも泣きそうな顔で見つめるアイリを、そっと抱きしめる。

			「気にするな。っていうのは無理だろうけどさ、アイリや皆に会えたことは悪いことだとは思っていない。幸い、ユキさんとか同郷の人間もそれなりにいるみたいだし、何とか協力して戻る方法も考えるさ」

			「……そ、それは、この世界から去ると？」

			　アイリがホロホロと涙を流し始めた。

			　ああ、まずい。

			　そんなつもりで言ったわけではないが、彼女にとって戻るということは一方通行なのだ。

			　ま、ユキさんがいなければ、俺もあんな考えにはならなかったが……。

			　とりあえず、俺がユキさんにされたようにするか。

			　中指を親指で押さえて、アイリのおでこに狙いを定め……。

			　ぴしっ。

			「あいた!?」

			　アイリは突然の俺の行動に、目を白黒させて額に両手をあてている。

			　ちなみに俺がユキさんにでこピンを食らったときは、20メートルほど吹き飛んだ。

			　勇者でスペックがかなり引上げられてるはずなんだが、マジであの人は規格外だわ。

			　ユキさん本人も、マジで驚いてたからな。

			　さて、勘違いをしているアイリに話さないとな。

			「誰が片道切符で故郷に帰るか。大事な奥さんや仲間がいるのに」

			「で、でも、それでは帰れません」

			「ま、それが普通の反応だな」

			　そう、ユキさんが言ったのはごく平凡。

			　誰でも思いつくけど、誰もが不可能だと思ったこと。

			「この世界と俺の故郷を、行き来できるようにすればいい」

			「え？」

			　目を見開いたアイリが、驚きをあらわにして口を開く。

			「で、でも、そんなことは不可能と……」

			「今のままじゃな。でも、将来的には可能かもしれない」

			「え、え？」

			　そう、今は無理なだけ。

			　そして、アイリの驚きも当然。

			　できないことが当然なのだから、俺の言葉は不可思議な夢物語でしかない。

			　でも、俺たち人類は、その夢物語を可能にしてきたのだ。

			　いや、生き物すべてが夢物語の形なのだと、ユキさんは言っていた。

			　いいや、俺もアイリも世界のすべてが知っているはずだ。

			　俺たちは、夢を目指して生きている。夢の形というのが、人や動物、昆虫、植物、微生物などそれぞれ多種多様なだけで、誰だって夢物語を目指している。

			　微生物は新しい環境に耐えられる体作りを、植物はよりよい繁殖の仕方を、昆虫はより自分が環境に適した体を、動物はより早く広く効率よく動くために、人は人では到達不可能とされる領域を目指す。

			「なあ、アイリ。飛行機って分かるか？」

			「あ、はい。魔術を使わずに空を飛ぶ道具でしたよね？　タイキ様の世界に、そのような乗りものがあると聞きました」

			　いまだに困惑しているアイリに、俺は前に話した飛行機のことを思い出させる。

			　数多あまたの人々が、人が空を飛ぶことなど夢想と言って笑いものにしていた時代の、ある兄弟の夢の結晶。不可能を可能に、夢を夢の物語で終わらせずに実現した伝説だ。

			「うん。そうだよ。俺の世界でも、最初は人が自由に空を飛べるなんて思ってなかったんだ」

			「え？」

			「グライダーっていう空をすべり降りる道具や、空に浮かぶ気球なんて道具はあったのに、機械が空を飛ぶなんて科学的に不可能だって言われてたんだ」

			「そうなんですか？」

			「そもそも、鳥とか空を飛ぶ生き物がいるんだから、それを真似たら飛べるはずだろう？」

			「そ、それはそうですが、そんなことは可能なのでしょうか？」

			「いや、飛行機はすでに俺の世界じゃ当たり前だけど、機械に合わせた空を飛ぶための構造、システムができてるんだ」

			「あ、そうでした」

			「だから、俺は思うんだ。一方的に呼び出す方法があるなら、帰る方法もきっとある。なら、お互い行き来できても不思議じゃないだろ？」

			「……言われてみれば普通のことですね。なんで、片道だけだと思っていたのでしょうか？」

			　アイリが可愛かわいらしく小首を傾げて悩んでいる。

			　俺が聞いた時は、ユキさんに喰ってかかった。

			　相手を引き寄せるのと、相手を寸分たがわず同じ場所に戻す方法が、同レベルの技術で可能なわけがない。

			　ましてや、この世界は同じ星なのかどうかも不明なのだ。膨張し続けている宇宙で、周回軌道に乗っていて、自転して常に座標が変わっている惑星に、どうやって照準を合わせればいいのか見当すらつかない。だから、俺はユキさんに言った。

			『非現実的なことを言わないでください。そんなこと不可能ですよ!!』

			　俺はユキさんと会ったことで、郷愁の念が高まっていた。世界を行き来できる可能性を示されたことで、逆にその不可能さを感じ、安易に甘い言葉を吐くユキさんに八つ当たりをした。

			　その際に、でこピンでふっとばされて、こう言われた。

			『タイキ君。俺たちはいつだって、非現実的で不可能なことを可能にしてきたんだ』

			『なにをっ!!』

			　俺は言い返そうと思ったが、ユキさんの次の言葉で呆然とした。

			『人は空を飛んだ。宇宙へ行った。海の底へ、極小の世界へ、そしてこの魔術が存在している世界へ。なあ、どこに不可能がある？』

			　そう、俺たち人は、いつだって不可能を可能にしてきたじゃないか。ただ難しいだけとはちょっとレベルが違う気がするが、最初から諦あきらめるのは間違っている。

			『「為せば成る、為さねば成らぬ」って言葉を知ってるか？』

			　聞き覚えはある。

			　日本の昔の人の言葉のはずだ。

			　しかし、誰が言ったのかと言われると分からない。

			『元は武田信玄の言葉なんだが、上杉鷹よう山ざんって人の方が有名だな。江戸時代中期の山形県の……って、詳しいことはいいか。その人の言葉でな、まさに文字通りだ。やればできる。やらなければできない。単純な言葉だ』

			　それは分かる。

			　だってユキさんの言った通り、文字通り何も始めないのに何かが成功するわけもない。

			　だが、それで終わりではなかった。

			『この言葉だけだと、「少年よ大志を抱け」とか、「一念岩をも通す」とかと同じようなものなんだが、これに続きがあるのは知ってるか？』

			　俺はそれを知らなかったので、首を振るった。

			『武田信玄はこう言った。「為せば成る、為さねば成らぬ。成る業を成りぬと捨つる人のはかなき」。そして、これを上杉鷹山はより分かりやすく言った。「為せば成る、為さねば成らぬ何事も、成らぬは人の為さぬなりけり」ってな。意味分かるか？』

			『成功しないのは、人が諦あきらめるからですか？』

			『ま、だいたいそんなことだな。厳密にいうと色々違うが、結局、成功した人は最後まで諦めなかった。失敗した人は、途中でやめてしまった。当然の話だよな』

			　ユキさんの言う通り、まさに当然の話だ。

			『ま、タイキ君が思う通り、今までとは桁けたが違う難易度だろう。でもさ、諦めたらそれで終わりだ。いきなり結果を出せという話でもない。万が一帰れるとしても、嫁さんや仲間たちと永遠にお別れってのは寂しいだろ？　天寿を全うしたわけじゃないのにさ』

			『……はい』

			　俺は、帰れる手段が見つかったとしても、すぐに帰るとは言えないと思った。

			　ここでできたものが多すぎる。

			『なら、俺たちがまずすべきは、行き来を可能にすることだろう？　それなら皆ハッピーだ』

			『……欲張りですね』

			　俺はそれが大それた夢だと思っていた。

			　そんな都合のいいことがあるわけない。

			　今までだって、腐った国を立て直すために部下を犠牲にしてきた。

			　ユキさんもそれは分かっているはずなのに、なんでそんなことが言えるのだろうと思った。

			　でも、そんな欲張りだという皮肉もユキさんには通じなかった。

			　簡単に、いい笑顔で切り返してきた。

			『欲張って何が悪い。夢を目指して掴み取る。それは、誰でもやってることだ。現状に負けて、妥協してハードルを下げるってのも重要だろう。だけどな、この不可能は妥協するとこじゃない。ま、こういうのには反対者もたくさんいるけどな。だからこそ、燃えるだろ？』

			『不可能を可能にする、ですか？』

			『ああ。男なら一度は夢見ただろ。かめは○波。それが、ここではできたんだ。きっと、瞬間移動とかもあるかもしれない』

			『いや、気じゃなくて、魔術ですけどね』

			　そうか、魔術的なアプローチでなくてもいいのか。科学的な方法や、どこかの世界みたいに気を使うっていう技能もあるかもしれない。あるいは、持てる技術すべてを混ぜてみてもいいかもしれない。

			『というわけだ。やる前から諦あきらめないで、やってみよう』

			『ははっ、まったくユキさんには敵いませんね』

			『ま、俺も親友たちからの受け売りでな。あいつらはもっと凄すごかったぞ』

			　そして、俺たちはその場で、アイデアの思いつく限り世界を繋ぐ話に明け暮れた。

			　で、お互い家に戻るのが遅れて怒られた。

			「す、凄いお話ですね。いえ、当然と言えば当然ですけど」

			　気が付いたら、ユキさんとの話を全部話していたらしく、アイリがしきりに感心した様子で頷いている。

			「まあ、そんな感じで、アイリを置いていくなんてことはない。行き来できるようになったら、ちゃんと俺の親のところに挨拶に連れていくよ。俺が通ってた学校の案内もな」

			「はいっ。その時を楽しみに……いえ、その時が来るよう私も力を貸します!!」

			　アイリがいい笑顔で返事をする。

			　うん、この笑顔だけでも、前向きになった意味はある。

			　というか、行き来できても、俺の生活はこっちがメインだろうがな。

			　だって、学校は中退だし、向こうじゃ一般人より就職が不利だし、親にアイリの紹介とかしたら、誘拐したのかって疑われて警察に突き出されそうだし……。

			　あれ？　俺、戻らない方がよくね？

			「そういえば、ユキ様たちは今日ウィードに戻っていらっしゃいますけど、なにかあったのでしょうか？」

			　アイリがそう言って、抜け殻、自立モード状態のトーリたちのドッペルゲンガーを見ている。

			「ああ、確か海ができたから、海開きをしてるってさ」

			「海？」

			「そっか、アイリは海を知らないものな。ユキさんは、奥さんたちの試験評価が終わったら俺たちも案内するって言ってたし、その時を楽しみにしよう」

			「なにか、ユキ様たちにお世話になりっぱなしですね」

			　アイリの言う通り、本当に世話になりっぱなしだと思う。

			　まあ、ユキさんは俺より年上だから当然だと思っていたけど、それも違うしな。

			　あの人ができた人だからだ。

			「そうだな。だから、ここらでちゃんとお仕事しよう」

			「え？　どういうことですか？」

			　立ち上がった俺をアイリが不思議そうに見つめる。

			「残りの聖剣使いの１人が、魔物の森で何かやってるらしい。アスリンちゃん配下のたーちゃんから連絡がきた」

			「……どうか、ご武運を」

			「おう。霧華さんたちもいるし、わざわざユキさんたちを呼び出す必要もない。一応、連絡だけはしておいてくれ。レベルも俺で十分対応できる。あと……」

			「あと？」

			「夢の大きさが違うからな。夢へのハードルを下げた相手に負ける理由がない」

			「はい!!　信じています。勇者様!!」

			　奥さんの声援ももらったわけだし、これで負けたらユキさんにいじめられるし、自分自身も恥ずかしい。

			　さて、勇者として働きますか。

			　分かりやすく絶望した元英雄たちに、夢を諦あきらめない強さってのを見せてやろう。

			　為せば成る、為さねば成らぬ何事も、成らぬは人の為さぬなりけり。

			　さあ、夢を実現しようじゃないか。

		

	
		
			　

			第２６７掘　託すのは絶望でなく希望

			　

			　ｓｉｄｅ：カヤ

			「正気に戻りなさい!!　こんな奴らに手を貸す理由などありません!!」

			　あー、うるさい。

			　昨日は海でめいっぱい遊んで、飲んで食べてで楽しかったのに、１日過ぎればお仕事の日々。

			　いや、普通の仕事ならいい。

			　でも、今回はちょーっと今までとは方向性が違うので、凄すごくめんどくさい。

			「聞いていますか!!　早く私を仲間の所へ連れて行くのです!!」

			　私は狐耳をペタンと伏せ、人の耳には両手をあてて塞いでいる。

			　なんでこんなことになったんだろう？

			　確かユキたちが道中待ち伏せをしていた〝馬鹿ーズ〟の聖剣使いたちを、たーちゃん率いるアスリン十魔獣が一気に鎮圧、捕縛したんだっけ？

			　で、ローデイでサマンサをもらう話をして、それでローデイの拠点を手に入れて、ようやくお荷物をウィードに連れてきたって話だった。

			　私やトーリ、リエルはタイキたちと一緒に学府で待機してたし、当事者じゃないからよく現場の出来事を知らない。

			「報告書どこだっけ？」

			「私を誰だと思っているのです!!　同じ狐人族なら敬うやまいなさい!!」

			「知ってる、知ってる。なんちゃって勘違いの、バカメス狐で、おもちゃの棒切れを振るってる子供でしょ」

			「なっ!?」

		

	
		
			[image: 282.jpg]
		

	
		
			　きゃんきゃん五月蠅い聖剣使いに適当に返答しつつ、このバカメス狐を捕えた時の報告書を探す。

			　えーっと、机の上には特に見当たらないし、引き出しの中か戸棚かな？

			　この部屋に報告書がないということはない。

			　だって、この場所は聖剣使いを隔離するため専用の牢獄なのだから。

			　今回、ユキたちを待ち伏せて襲撃しようとしていたバカ共は総勢５名。戦力的には５人いようが、私たち１人ですら傷つけようがない。

			　でも、どんな隠し玉があるか分からないし、変に仲間がいると粋がるので、分けて監視している。

			　スィーアとキシュアは全裸で色々踊らせたし、ピースとも会わせたから、現在は大人しくなっている。それでセラリアやルルア、シェーラ、デリーユから帝王学？　なるものを叩きこまれているところだ。

			　ユキが言うには、間違いの元は無知かららしい。

			　彼女たちが言う、絶対に正しいことは世の中あり得ない。

			　村という小さい世界にいた私だってそれを知っていた。

			　自警団には数に限りがあるし、取捨選択はよくやっていた。

			　たとえば、村に慌てて飛び込んできた旅人が、仲間が大勢のオークに襲われていると訴えても、助けに行くことはなかった。

			　村を守ることの方が先決だからだ。一応、旅人の仲間を助けにいく名目のもと、少数で偵てい察さつに行った。だが、時すでに遅く、男は食われて、女は犯されすぎてはらむ前に死んでいた。

			　規模からすると、戦闘に特化している狐人族の私たちなら撃退可能ではあった。

			　が、それは被害を伴う。

			　戦うのであれば、撃退陣地が整っている村が最適。

			　その場で旅人の弔い合戦をして、無駄に死者を出すことを選ぶわけにはいかなかった。

			　――と、こんな感じで立場が違えば、選ぶべき正しさは変わってくる。

			　彼女たちは、本当に自分たちが掲げるものが絶対的に正しく、それに誰もが賛同してくれることを疑っていなかったのに、結果それを裏切られて、現在は新大陸の人々を絶滅させる作戦を発動中だ。

			　というか、自分たちで主のダンジョンマスターを裏切って切り殺しておいて、正しいもクソもないと思うが。

			　そう、変にちぐはぐだ。私がさっき言ったように、おもちゃを与えられた子供のようだ。初めて木剣をもらった、村の子供たちによく似ている。

			　だけど、その村の子供たちは、すぐさま大人たちの訓練でボコボコにされて現実を知るのだ。自分たちに足りないものは山ほどあると。腕だけではない。魔術も、村も、仲間を守る知識も、ありとあらゆるものが足りないのだと。

			　だが、彼女たちには、それを教えてくれる大人が存在しなかったのだろう。

			　まあ、持たされた武器は聖剣とかいう、ナールジアさんのお手製武具に比べればおもちゃのようなものであるが、それでもあの新大陸では一気に強者となれる道具。

			　聖剣のおかげで、彼女たちは自分の意見を簡単に推し進められた。

			　で、最後は、自分たちが前任者をバッサリやったように、各国に切り捨てられた。

			　それで世界に見切りをつけたというが、はっきりいって自業自得だ。

			　これがスィーアとキシュアからの話を聞いて私が思ったこと。

			　そんなことを考えつつ、きゃんきゃん五月蠅い同族のバカを無視して報告書を探す。

			「えーっと、見てないのはこの引き出しかな？」

			　とりあえず机の引き出しはこれで終わりだ。ここになければ、戸棚のファイルの中か……。

			　多いなー。ここで見つからなかったら、ヘッドホンをつけて寝よう。

			「あ、あった」

			　引き出しにはふたつファイルが入っており、タイトルは「ローデイ道中の聖剣使い捕縛報告書」「聖剣使い人物資料」と書いてあった。

			　えーっと、作成はエリスか。

			　相変わらず丁寧だねー。

			　というか、いったいいつの間にこんな資料を作ったのか不思議だ。

			　いや、アイテムボックスでパソコンとかは持ち運べるけど、私はそこまで仕事熱心じゃないし、報告書はテンプレを印刷してから手書き記入する形をとっている。

			　これを見た感じ、エリスはパソコンを持ち込んで、全部パソコンで処理したみたい。

			　まだタイピングは苦手なんだよなー。音楽を聞くとか映像を見るのには、パソコンをよく利用するけど。

			　そんなことを考えつつ、ファイルを机の上に出して「捕縛報告書」に目を通す。

			　目を通すが、だいたい聞いた通りの内容だ。

			　ちょっかいを出す前に先制攻撃を受けて、全滅して捕縛。そのままローデイまでクロちゃんたちに引きずられてくる。その後は、エリスやデリーユ、ルルアの監視の下、中庭の馬小屋で寝起きが２日ほど。

			　ユキがサマンサの親御さんと、結婚の話とローデイ内部への根回しの話をして、ローデイでの拠点を確保。それに伴い監視が厳重なウィードへと移送。しかし、殺されないと余裕が出てきたのか態度が悪くなる。

			　この状況だと、スィーアとキシュアに会わせてもろくなことにならないと判断して、５人を別々の場所に収監し、再び頭を冷やしてもらうことにする……か。

			「……あれ？　なんで報告書を見ようと思ったんだっけ？」

			　確か、経緯をよく知らないから、それを確認しようってことだったから、これ自体は問題ない。でも、何かほかの目的で報告書を探していたはずだ。

			　えーっと、えーっと……。

			「……せんか!!　聞こえませんか!!　いい加減にしなさい!!」

			「あ、思い出した。あなたのことだ」

			「お、思い出したって忘れてたのですか？　私を!?」

			　いや、厳密には、なんで私がバカメス狐の監視担当になったのか理由を調べていたんだった。

			　だって、五月蠅いもん。このバカメス狐。

			　のんびり昼寝もできやしない。

			　えーっと、なになに……収監した聖剣使いの監視役は、私たち妻と魔物たちで行う。誰が誰の相手になるかは、人物資料に聖剣使いの情報をまとめてあるので、それを参考に選ぶようにする。

			　最後の１文に妙な不安を覚える。

			「……聖剣使いの情報ね。……まさか、同じ狐人族だからって安易なわけないよね？」

			　恐る恐る、人物資料を開く。

			　そして、私はきゃんきゃん騒いでいるバカメス狐の項目を見つけた。

			　名前はカーヤ・レグメント。

			　……名前、かぶってない？

			　種族は見た通り狐人族。

			　いや、同じ狐人族として恥ずかしすぎるできだけどね。

			　頭空っぽだもん。

			　容姿に関しては、私よりスタイルが良くて顔も整っている。

			　髪の毛や耳、尻尾しつぽは白い毛で黄色の私とは違う。

			　で、えーっと選定基準はと……。

			　――他の４人にも言えることだが、今は興奮状態なので、なるべく同種族の妻たちを監視に充てて落ち着くのを待つのが最適と考える。無理だと思えば、連絡は当然、人員の配置変更も考える。しかし、まかり間違ってもユキさんと彼女たちを個人的に会わせるのは絶対に、決してしてはいけない。彼女たちは前任者を斬り殺した前科があります。だから、ユキさんがなんと言おうとも個人で会わせてはいけません。リーア、ジェシカ、クリーナ、サマンサにも厳命してはいますが、各監視担当も細心の注意を払ってください――。

			　なるほど。

			　そうなると、やっぱり私が最適か。

			　バカメス狐も興奮してるみたいだし、当分は無視でいこう。

			　下手に監視交代をお願いしたらユキが出てきそうだし、ユキに何かあれば私たちは悲しいし、聖剣使いたちは、もう人として死ねると思うなってことになる。

			「ひっ!?」

			　あ、ユキが傷つくところを想像して殺気が出ちゃったか。

			　バカメス狐がベッドに逃げ込んで、丸くなってる。

			　はぁ、なんで捕縛した相手に、こんな良い環境を整えるかな、ユキは。散々迷惑をかけたんだし、こんな手間のかかる懐柔の仕方じゃなくて、拷ごう問もんして従順にさせればいいのに。死んだら捨てればいい。壊れたなら、ユキのおもちゃにでもしたらいい。

			　そこら辺はいまだに甘い。

			　まあ、子供も生まれたし、おもちゃにするのは教育上よくないかな？

			　私も子供ができたら、おもちゃに対してなんて説明していいか分からないし。

			　……いや、ユキのおもちゃってことは、こいつらがユキといたすことだし、それは駄目だ。

			　私たち妻たちがユキのおもちゃになるべき。

			　うん、彼女たちが壊れた場合は、娼婦館にでも送ればいい。

			　顔やスタイルはいいから、自分たちの食い扶持ぐらいは壊れてても稼げるだろう。

			　っと、いけない、いけない。

			　まだ、拷ごう問もんすることになったわけじゃない。

			　あまりにも、バカメス狐がうるさいから、そっちの方向で考えてた。

			「って、静かになったと思ったら。ベッドに入って寝てる……」

			　きゃんきゃん叫び声が聞こえないかと思えばこれだ。

			　……数百年ニートをしてただけのことはある。

			　文句はあるが、今は静かだからいいか。

			　特に、変な記述もない……って、私と同じ幻術スキルが使えるのか。

			　へー、長く生きてるだけはあるらしい。

			　幻術っていうのは、ユキからいえば催眠術の一種らしくて、地球の狐はそれで色々悪さをして名前を残したのがいるみたい。

			　同じ狐として不名誉である。

			「ふぁ。あー、畑仕事で早かったから眠い。……寝るか」

			　私たちも夜勤での監視担当になることがあるので、この部屋には敷布団が用意されている。

			　……大抵、夜勤は魔物たちに任せるが。

			　観察対象は寝てるし、特に何かしろとも言われないし。

			　マジで寝よう。

			　私はさっさと布団を敷いて、潜りこむ。

			　どうせ、交代のトーリが起こしてくれるだろうし……。

			　そんなことを考えながら、すぐに眠りに落ちていった。

			　

			　きゃっー!!　わっーー!!

			　ドンドン、ゴン、ガラガラ、ガシャン!!

			　そんな怒号で私は目を開いた。

			　何かあったのか？

			　慌てて、現状を把は握あくしようと辺りを見回すと……。

			「村を焼き払え!!　この村はガルツと通じている!!　村人１人、逃がすな!!」

			　そこには、とうの昔にユキの策にはまって公に処しよ罰ばつされたくそ大臣がいた。

			　襲われているのは、私の村。

			　もう、今はなくなった村だ。あるのは、村の皆を弔った小さなお墓だけ。

			『夢……』

			　凄惨な光景を見ても心は動かず、すぐに夢だと認識した。

			　何度も何度も見てきた夢だ。

			　最近は、結構見る頻度が下がったなと思ってたけど、うーん、やっぱりまだ見るか。

			　私にとって、今までの日常が崩壊して、新しい時を迎えたきっかけなんだから。

			『ほら、やっぱり人に救う価値なんてない。あなただって、こんな酷ひどい経験をしているなら分かるでしょう？』

			　……どうやら、ただの夢ではないらしい。

			　振り返ると、カーヤがこちらを真剣に見ていた。

			　バカメス狐め。私が寝入った隙に精神干かん渉しようしてきたか。

			　でも、放出系の魔術が禁じられているのに、何で幻術が使えたのだろう？

			『夢だから、反応は薄いわね。まあいいわ、私に従いなさい。それで、あなたの復讐は遂げられる。あんな男に付き従う必要はないわ』

			『寝言は死んでから言え。バカメス狐』

			『なっ!?』

			　カーヤが驚いた顔をしているが、私は容よう赦しやなどしない。

			　即座に顔面にパンチをいれて、怯んだ隙に拘こう束そくする。

			『ぐうっ!?　な、なんで!?　あの男に奴ど隷れいとして使われているのでしょう!!』

			　はぁ、なんだ、このバカは。

			　そして、夢もいいところになっていて、私と団長の一騎打ちになっていた。

			「はははっ!!　いいか、女、その男を殺せ!!　そうすれば、村人は助けてやる!!」

			　いつか聞いた、助けるつもりのない言葉。

			　私と団長は嘘と分かっていながらも、お互い命を賭して、村人たちが逃げる隙を作った。

			　私が団長の胸にナイフを落とした瞬間、捕まっていた村人たちが、各々魔術を使って逃げ出す。

			「ぐっ、くそっ!!　構わん殺せ!!　殺せっ!!」

			　そして私は、追いかける兵士を必死に倒していく。

			　せめて、少しでも多くの仲間が逃げられるように。

			　でも、団長との一騎打ちで疲弊していた私は、すぐに追い詰められてしまう。

			「カヤ!!　こっちだ!!」

			　そんな時、彼が私を助けて引っ張りだしてくれた。

			　いつもは貧弱なくせに、この時は頼もしかった。

			　こういう男らしい顔もできるんだなーって思って、嬉しかった。

			　でも……斧が彼の頭に飛んできて……終わってしまった。

			　……私は彼を弔うこともできないで、そのまま奴隷にされた。

			　号泣していた。彼や仲間たちを失ってしまったこと、それを守り切れなかった自分の不甲斐なさに。

			『ねぇ、こんな世界があっていいはずないわ!!　分かるでしょう!!』

			　その映像を一緒に見ていたカーヤが必死に言う。

			　でも、分かるわけない。

			『私には理解できない。確かに、この出来事は死ぬほどつらかった。でも、それを何も知らないからといって、幸せに暮らす今の人々を不幸にしていい理由にはならない。お前らがしているのは、ただの我わが儘まま。迷惑。死ぬなら１人で死ね』

			『それでもっ!!』

			　ま、絶望だけしかなかったら、私もこうなっていたのかもしれない。

			　だけど、私にはみんながいた。

			　何もかもをなくして……それでも、私と同じように色々なものをなくして、必死に今を生きようとしているみんながいた。

			　そのみんなの中に、今までのすべてを捨てさせられて、この世界に連れてこられた変な少年がいた。その少年はロクに泣き言も言わず、神様からの願いをかなえるため、必死に頑張っていた。

			　本人は色々非道なことをしているつもりだが、全然そんなことはない。

			　誰よりも、甘くて優しかった。

			『それでも、私の夫はあなたたちとは違って、人を導くことを、いや、自ら頑張っていくことを教えた』

			『な、にを？』

			『私は絶望で終わらなかった。いや、あなたたちにも手を差し伸べてくれた人がいたはず』

			『……』

			　そう、彼女たちにもいたのだ。

			　私にとってのユキのように、絶望の中で手を差し伸べてくれた人が。

			『……見せてあげる。私の絶望の先を』

			『え？』

			　夢の中なのは都合がいい。あの時を見せてやろう。

			　私の村の思い出は、これで終わりではない。続きがある。

			　念じれば、あの時の風景がよみがえる。

			　家屋は焼け落ち、村の仲間の亡なき骸がらは獣にでも食われたのか、骨しか残っていない。

			　でも、心なしか、あの時より穏やかな空気だった。

			　もう、ここには争いはないのだと。

			「……ここが、カヤの村か」

			「……うん」

			　私とユキ、その後ろにみんなが付いてきてくれている。

			　シェーラがいないから、確かウィードができる前の話だっけ？

			　この時は、私が無理を言って村にやってきたのだ。

			　死んだ仲間を弔ってやりたいって。

			　ユキは引きこもりがちだったからダメって言うかと思ったけど、あっさり許可をくれて、みんなでこの村にやって来たのだ。

			「……これが、私の名を騙かたったロワールの」

			「……」

			「いい、２人とも。決して目をそらしては駄目よ。私たち上に立つ者が無能なせいで、カヤの村はなくなった。その事実を受け止めなさい。そして、二度とこのようなことが起こらないようにと、戒めにしなさい」

			「「はい」」

			　あー、この時はセラリア、ルルア、エルジュも来てたっけ。

			「じゃ、皆の遺骨を集めよう。このままじゃ可哀想かわいそうだよ。いいかな？　カヤ？」

			「……うん。お願い」

			　リエルがそう言って、皆、思い思いに落ちている遺骨を集め始める。

			　私も遺骨を集めようと動いたのだが、広場に棒が突き刺さっていて、無意識にそこへと足を進めていた。

			「だん、ちょう」

			　それはあの日、私自身の手で命を絶った自警団の団長が愛用していた棍こんだった。

			「それが、カヤが言ってた育ての親の団長さんか？」

			「……ぐすっ。そう、私の親は病で小さい頃に亡くなった。それを引き取って育ててくれたのが団長」

			　ユキは、他の皆と同じように気持ちが沈んではいなかった。

			　友達に話すような様子で、棍の傍そばに横たわっている骨に手を合わせると、こう言った。

			「団長さん。初めまして。俺がカヤを買って引き取ったユキといいます。心配でたまらないだろうけど、そこは心配しないでくれ。奴ど隷れいからはすでに解放しているし、彼女の好きなように生きてもらおうと思っている。だからさ、大丈夫」

			「……ユキ」

			　その言葉が嬉しくて泣きたくなった。

			　……私は謝ろうとしていた。

			　生き残れ、生きてくれと、文字通り命まで差し出した団長に。

			「……だん、ちょう。お、おかげで、わ、私は助かりました。ありが、とうございっ。ううっ……」

			『ほう。お前のことだから、てっきり守れなくてごめんなさいとでも謝るかと思ったのだが。世間にもまれたようだな』

			「え？」

			　そこには霊体化した団長が立っていた。

			『まあ、血まみれなのは許してくれ。霊体での体の維い持じは初めてでな。どうも上手くいかん』

			　そんな、どうでもいいことを、頭を掻かきながら言っていた。

			「だ、団長」

			『しかし、どうしてくれる。お前が生き残ったことを悔いて謝りに来たかと思えば、前向きになりやがって。出てくるタイミングを逃したぞ。と、ユキ殿だったかな？　こんな娘ですが、拾ってくれて感謝します』

			「いえ、やっぱりいましたね」

			『おや、ばれていましたか？』

			「いや、なんとなくですが、実力者ならできるかなーと」

			『ははっ、もの凄すごい慧けい眼がんですな。生身があれば、ひとつ手合わせを願うところです。さて……』

			　団長はそう笑うと、身なりは血まみれだけど立派に敬礼をして口を開いた。

			『先に逝いってしまった村の者たちに成り代わり、感謝申し上げます。皆様方の弔いに、きっと皆満足してくれるでしょう。本当にありがとうございます』

			　いつも自警団で練習していた、大きな声でハキハキとした言葉。いつもの団長の姿だった。

			「いえ、カヤもすでに身内です。家族の弔いに付き合うのは当然ですよ」

			『この時世に、そのような人格者はおりますまい。村１つがなくなりました。村人がアンデット化したり、近場に危険な魔物がいるだろうと思って避けて当然です。もっともユキ殿の行為は立派だが、このような可愛かわいい娘さんたちを連れまわすのは感心しませんな』

			「はい。肝に銘じておきます」

			『ふっ、ふはははっ!!　本当に変わった御仁だ。てっきり守れるから大丈夫とでも言うかと思っていたのですが。なるほど過信はせず、それでもカヤのために来てくださったのですな。皆々様、娘のために本当にありがとうございます』

			　そして、ひとしきり笑ったあと、団長の姿が薄くなっていく。

			『さて、心残りもこれでなくなった。……カヤ』

			「はい」

			『いい人たちに出会えたようだな』

			「……はい」

			『泣くんじゃない。確かに別れ方はつらかったかもしれん。だが、それで後ろを振り返ってばかりでもつまらない。私たちのを冥福を祈ってくれるのなら、幸せになってくれ』

			「はい!!」

			『いい返事だ。今のカヤなら教えていいだろう』

			「団長？」

			『私からの最後の試験だ。森のいつもの場所に、１体のアンデッドがいる』

			「……それって」

			『彼を安心させてやれ。そして、今を生きろ』

			　私は団長が消えるのを最後まで見届けることなく、森の中へ駆け出していた。

			　いつもの場所、それは彼がいつも定期的に薬草をとっていた森の中の陽だまり。

			　そして、辿り着くと、頭に斧がめり込んだあの人が立っている。

			　いや、アンデッドか。もう腐敗が凄すごい。

			　それでも、彼は立っていた。

			「ウウッ……ガヤ、守る」

			　彼は私を守るために、まだ森の中で立っていた。

			　なんて、努力の空回り。

			　死んで気合いを発揮しないでよ……とは言葉にできなかった。

			　もう、涙が止まらなかった。

			　でも、言わないと。

			　彼を安心させないといけない、ゆっくり眠れるように。

			「もう、いいから!!」

			　私がそう言うと、彼が反応して、こちらを向く。

			　顔もすでに腐敗が進んでいるが、それでも彼の顔だった。

			「グ？　ガヤ？」

			「そうだよ。私はおかげで助かったから!!　もういいの!!」

			「もう、いい？　よく、わから、ない。これからも、ガヤ守る」

			　ああ、確かあの時、彼は自覚していなかったのだ。

			　自分が死んだことに。

			「……カヤ、俺が言ってもいいぞ？」

			　後ろから追いかけていたユキが、みんなが見守る中、そう言ってきた。

			　でも、これは私が言わないといけない。

			　だって……。

			「ガヤからはなれ、ろ!!　ボぐが、まも、る!!」

			　今でもずっと私を守ろうとしている彼にできる、最後のことだから……。

			「大丈夫!!　大丈夫だから!!　タングは、もう休んでいいから!!」

			「てき、じゃ、ない？　休ん、でいい？」

			「うん!!　私を助けてくれたの。敵じゃないから、もう大丈夫」
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			　そう言うと、その場に膝をつくように、タングの足が崩れ落ちる。

			　もう、限界だったのだ。

			　地面に倒れこもうとする彼を慌てて支える。

			「そう、か。なら、す、こし、休むよ」

			「うん、うん」

			「でも、あと、すこし、だけ……」

			　タングはそう言って、私から顔をそらして、私の後ろにいたユキを見つめる。

			　ああ、ユキはいつでも私を助けられるように、身構えていたのか。

			　だから、タングはあんなに警戒していたのか。

			「ガ、カヤを、助けて、くれ、て。あ、りがとう」

			「気にするな。そして、どう考えても大金星はお前だよ」

			「１つだけ、あ、なた、にお願いが……」

			「ユキだ。偽名で申し訳ないけどな。これも何かの縁だ、できる範囲なら協力する。何でも言ってくれ」

			「ユ、キ。……カヤを頼みます。できれば、僕のように無様に置いていくことがないように」

			「ああ。任せとけ」

			「……できれば、娶めとってあげてください。カヤはきっとユキが好きだから。分かるんですよ、幼馴染だから」

			「なっ、なにを!?」

			　ゾンビになってまで何を言っているのだろうか、この幼馴染は!!

			「それは承しよう諾だくしかねる。人の気持ちだからな。が、カヤに惚ほれられる男になるよう努力はする。だから、ゆっくり休め、親友」

			「ははっ、親友です、か。ありがとう。カヤ、幸せになってく、れ」

			　そして、タングはただの死体に戻った。

			　しばらく泣いた後、タングも村の皆や団長と一緒の場所に葬って祈りをささげる。

			「さて、帰るか」

			「……うん」

			「でも、その前に言わないとな」

			「え？」

			「カヤ、団長さんにも親友にも、色々託された。迷惑かもしれないが、俺はカヤに一度はプロポーズしないといけなくなった。それまでは、一緒にいてくれないか？　すぐにプロポーズしたいところだが、親友に誓ったからな。しばらく、カヤに見合うために頑張ることにする。いいか？」

			　そう、これがユキによる妻たちへの、初めてのプロポーズするよ宣言。

			　実は、私が一番乗りだったのだ。

			　逆に、ユキに大好きって言ってた妻たちはたくさんいたけどね。

			　しかも、団長と幼馴染の公認つき。

			　皆は口から砂糖を吐き出すような甘さだって、言ってたけどね。

			「……うん。その時を待ってる」

			　うん。

			　いい笑顔だ私。

			　大丈夫。そのあとしばらく時間がかかるけど、ちゃんとプロポーズしてくれるから。

			『こんなのは、まやかしよ!!　言い訳!!　話のすり替え!!　あなたが失ったものは、何も戻っていない!!』

			　映像が終わって、ようやくカーヤが叫ぶ。

			　真剣に見てくれてたぶん、多少は落ち着いてきたのかな？

			『で、なに？　それでも、過去とは関係なく今を生きる人々を、不幸にする理由にはならない』

			『そ、それはっ……』

			『さて、人の赤裸々な過去を見たんだから、お代はもらう』

			『へ？』

			　首を傾げるんじゃない。

			　この思い出は、私とユキの大事な思い出の１つだ。

			　これを掘り返す羽目になったからには、しっかり落とし前をつけさせてもらう。

			『あれ？　嘘!?　幻術が、逆に利用されてる!?　そ、そんなっ!?』

			『とりあえず、バイオでハザードな夢を見た後、思い出の街を全裸で疾走する夢を見なさい』

			『え、前半はよく分からないけど、後半は分かるわ!!　なに、その嫌がらせ!?』

			　否はない。

			　強制である。

			「ふう。寝た気がしない」

			　私はそう言って眠りから目覚める。

			　とりあえず牢獄へ目をやると、カーヤがうなされている。

			　その様子からして、今はバイオなハザードか。

			　夢の中での能力は制限してあって普通の人と変わりないから、逃げることしかできない。

			　ゲームのクリーチャーもたくさん入れてるから、せいぜい頑張ってクリアするといい。

			　あっ、死ぬと夢の始まりに戻されるから、生還という条件を満たさないと夢から覚めない。

			「ん？　なるほど。これが、幻術が使えた理由か」

			　よく見ると、私に彼女の髪の毛が届いていた。

			　おそらく長い髪を結んで、こちらに飛ばしたのだろう。

			　これなら内部に魔力を通すだけでいいから、魔力の放出を制限されてても使えるわけだ。

			「……後で、報告しとかないと。その前に、ユキに抱き付いてこよう」

			　あの夢を見て、なんかムズムズしてきた。

			　こういうことを遠慮しなくていいのは夫婦の特権だ。

			「村の皆。団長。タング。今、幸せだよ」

			　そう呟つぶやいて、交代のトーリが来る時間までのんびりするのであった。

		

	
		
			　

			番外編　学生時代の思い出ではなく学校の思い出

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　ただいまランサー魔術学府はお昼休み。

			　俺たちがみんなで集まって、仲良く昼食を取っているとふいに……。

			「そういえば、タイキ様、ユキ様は以前、こうした学校に通われていたと聞きましたが、詳しくお聞きしてもよろしいでしょうか？」

			　タイキ君の嫁さんのアイリさんが、こんな質問をしてきた。

			「どうしてまた？」

			「あ、すみません。この魔術学府のような学び舎に通ったことは初めてでして、他の学び舎に通われたことのあるタイキ様やユキ様は、いったいどういう学校生活をすごしていたのかな、と……」

			　なるほどな。

			　俺たちは今、新大陸のことを調べるため、ランサー魔術学府で学生の身分を得ている。

			　つまり、一時的にとはいえ俺たちは学生という立場なのだ。

			　学校という制度を知らないアイリさんにとっては、色々と興味深いのだろう。夫のタイキ君や俺から話を聞いてみたい気持ちは分かる。

			　むろん、タイキ君のことを深く知りたいからこそ出てきた言葉という意味もあるだろうが。

			「あ、それは僕も聞いてみたい」

			「そうだね。ユキさんやタイキ君が、どんなふうに学校生活をおくっていたか気になります」

			「……言われてみると、凄すごく気になる」

			「とっても気になりますね。ユキさんがどんな学生だったのか」

			　どうやら、嫁さんたちも興味津々ようだ。

			　とはいえ……。

			「いきなり聞かれるとなー……」

			「ですねー。学生時代の思い出かー……」

			　唐突に言われると困る話だ。

			　学生時代の思い出と言われるとな……。

			「そうだなー。学校をさぼって海に行ったこととか？」

			「あ、それ、俺もあります。チャリで漕ぎ出して向かったはいいけど、海に着くころにはへばってたんですよねー」

			　と、昔のちょっとしたやんちゃな話をすると……。

			「いえ、それは学校をさぼったお話で、学校での生活の話ではないのでは？」

			「そうだね。というか、学校をさぼっちゃだめだよ。ユキさん」

			「そうですね。学生時代のそういうやんちゃは、あとで聞きましょう」

			「まあ、学生時代ですから、答えとしては間違っていない。だけど、私たちが聞きたい話とは違う」

			「カヤの言う通りですね。どんな勉強をしていたかとか、どんな先生がいたかとかを聞きたいですね」

			　あー、そっち系の話か……。

			　となると……。

			「どんな勉強な……」

			「そう言われても、なんとか授業についていってた感じですし……」

			　嫁さんたちの話に頭をひねって悩んでしまう。

			　残念ながら、俺やタイキ君は勉強道具やテストを見せられて「やったー！　勉強ができるぞ！」なんていう変態ではない。勉学自体に興味がないのだ。

			　まあ、それでも覚えていることもあるが……。

			「こっちにきて、今さらながらもっと勉強しておけばとは思ったな」

			「あ、それ分かります。こっちに来てから、どうだったっけなーって思い出すことは、よくありますよねー」

			「「「……」」」

			　俺たちの「そんな勉強はしませんでした」といった話に嫁さんたちが盛り上がってくれるわけもなく、ジトーっとした視線が向いているので、次の話題に切り替えることにする。

			「そうだ。どんな先生がいたかなら、記憶に残ってる先生がいるぞ。どう考えてもヅラの先生がいたんだ」

			「あー、いましたいました。どう考えてもヅラって先生がいましたよね」

			「はぁ、ヅラって何ですか？　タイキ様」

			「「「？」」」

			　おっと、アイリさんを含め嫁さんたちも、「ヅラ」という物が理解できないらしい。

			　まあ、教師がカツラというか、禿を隠すために何かをするというのが分からないよな。

			　この世界では、別に禿げていることは恥ではないなからな。

			　いや、貴族の中には、きっと禿を何とか隠したがっている人もいるだろうが、そういうのはあまり見ることはないんだろう。

			　ということで、俺とタイキ君は禿を隠すためにカツラ＝ヅラを被っている教師がいたということを説明する。

			「はー。で、その先生のカツラを取るんですか？」

			「まあ、そういうのはあったけど。さすがに、先生相手にいたずらでカツラを取るとか、失礼ってのは分かるだろう、アイリ？」

			「ええ。本人は恥と思って禿……ではなく髪の毛がないのを隠しているのに、それをばらせば、怒られるかと……」

			「そうそう。それぐらいの良識は俺たちにもあるんだよ。先生の機嫌を損ねて、宿題とかを増やされたくないからな」

			「だけど、そういう先生は時に、俺たちを笑い地獄に突き落とすんですよ」

			「「「笑い地獄？」」」

			　タイキ君の言葉を聞いて、やはり意味が分からないようで、首を傾げる嫁さんたち。

			　なので、俺たちは実演してみせることにする。

			「まずは、禿のかつらをかぶる」

			「そこまでするんですか？」

			「そうしないと、この笑い地獄が分からないからな。で、禿を隠すかつらをつける」

			「えーっと、なんかユキさんとタイキって、変な方向に力入れてない？」

			「しっ。リエルだめだよ」

			「……じっと見てなさい」

			　辛しん辣らつな意見もあるが、こればかりは見てもらはないと絶対に気持ちが分からない。

			「よし、これで準備完了ですね」

			「そうだな。後は、アイリさんや嫁さんに我慢してもらうことになる」

			「「「我慢？」」」

			「笑っちゃいけないんだ。分かるだろう？　禿を恥としているから、そのことに関して笑うのは失礼に当たる」

			「まあ、そうだよね。でも、カツラで笑うっていったい……」

			「落ち着けリエル。だから、今から実演するんだ。ちょっと待っててくれ」

			　そう言って、俺たちは机の向かい側に立って……。

			「今からひと通りやるけど、笑っちゃいけないからな？」

			「あ、うん。よく分からないけど。笑っちゃだめってのは分かったよ」

			　リエルがとりあえず納得したところで、俺はすかさず実演に入る。

			「はい。おはようございます」

			　そう言って、俺が頭を下げると、パサリとカツラだけ落ちる。

			「「ぶっ!?」」

			「「……」」

			　どうやら、この状況で笑ったのは、アイリさんとリエルのようだ。

			「とまあ、こんな風に笑っちゃいけないって意識して見ていた人が、こうして失態を見せると、笑いたくなるだろう？」

			「はい。これは、恐ろしいですね」

			「うん。これはきついよ。でも、トーリとカヤは笑ってないよね？　なんで？」

			「いや、あれだけ話を聞かされてたしね」

			「……演技だし、わざとらしすぎて白けた」

			　ま、トーリとカヤの意見も分かる。

			　分かっていて見ると耐えられることもある。

			　アイリさんとリエルの場合は、笑ってはいけないっていうのを意識して笑っちゃったんだろうな。

			「でも、これが学生時代の思い出ですか？」

			「まあ、学校内のことで言うとそんなものだなー。ユキさん。ほかに何かありましたか？」

			「うーん。聞かれると悩むよな。試験とか体育祭とかだが、それはデフォルトだからな。だからといってさぼっていたのは学校の思い出ってわけでもないからな」

			「学生時代の思い出ではあるんですけどねー」

			　そんな感じで２人で悩んでいると、意外そうな顔でこちらを見ていたアイリさんがふいに口を開く。

			「……タイキ様とユキ様は、意外とお勉強は嫌いだったんですね」

			「だね。ユキさんとか、結構以上に物知りだからずーっと勉強しているイメージがあったんだけど。違うんだね」

			「家では、よく本を読んでますからね」

			「……常に違う本を読んでいるから、あまり勉強していなかったというのが、なかなか信じられない」

			　そう言うみんなの意見に……。

			「あー。なるほど」

			「そうか、そうだよな」

			　タイキ君と俺は深く納得する。

			「こっちに来てからは、必死に知識を掘り起こしてましたからね」

			「俺の方も、こっちに来てから分からないことばかりだったから、本を取り寄せちゃ色々勉強してたな。まあ、必要に迫られてってやつだ」

			「どういうこと？」

			　リエルが俺の言葉を聞いて、不思議そうに首を傾げている。

			「俺やタイキ君も、普通の学生だったってわけだよ。勉強しろって強制されてやっても、やっぱりつまらないからな。それに気が付いたのは、過酷な状況に置かれてからだ」

			「そうそう。言い方は悪いかもしれないけですど、この世界に来てから勉強をしておけばって思いましたよ」

			「だな。こっちに来てから焦あせったんだ。もっと勉強しておけばってな。それで、足りない部分を空いた時間を使って本を読んだりして補っているってわけだ」

			「あー、なんか分かるかも……」

			「大事なものって、後で分かるんですよね」

			「……そう、大事なことは後で分かる」

			　足りないから、今になって必死で勉強しているって感じだな。

			　だけど、それが駄目かというとそうでもないけどな。

			「とはいえ学校を抜け出すことも、校則のルールの穴を見つけて色々やるのも、それはそれでいい経験だったけどな」

			「そうそう。それで、こっちでも抜け道を探すのに役立ったりしてますよね」

			「何事も経験ってやつだな。やっぱり周りが勉強しろってどんなに言っても、実感がないと動かない」

			「実際、勉強なんてのは、その後、仕事で役に立つかといえば全然みたいですしね」

			　そうそう。勉強したことの大半は役に立たない。

			　だが、役に立つこともあるにはある。

			　まあ、専門分野ってところだな。

			「だけどな。人の上に立つ立場だと、そういう教育機関っていうのは、国全体の底上げにはやっぱり必要なんだ」

			「ですよね。学校があるから国民のほぼ全員が読み書きできるようになるわけだし、その前提があることで、文書１つで国民全体に通知もできるわけですからね」

			「日本の識字率は高いから当たり前だと思いがちだが、こっちの世界の識字率は低いからな」

			「そうそう……って話がずれてません？」

			「あ、そういやそうだな。すまない、アイリさん」

			　そう言って、俺とタイキ君はアイリさんに頭を下げる。

			「いえ。なんというか、タイキ様やユキ様も色々なことを経験してきたからこそ、ここにいるというわけですね。今の話をしていたお２人は楽しそうでした」

			「それはよかった。それにしても、学校生活の思い出となると、なかなかないもんだな」

			「そうですね。まあ、サボったこと意外は、普通に授業と行事だけですからね」

			「まあな。あとは、休み時間は今の俺たちみたいに、他愛もないことをしゃべったりしてただけだからな……って、そうだ」

			「どうしました？」

			「学校の思い出で思い出した。くだらなさすぎて忘れてたが……」

			　俺はそう言いつつ、アイテムボックスからトランプを取り出す。

			「「「トランプ？」」」

			　リーアたちが、取りだした物を見て揃って首を傾げる。

			　だが、タイキ君は俺の意図を理解したようだ。

			「ああ、なるほど。……賭けるモノは？」

			「全員社会人でそれなりに金を持ってるし……あれだ、このケーキを使おうか」

			　そう言って俺は、カップケーキを30個ほど取り出して目の前に並べる。

			「うわぁ、美味おいしそうです」

			「食べていいの？」

			　すかさず手を伸ばそうとしているリーアとリエルだが……。

			「待つんだ」

			　俺が待ったを掛けて、トランプを差し出す。

			「学生時代の楽しみ。こういう休み時間に、持ち寄ったお菓子をゲームをして取り合う。あるいは賭けをするんだ。まあ、あとは昼食代とか使い走り役とかを決めるんだが、俺たちにはアイテムボックスがあるからな。今日は、勝った人が多く手に入れられるってルールにしよう」

			「いいですねー。負けませんよ」

			「なるほど、気合が入りますね！　負けませんよ！」

			　タイキ君やアイリさんも楽しみなようで気合いを入れている。

			　まあ、こういうやっすい賭けごとも学生の醍だい醐ご味みだよな。

			「１位の人は、好きなケーキ３個を選べる優先権を得られることにしよう。最下位の人は、余ったケーキを１個だけ。勝たなければ、選ぶ権利もないということだな」

			　こうして、異世界の学校での思い出が作られていくのであった。

			　

			　昔は、こんなことをよくやったよな……。

			　そんなことを思い出す魔術学府の昼休みだった。

			「なんかケーキの匂いがするんだけど!?」

			　学長がケーキの匂いにつられて来たのは驚きだったが……。
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